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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　今日もまた。

「ぐがぎょぉぉぉぉぉんっ!?」

　姉の悲鳴がこだまする。

　けど、ぐがぎょぉぉぉぉぉん、って。それはさすがにないんじゃないかと思うんだけれど。女の子っぽくないっていうか、それ以前に人間っぽくないし。

　そんなことを考えながら、曾そ根ね崎ざき智ち紗さは声が聞こえた部屋へと向かう。

「どうしたのお姉ねえ。朝っぱらから」

　階段を上がりながら声をかければ、姉の部屋のドアが、ばたんっ！　と開いて、

「チチチサチサチサチサっ！　クローゼットがっ！　くろーぜっとがー！」

　叫さけびながら飛び出してきたのは姉の美み祢や。寝ね起おきらしくてまだパジャマで、髪かみの毛だってぼさばさで。

「クローゼットが何？」

　智紗は姉とすれ違ちがい、開いたドアから部屋をのぞき込み。

　机にイスに、ふとんが大きくめくれたままのベッド。

　クローゼットの扉とびらが開いていて、そこから顔を出しているのは、子供くらいの大きさの、白くてふわふわした、でっかい山菜みたいな何か。

「あー」

　大さわぎするから一体何かと思ったら。智紗は吐と息いきとともに肩かたの力を抜ぬいて。

「いやチサそんなへーぜんと！　一体何なのそれ!?」

　後ろから、階段のいちばん下まで退たい避ひした姉の声。

　そこまで動どう揺ようするということは──これもまた、もともとの普ふ通つうの世界とやらではありえなかったことなのだろう。

　仕方なく、智紗は階下したを見て、『当たり前』の知識を説明する。

「何っていうか。ほら。今、梅雨つゆだし」

「ツユ……？」

　見上げる姉は眉まゆをひそめる。

「そ。じめじめすると、こういうのが生えやすくなるから」

「じゃあそれカビみたいなもんなの!?」

　イヤなものにたとえられ、智紗はちょっと眉をひくつかせたけれど、姉はこれを知らないのだからと自分をなだめ、

「違うってば。

　いちいち名前はおぼえてないけど、梅雨になると何種類もこういう植物があちこちから生えてきて、あたりをびっしり覆おおうの」

「びっしりっ!?」

　姉の声が盛せい大だいに裏返る。

　そんな当たり前のことで大げさに驚おどろかれても困るのだが。

「それじゃあ、合わせて大きいいろんな虫も出てくるってことも知らないんだ。

　人より大きい虫もいるけど、パニクらないように心の準備はしといてねお姉ねえ」

　虫はあんまり好きじゃあないのか、美祢の顔から、ざぁっ、と血の気が引いていき。

「む……虫って……そんなの生態系変わっちゃうじゃない！」

　いらぬ心配をする姉に、智紗はぱたぱた手を振ふりながら、

「大だい丈じよう夫ぶだって。梅雨が終わったらどっちも消えてなくなるから」

「……枯かれて、死んじゃう、ってこと？」

「ちがうってば。

　梅雨の終わりごろになると、ヨロイを着た女の人が体の大きい人を連れて、町の高い場所にやって来るの。

　で、その女の人が、焼き払はらえ！　って命令すると──」

「ちょっと待ったぁっ！」

　突とつ然ぜんなぜか智紗の説明に待ったをかけて、姉は青を通り越こして、土気色になった顔で、

「だめです。それはだめです。」

　しばらくうわごとみたいに一人でぶつぶつつぶやいてから、

「なおさなきゃっ！　そうなる前に少しでも世界をなおしてまわらなきゃっ！」

　なんだか一人で闘とう志しを燃やす。

　まあ、智紗にとってはどうでもいいことなんだけれど。

　はっきりと言えるのは、どうやらまた、毎日世界を治す日々が続くみたいだ、ということだった。




　しばらく前。

　世界がいろいろとおかしくなってしまった──らしい。

　らしい、というのは他ほかでもなく。姉の美祢がそう主張しているわけなんだけれども、智紗にはいまひとつ実感がない。

　智紗じぶんは体長十五センチで五本シッポで、動物のリスに似ていなくもない見た目で。誰だれかの妹として生まれたからにはこういう姿になるのは当たり前で。

　姉妹ふたりが住んでいる家にはいたるところに大小無数のドアがあって。

　ＴＶの画面からは何か、にゅるっ、としたものが出てくるし、自動車には脚あしが生えているし。

　それが普通の世界だと、智紗は信じていたんだし。

　姉が最初に、この世界がおかしくなった、なんて言いだした時には、変になったのは姉の方だと本気で思った。

　ところが。

　二人の前に、レンチとかいう長い棒を持った、シュリンという男の人が現れて。その棒で智紗の頭を三回、軽く叩たたいて。

　そのとたん。

　世界が変わった。

　変わったことが智紗にもわかった。

　それまでは、変な生き物の鳴き声っぽくしゃべるのが当たり前だった自分が、人間の言葉を話すのが当たり前になって。

　シュリンの話では、いろんな世界がまぜこぜになって、そのせいで世の中のいろんなものも変になったんだ、ってことらしくて。でもってシュリンはレンチを手にして、あちこちの世界を治して回っているとか。

　そんなこんなでいろいろあって、姉妹ふたりはシュリンといっしょに、いろんな世界を治して回っているのだけれども。

「……やっぱりお姉ねえ、疲つかれてるのかな」

　窓の外、降り続ける雨を眺ながめて、智紗はぽつりとつぶやいた。

「疲れてる？　ミヤちゃんが？」

「そりゃそうだって」

　おうむ返しの問いかけに、智紗はおせんべいをかじりながら答える。

　平日の夕方のこと。まだ梅雨つゆは明けていないけれど、しばらく前に美祢がなぜかずいぶん気にしていた梅雨時の怪かい奇き生物群は、あのあといくつか世界を治したおかげで消えてなくなっていて。

　それでここ数日は、学校から帰ってすぐにどこかの世界を治しに行く、なんてハードなことはやっていないんだけれど。

　今日も今日とて様子見にやってきたシュリンと、お茶とか飲んで雑談をして。

　智紗がぽつりとこぼしたのは、美祢が中座した時のこと。

「ほら。お姉ねえって真ま面じ目めだし。

　もとの世界がどんなだったかをおぼえてるだけに、早くもとに戻もどさなきゃ、って変な義務感あるんじゃない？」

　智紗から見ても、姉はちょっとがんばりすぎちゃっているところがある。

　まあそのおかげで、けっこういっぱい世界を治すこともできたと思うんだけれど。

　最初は五本だった智紗のシッポも今では三本。聞けば最終的に、美祢と同じような格好に戻るらしい。姉はそれを、人間型、と呼んでいたけれど。

「……うーん……まあ……そうか……」

　と、どこか困った表情でシュリンは、

「ごめん。巻き込んで」

「気にすることないって。

　巻き込んだっていうか、いっしょに世界を治して回るっていうのはお姉ねえが言い出したことなんだし。

　あたしはこういうの、結構楽しめちゃう方だし」

「……楽しいの……？」

　出されたほうじ茶をすすりながらいぶかるシュリンに、智紗は平然と、

「そ。いろんな世界に行って、いろんなものが見られるし。

　これはこれで悪くない、っていうか割と面おも白しろいし」

「けどさ、世界をすこし治すたびに、チサちゃんにとっての『当たり前』っていうモノが変わっていくわけだし。

　ボクにはよくわからないけど……それって結構大変じゃない？」

「まあ確かに最初はとまどったけど」

　と智紗もほうじ茶をすすり、

「慣れてきたらその感覚も割と楽しかったりはするし。

　そりゃあ、うれしい変化ばっかりじゃないけど……

　でも、いろんな世界を見て回るっていうのは大きいって。

　子供の頃ころ、一度だけ海外旅行に連れて行ってもらったことがあったんだけど、気分としてはあんなノリ？」

「なるほど。そういうノリなわけ」

　言ってシュリンは苦く笑しようして。

「ひぃ。」

　美祢の声が聞こえてきたのは、そんな時のことだった。




　ちょっぴり中座して、ぱたぱた廊ろう下かを歩きつつ。

　……はぁ……

　美祢はため息をついてから、ふと考える。

　なんとなくため息をついたのは、降り続ける雨がゆううつだったせいなのか、それとも自分が疲れているのか。

　と。

　──みぃに。

　何かの声がした。

　雨音に混じってはっきりとはしなかったけれど、猫ねこか何かの声に思えて。

　とたん、頭に浮うかんだのは、雨にうたれて鳴いている子猫の姿。

　足を止めて耳を澄すませる。家の裏手の方からだったみたいだけれど。

　みぃに。

　またまた鳴き声。呼ばれるように足を運んで、裏手の土間に置いてあるサンダルをはいてドアを開け。

　雨の音が大きさを増す。

　そこは裏庭というにはちょっと狭せまい場所。

　二メートルほどで塀へいをはさんで、お隣となりの家の壁かべがある。

　コンクリートで塗ぬり固められた地面はひたすら殺風景。鉢はち植うえでも置こうかと思ったこともあったんだけれど、日当たりがあんまり良くないからあきらめて。

　軒のき下したには一いち畳じようほどの大きさの、小さくておんぼろな物置があって、ここに引っ越こして来る時に使った段ボールなんかが折り畳たたんでしまってある。

　物置の横や屋根にも、もともとはなかったはずのドアがついているんだけれど、もともとあった正面ドアが、ほんのちょっとだけ開いていて。

　どうやら鳴き声はその中からしているらしい。

　雨を避さけ、軒下ぞいに近づいて、物置のドアを開けると、全部畳んでいたはずの段ボールのうち一つだけが、箱の形に組み立てられていて。フタの閉まったその中から、がさごそ小さな音がする。

「……捨てねこ……？」

　困ったなぁ、と思いながら、美祢はフタを開けてのぞき込み。

　のぞき込み──

　のぞ──

　──

　猫じゃあありませんでした。

　じゃあ何か、と聞かれると、美祢にも答えられないんだけれど。

　五秒きっかり硬こう直ちよくして。そーっとそーっとフタを閉めて。

　十秒ぴったり、がたがたぶるぶるふるえてから。

「ひぃ。」

　美祢は声を上げた。




　予感はしていた。

　姉の声が、物置の方から聞こえた時点で。

「チサチサチサチサチサチサチサぁぁっ！」

　足音と声が廊下を疾しつ走そうし、

「チサっ！」

　居間の中へと飛び込んで来たのはやっぱり姉の美祢。まっ青な顔でガタガタふるえながら、

「いっ！　今っ！　物置っ！　箱っ！　角度っ！　窓にっ！　手がっ！」

「どうしたのミヤちゃん。落ち着いて」

　シュリンになだめられ、美祢は深呼吸を何度かくり返してから、

「い……今っ……裏の物置から、なんかの鳴き声が聞こえてっ……

　物置の中の段ボール箱に……そのっ……」

　口ごもる美祢に、シュリンがあてずっぽうに言う。

「捨て猫、とか？」

「ねこにあやまれー！」

「えぇぇっ!?」

　とまどうシュリンに、美祢は力の限り主張した。

「ねこじゃないからっ！　アレは絶対ねことかそういうのじゃないからっ！」

「じゃあ……何なわけ？」

「あれはもっと、こう、その、宇宙の、根元的な、人の認にん識しきがなんて言うか、ああもうちょっと待ってて！」

　言うと美祢はきびすを返してダッシュで部屋を出て行って。足音どたばた鳴らしつつ、やっぱりダッシュで帰ってきた時には、段ボールの箱を抱かかえていて。

　──あちゃー。

　やっぱり、物置というのは隠かくし場所としては安直すぎただろうか。智紗は胸の中で後こう悔かいする。

　こっそり飼っていたのを、機会を見て話すつもりだったんだけれど、それより先に見つかった。

　美祢は段ボール箱を、シュリンの前に、とん、と置き、自分は何歩か後ろにさがって。

「え？　何何？」

　シュリンは段ボール箱のフタを開けて、ひょいっ、と中をのぞき込み。

　のぞき込み──

　のぞ──

　──

「ひぃ。」

　声を上げた。

　ぱたりと段ボールのフタを閉じると、

「ねねね猫じゃない。うん。猫じゃない。一いつ瞬しゆんでもいっしょにして猫ごめん。」

　言ってがたがたぶるぶるふるえだす。

　なんでそんなに怖こわがるのか、智紗にはよくわからないんだけれど。

「結構かわいいのに」

　素す直なおな感想を述べたそのとたん。

　二人の視線が智紗に集まった。

　しまった、と思った時にはもう遅おそい。

「……チサ……」

　自分の名を呼ぶ姉の顔は、お面みたいに表情がなくて、声はほんのちょっとかすれていて。

「……これ……まさか……あんたが……？」

「かわいいよね」

　聞かれて、極力へーぜんと同意を求めてみたけれど、美祢とシュリンはただ無言。というかむしろ、二人の表情がいっそう硬かたくなったような気すらして。

　どうやら二人とは、ちょっと好みが違ちがうみたいで。

「どこで拾ってきたのこれ」

　問う姉の声もいつになく真しん剣けんで。軽口や冗じよう談だんでなんとかできる雰ふん囲い気きじゃない。仕方なく、正直に話すことにする。

　智紗はわずかに目をそらし、
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「……その……前に治しに行った世界で、捨てられてたのを見つけて……

　かわいそうじゃん。だから──」

「戻もどしてきなさい。

　いーからもとの所に戻してきなさい」

　説明をさえぎり、つめたい美祢の声。ムカっとなって目をやれば、姉の顔には人間らしい表情のカケラもなくて。

　──ヤバい。これ、マジで怒おこってる。

　フォローが欲しくてシュリンを見やれば、彼はどうしてか、気の毒そうに視線をそらすと、

「その……チサちゃん、きみがその怪かい……もとい、何かの生き物のことをかわいそうだと思った、優やさしい気持ちは大切だよ。

　けど環かん境きようも何もかもが違う世界で暮らしていくのは、その邪じや……いや、物体にとって幸せなのかな、ってことで。

　か……かわいい……？　から守ってやりたいと思っても、この世界に連れてくるのが本当に保護になってるかどうかわからないわけだし。

　そう考えたらやっぱり、もとの世界に戻した方がいいと思うんだけど」

「……………………」

　そんな理り屈くつは、智紗にもわかっているんだけれど。いや、わかっているつもりなんだけれど。

「──でも──」

「もーどーしーてーきーなーさーいー」

　何か言わなきゃと顔を上げれば、美祢の瞳ひとみに射すくめられて。

「……はい……」

　智紗は仕方なくそう答えた。




　世界が違っているというのに、やっぱり雨が降っていて。

　すこし前に訪おとずれて、修しゆう繕ぜんできずに帰った世界。

　修繕のしかたは、シュリンが見つけた相手とレンチとを三度、直接触ふれさせる、という単純なものなんだけれど、その時は相手がえらく遠くにいたみたいで、結局何もせずに帰ってきた。

　その通り道、一いつ軒けんの家の軒のき下したに、智紗はそうっと箱を置く。

　そこは彼女と『それ』が出会った場所。

　見つけた時は物もの陰かげにいた『それ』は、今は段ボールの箱に入れられて。

　箱には智紗が油性ペンで書いた、『かわいい何かです。大事にしてあげてください』の文字。

　この世界の文字と智紗たちの文字が完全に全く同じだとは限らないんだけれど、どうしても何かしたくて。

　なんだかすごく、みじめな気分だった。

　こんなことなら、最初から拾ったりしなければよかった。

　──いや。

　たぶん、ちゃんと考えれば、こうなることはわかっただろう。ただ、『それ』の愛らしさ（＊注‥智紗の感想です。美的嗜し好こうには個人差があります）に魅ひかれて、ちゃんと考えもしなくて拾って連れてきて──

　こうなった。

　箱を置いて立ち上がる。さよなら、と、口の中だけでつぶやいて。

「……けどチサ、考えてみれば、この世界から戻った時、何も持ってなかったと思ったんだけど。

　どうやってその……なんていうか、物体を連れてきたの？」

　姉の声が明るいのは、智紗を少しでも元気づけようというつもりだったのかもしれないけれど、今の智紗には、お荷物を捨ててせいせいしたふうにしか聞こえなくて。

「頰ほお袋ぶくろの中」

　ぶっきらぼうに答えると、美袮ではなく、シュリンの肩かたに飛び乗って。

　もとの世界に帰るまで、ほとんど口は開かなかった。




　今日も一日、授業が終わり、学校からの帰り際ぎわ。
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「やっほチサちゃん今帰り？」

　校門の近くで智紗に声をかけてきたのは、姉のクラスメートだった。

　園その村むら真ま砂さ子こ。以前は時々うちにも遊びに来て、智紗とは割と気が合った。

　彼女も上に姉がいるらしく、智紗と同じように、動物のリスに似ていなくもない姿をしているんだけれど。

　美祢に言わせると、智紗も本来は美祢と同じような『人間の姿』をしていたらしい。

　……その表現は、まるで今の智紗じぶんが人間じゃない、と言われてるみたいで面おも白しろくないんだけれど、たぶん姉の知っている『普ふ通つう』からすれば、本当に人間の格好じゃないんだろうし。

　もちろんそれは真砂子も同じこと。ただ智紗と真砂子が違ちがうのは、これが普通じゃないのだと知っているのかいないのか。

「あ、うん。マサコさんも」

「そ。」

　途と中ちゆうまで帰り道はいっしょ。肩を並べて歩き出し、

「ところでさチサちゃん」

　行く手にひろがる、まだ明るい空を眺ながめて真砂子は言う。

「変なこと聞くけど。

　最近、ミヤってビミョーに何か変じゃない？」

　言われて真砂子の方を見やれば、彼女も智紗を見返して、

「なんかさ。ミヤ、最近どこか元気ないっぽいっていうか。ビミョーにつきあいも悪いような気もするし。

　時々学校でも、突とつ拍ぴよう子しもないリアクションすることが多くなった気がするし」

「あー。そうかなぁ」

　智紗はあいまいなあいづちをうつ。

　それは、世界が変になっちゃって、あっちこっちの世界を治しに行きまくっているせいなんだけど。

　おかしくなっちゃってるはずの智紗の常識からしても、そんな話は非常識にしか聞こえないとわかっている。

　けどクラスメートの目から見ても、美祢の様子は変に見えるらしい。ここで、そんなことない、と主張するのは逆効果。

　智紗はしばらく考えて、

「確かに最近お姉ねえ、ちょっと落ち着きがないかも。

　たぶん環かん境きようが変わったせいだろうけど。

　ほら。お姉ねえから聞いてると思うけど、うち、両親が今海外に行ってて、住んでる家が変わったから」

「家が変わったのは知ってるけど。

　でも一緒に住んでるチサちゃんは、微妙に環境変わっても、感じが変わった、ってこともなさそうだし」

　真砂子は小さく首をかしげて。

「そこはまあ。

　同じ変化でも、あたしは平気で、けどお姉ねえにとってはすごくイヤ、ってこともあるかもしれないし。

　たとえば──」

　智紗があたりを見回せば、遠くを走る電車の線路が目にとまる。

「電車で、妹料金や妹専用車両が廃はい止しされたら、あたしたち困るよね？」

「あー。それ困る困る」

　智紗の持ち出した例に、真砂子はこくこくうなずいて。

　電車やバスの妹料金は子供料金よりさらに安いし、妹専用車両は、一両を高さ四十センチの五段くらいに仕切られていて、他ほかの車両と違ってゆったり座れるしチカンも入って来ようがない。

　電車通学の真砂子にとっては、かなり大きな問題のはず。

「けどそれだって、うちのお姉ねえとか、妹じゃない人には関係のない話だし。

　お姉ねえにはあたしの方からそれとなく聞いておくようにするけど、素す直なおに話してくれるかどうか。

　お姉ねえ、強がりなところあるから」

「あーあるある。

　あの子、ちょっとくらいツラくても、平気、って言っちゃうから」

　と、そこで真砂子は唐とう突とつに声を低めて、

「でもさ……

　引っ越こしてから、一人はだいじょうぶなのに一人は微妙に疲つかれてる、って、怪かい談だんなんかによくあるパターンじゃん？

　ひょっとするとチサちゃんちにもそういうのあったりして」

「ちょっと。カンベンしてってマサコさんそういうの。

　結構古い家だし、フンイキあるっていうかなんていうか、ちょっとブキミなところもあるんだから」

　智紗のいやがるそぶりに、真砂子はますます調子づいて、

「そういえばさ、これ、姉さんの友だちが本当に経験した話なんだけど。

　ある夜一人で自分の部屋にいると、ビミョーになんか視線を感じたんだって。

　変だなって思って、あたりを見ると、クローゼットが少しだけ開いてて、そのすきまから……」

　かくて学校からの帰り道は、なしくずしに怪談大会へとなだれ込んだりするのだった。




　先を行く者たちの背中を眺ながめ、人は何を思うのか。

　もちろんそれは場合によって違ちがうけれど、智紗の場合は、

「お姉ねえ、がんばりすぎ」

　だった。

　つぶやく彼女の目の前で、ついに美祢の究極必殺技わざが炸さく裂れつする！

「受けてもらうから！　秘ひ奥おう義ぎ！　三目同時置き！」

　気合いとともに美祢が黒石を三つ同時に置くと、まっすぐに五つ並んだ碁ご石いしが光を放ったようにさえ見えて。

「ぐはぁぁぁっ！」

　対戦していた闇やみの五目並べマスター、竜たつ峰みね牙が風ふうは宇宙を背景バツクに吹ふっ飛んでゆく。

　竜峰は、窓の外に何かいると言い張って相手の気をそらして、黒石と白石とをこっそり置き換かえるという恐おそろしい技の使い手だったんだけれども、それとても、石を同時に堂々と二つも三つも置く美祢の敵ではありえなかった。

　かくてここに。
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　智紗たちと、闇の卓たく上じようゲーム結社、盤ばん鬼き一族との戦いは終わった。

　とある日曜。

　いつものように別の世界を訪おとずれて、レンチで殴なぐ──もとい。レンチを触ふれさせる相手をシュリンが捜さがしたところ、どういうわけだか盤鬼一族とかいう連中にさらわれて、変な塔とうの最上階に捕つかまっていた。

　そのひとの所にたどり着くには、各階にいる卓上ゲームの使い手たちとそれぞれのゲームで戦い、勝ち抜ぬく必要があった。

　智紗もゲームのたぐいは好きだったし自信もあったんだけれども、ばかばかしいのと恥はずかしいのとで、『あたしには無理』と断って。

　それで結局美祢が対戦。永遠なるまわり将しよう棋ぎ士、表ひよう裏り一体のオセロ使い、などを次々撃げき破はして、ついに今、六十七階建ての塔の最上階で一族当主の五目並べマスターをうち破ったのだ。

　これもひとえに、美祢のがんばりのたまもので。

　まあ、そのがんばりかたの方向性が正しいのか間違ってるのか、実の妹としてはコメントに困るところだけれど。

「……よ……よく……この私を倒たおした……」

　倒れた五目並べマスターが、ぴくぴくケーレンしながら何かを言い出して。美祢はその言葉に耳を傾かたむける。

　けれどももちろん智紗としては、そんな話に一いつ切さい興味があるはずもなく。

「前の話じゃないけど、やっぱりお姉ねえ、ちょっとがんばりすぎじゃないかな」

　シュリンの肩かたに乗ったまま、ヒマつぶしがてらに語りかける。

「まあねぇ。

　おかげでボクはずいぶんと助かってるわけだけどね。

　ボクとレンチだけじゃあ、こんなペースで世界をもとに戻もどせたかどうか。

　このままいけば、全部の世界がもとに戻るのも、そう遠い話じゃないかもね」

「もとに戻る、かぁ」

　智紗はなんとなくつぶやいて。

　もとの世界、というのがどういうものなのか、智紗にはよくわからない。

　こういう世界だったと美祢から説明されたことはあるけれど、意味不明だったり、なんだかむしろイヤな世界に聞こえたりすることもあって、ぶっちゃけて言うとピンとこないんだけれども。

「もとに戻るって、そんなにいいもんなのかなぁ」

　思わず漏もらした独り言に、シュリンは驚おどろきの目を向けて、

「いや、だってさ、チサちゃんもその姿のままってのはイヤでしょ」

　その言い方に、容姿をけなされたような気がして、ちょっとムッとしながらも、

「別にあたしは気にならないけど」

　今の自分の姿がイヤだとは、智紗はぜんぜん思わないし。

「けどチサちゃん、前に世界が変わって、触しよく……ええっと、変な姿になった時、それが普ふ通つうだって思ってたよね？」

「……うっ……」

　イヤな過去を思い出し、彼女は小さな声で呻うめいて。

　前に世界が変わった時、智紗は、ちょっと変な姿になったことがあって。

　けれども智紗はその時、それがおかしいとはちっとも思わずに。むしろ、それまでリスっぽい姿だったことを受け入れていた自分を不思議に感じたものだった。

　だからたぶん同じように、自分が姉の言う人の姿に戻ったら、リスっぽい姿を受け入れていた自分を不思議がるんだろうけれど。

　理り屈くつはわかるけれども、実感がないというのはどうにもやっかいで。

「そう考えたらやっぱり、もとの状態に戻るのが一番だと思うわけ」

「それはそうなんだろうけど……」

　なんでだろう。

　もとの世界、というのが全然魅み力りよく的に思えないのは。

　もともと智紗が、あちこちの世界を治すのに同行しているのは、いろんな世界を見ることができて面おも白しろいから、というのが理由。

　どうしても世界をもとに戻したい、と思っている姉とはちょっと違ちがう。

　シュリンの方は姉と同じような考えなんだろうけれど。

　考えてみることがある。世界がもとに戻ったら、智紗じぶんにはどんないいことがあるんだろうかと。

　姿形が変わるなら、学校からの帰り道、友だちといっしょにお気に入りのクルミショップに立ち寄って、クルミを丸かじりしたりできなくなるんだろうか？

　頰ほお袋ぶくろがなくなると、モノの持ち運びにいろいろ不便なような気がする。

　今までに集めたお気に入りのシッポカバーとかはどうなるんだろう。

　体のサイズが変わるなら、電車の妹専用車両や妹料金もなくなるだろうし。

　考えれば考えるだけ、なんだか失うものの方が多いような気がする。

　他ほかに変わることといったら──

　……あれ……？

　すっごくすごく今さらなんだけれども。

　智紗はふとあることに気がついて。

「思ったんだけど」

　シュリンの耳もとで問いかける。

「全部の世界を完全に治したら、もう、いろんな世界を治して回る必要ってなくなるよね？」

「そうなるよね」

　いともあっさりと答えるシュリン。

「それじゃあ、そうなったら──」

　智紗は彼の横顔を見つめて、

「もうこっちへは来ないの？」

　シュリンの眉まゆが小さく動いて。

　けれども智紗の方は見ず、横顔のままで、

「……チサちゃんたちのもともとの『普通』には、ボクはいないわけだし」

　それは、わかっていたはずの答え。

　けれどもシュリンの口から直接聞いて、智紗は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまって。

「そろそろあっちの話が終わりそうだよ」

　話をそらすかのようにシュリンに言われ、美祢の方に注意を向ければ、

「……ゆえに我われ等ら一族は……卓たく上じようゲームに全すべてを賭かけるより他になかったのだ……」

「……そんなよんどころない事情があったんだ……」

　五目並べマスターの話に、美祢は同情のつぶやきを漏らすと、

「大変だったとは思うけど、まあそれはそれとして。

　で、捕つかまえた人はどこです？」

　すっぱりと気持ちを切り替かえ言い放つ。

　そんな姉の姿を見ながら。

　智紗の頭の中ではいろんな思いが、ぐるぐるぐるぐる渦うず巻まいていた。




　シーザーサラダにレモンの香かおりをたっぷりきかせたチキンソテー。

　他にも何品か用意した、インスタントスープや市し販はんのおそうざいやらには、ちょっとだけ手を加えてある。

　ほんのひと手間かけて、具やスパイスや調味料なんかを加えるだけで、できあい品も立派なお料理っぽいものに早変わり。

　その金曜日の夕食は、智紗が料理をする番で。ちょっとだけ気合いを入れていろいろおかずを用意してみた。

「お。今晩は豪ごう勢せいねー」

「たまにはね」

　感心する美祢に智紗はじまんげに答えて。

　姉妹ふたりは小さなテーブルにつくと、両手を合わせて、

『いただきます』

　智紗の自己評価では、料理は悪くない出来だった。

「うん。おいしい」

　美祢も箸はしが進んでいる。

「特にこのチキンソテー、絶品」

「得意料理だから。あたしの」

　どうやら姉の機き嫌げんはよさそうだ。関係ない雑談を少ししてから──

「ところでさぁお姉ねえ」

　智紗は話を切り出した。

「考えてみたら最近、休みの日に買い物とかに行ってないよね」

「そりゃあまあ……別の世界をなおしに行ってるから」

　と、すりごまをふりかけたおひたしをつつきながら美祢。

「あさってあたり、ひさしぶりに買い物に行ってみない？　たまには世界を治して回るのはお休みして」

「うん」

　美祢は、今度はサラダに箸をのばし、

「行ってきなよチサ。こっちはシュリンさんとわたしでやっとくから」

「──や。そうじゃなくて。いっしょに買い物行こ、って話なんだけど」
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「わたしはいいよ」

　と、にべもない返事。

　そうじゃない。

　そういうことじゃない。

　智紗はなんだかもやもやする。

　美祢にもたまには気分転てん換かんをしてもらいたくって、それでもってたまには姉妹ふたりでゆっくりしたくって、いろいろ考えていることの話がしてみたくって。そんなに急いで世界を治さなくてもいいような気がして。

　いろいろなことが胸や頭の中でごっちゃになって。けどそれをどう伝えればいいのかよくわからなくって。

　結局。

「じゃあいい。忘れて」

　そうとだけ言い放つと、あとはただ、黙もく々もくとごはんを食べ続けるのだった。




　日曜の朝に起きたら、もう十時だった。

　今朝の朝ごはん当番は姉の美祢だから、智紗は別にゆっくりしていてもよかったんだけれども。

　それにしても十時って。

「……お姉ねえもせめてひと声かけてくれればいいのに……」

　ぶちぶちぐちをこぼしつつ、パジャマから動きやすい服に着き替がえて、鏡の前でさっと毛づくろい。

　ＴＶじゃあ、そろそろ梅雨つゆが明けると言ってるけれど、窓の外は今日も雨。

　部屋を出て、美祢の部屋の前を通り過ぎ、階段を下りて、

「お姉ねえおはよー」

　ＴＶと食事テーブルのあるダイニングルームへ足を踏ふみ入れて──

「……あれ？」

　そこで智紗の足が止まる。

　ＴＶでも観みているだろうと思っていた姉の姿は部屋にはなく、隣となりのキッチンにいる気配もない。

　明かりは点ついているから、まだ自室で寝ねているということはないだろう。

　そうするとトイレだろうか？　あるいは近くのスーパーかコンビニに買い物にでも行っているのか。

　あまり気にせず、ＴＶでも観るか、と、テーブルの上に飛び乗って。

　そこには。

　白い布がかぶせられた何かと紙きれ一枚。

　布の下にはサンドイッチと、ラップのかかったサラダがあって。

　紙きれの走り書きに目をやって。

「何これ」

　智紗は表情を失なくしてつぶやいた。





チサへ。

冷蔵庫の中に冷たいカボチャスープがあるから。

こっちはシュリンさんとわたしでなんとかするから、チサはお買い物楽しんできて。

おみやげお願いね♪



　　　　　　　　　　　　ミヤ




　つまりは──

　自分がぐーすか寝ている間に、美祢とシュリンは自分を置いてこっそりと、別の世界に出かけてしまったのだ。

　いつもは昼ごろの出発なんだけれども、たぶんきのうのうちに、シュリンと打ち合わせでもしておいたのだろう。

　いや。

　わかっている。

　もちろん智紗にもわかっている。

　たぶんこれは、美祢が智紗じぶんに気をきかせたつもりなんだろうってことは。

　金曜まえに、今度の日曜は買い物にでも行かないか、と誘さそったから。

　姉は、智紗が買い物に行きたがっているんだと思って。それでたぶん、気き兼がねなく行かせてやろうと思ってくれて。

　だからシュリンとこっそり出かけて。

　そんなことなんだろうってわかってはいるんだけれども。

　なんだろう。

　仲間はずれにされたみたいな、この気持ちは。

　他ほかには誰だれもいない、ドアだらけの家の中。

　残された紙きれを見つめたままで。

「何これ」

　智紗はもう一度つぶやいた。




　歩き疲つかれて日暮れが迫せまり。

「……というか……遠かった……」

　美祢はげっそりとつぶやいた。

　シュリンといっしょに別の世界を治しに行って。相手はあっさり見つかって、その人とレンチを三回触ふれさせるのにも、そんなに苦労はしなかったんだけれども。

　相手のいた場所は近かったのに、たどり着くのになんだかすごく時間がかかった。

　町のあちこちには、進入禁止、猫ねこ専用、右足厳禁、赤い人優先などなどと、交通標識がいたる所に立っていて。それに逆らうことができなくなっていて。

　たとえば進入禁止の所に向かっていくら歩いても、実際には一センチも進めずに。

　この世界がそういうしくみになっているのだと気づいた時には、出発地点に引き返すにしても、どう戻もどったらいいのかわからない所まで進んでいて。

　こっちでは雨が降っていなかったことが、不幸中の幸いと言えるかもしれないけれど。

　ともかくなんとか、法則を探しながら道をおぼえて、相手を見つけてレンチと三回触れさせて。

　それで、いろんな世界の何かが少し治ったはずなんだけれども。

　帰りも似たような苦労をして、この世界に出たドアのある空き家に戻って来たのは、もう夕方。

　空はまだ明るいけれども、冬ならもう暗くなりはじめる時刻。

「……けどチサちゃん怒おこってないかなぁ」

　空き家の窓から中へと入りながら、思い出したようにシュリンがつぶやいて。

「……だから。だいじょーぶですって」

　美祢は適当に答える。

　今朝出かけてから、シュリンはずっとそんなことを言っていた。

　置いていかれたと思って、智紗が腹を立てるんじゃないか、とかなんとか。

　いらない心配だと美祢は思うんだけれど、そう言ったところで、やっぱりシュリンはしばらくすると、思い出したように同じことを口にする。

　ひょっとすると──シュリンは智紗といっしょに行きたかったのだろうか。

　智紗は今、あんな姿をしてるから、シュリンが智紗を女の子として好きになった、なんてことはないと思うけれど。

　小動物好き、という可能性はあるかもしれない。

　そういえば智紗もこのところ、シュリンの肩かたに乗っていることが多いような気もする。

　けれども、買い物のことを言い出したのは智紗なんだから。

「きっと買い物楽しんでますよ」

　今朝から何度もくり返している言葉を美祢が口にすれば、

「……そうかなぁ……」

　そのたびにシュリンもまた、同じセリフをつぶやいて。

　彼が一体何を気にしているのか、美祢にはよくわからないんだけれど。

「まあ帰ればわかるから」

　言って空き家の中を行く。

　洋風のつくりで床ゆかはフローリング。土足でいいのかどうか、よくわからなかったんだけれども、床に汚よごれが目立つんで、靴くつのまま失礼させてもらって。

　大きな暖だん炉ろの奥にあるのが、もとの世界へと繫つながるドア。

　美祢は、しゃがんだシュリンのあとに続いて、伸のばされたレンチの端はしをしっかり握にぎる。

　暖炉に残った灰でズボンが汚れるのを気にしながらも、ドアをくぐれば、その先は見慣れた自分の家の居間の中。

　ズボンの汚れと靴の処理にちょっと迷ったんだけれど、見ればシュリンはもう土足で居間のじゅうたんの上に立っていて。

「シュリンさん！　靴！」

「あ！　ごめん！」

　あわてて彼は足を上げる。ふくらはぎのあたりを、ぽんっ、と叩たたくと、ブーツが消えてズボンの中に収納される。どういう構造になっているのか、いまだによくわからないんだけれども。

「もー。

　まあ、あとで掃そう除じしときますけど」

　言いながら、美祢もひらきなおってそのまま出てから靴を脱ぬぎ。

「いや。ほんと、ごめん」

「ズボンの汚れは裏口の土間ではたくこと」

　言いながら居間を出ると──ＴＶの音が耳に入った。

　音と時間からすると笑しよう点てんだろう。先週は、歌うた丸まる師し匠しようが東とう尋じん坊ぼうで、ドイツから来た謎なぞの覆ふく面めん漫まん才ざい師しに戦いを挑いどまれ、ピンチになったところで『次回の大おお喜ぎ利りに続く』だった。

　智紗は毎週録画までして夢中で観みているんだけれど、美祢には正直、あらすじがよくわからない。

　そもそもそれって大喜利って言っていいのかどうかも疑問だし。

　ＴＶの音がするということは、智紗は買い物から帰ってきているんだろう。ドアが閉まっているから姿は見えないけれど。

「ただいまー」

　声をかけながら裏口へ。

　智紗からの、お帰り、の声はなかったけれども、たぶんＴＶに夢中で気づかなかったのだろう。

　裏口を開けてシュリンといっしょに、土間でズボンの汚れをはたく。

　こっちでは、朝出た時の雨がまだ続いているみたいで。おかげで空はもう暗い。

　靴をなおしてズボンをはたき。戻ってダイニングのドアを開けながら、

「ただいまー。買い物どう──」

　美祢の言葉と動きが止まる。

　そこは見慣れた、ダイニングと呼ぶにはちょっぴりショボすぎる部屋。

　窓の外には雨が降り。

　ＴＶでは、歌丸師匠の演じる真しん景けい累かさねヶが淵ふちを聞いた謎の覆面漫才師がひざをつき、負けゼリフを言っていて。

　食事をするテーブル一つと、イス二つ。

　そのイスの一つに。

　テーブルに片ひじをついて、ぼんやりとＴＶを眺ながめる女の子。

　背は美祢と同じくらいで、髪かみは色の薄うすい栗くり色いろのショート。

　その横顔に、間ま違ちがいなくはっきりと見おぼえがあった。

　美祢は一いつ瞬しゆん言葉を忘れて、その場に呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　ＴＶの音だけがしばらく流れて、番組の終わりの曲、大漁節がはじまって、スポンサーのテロップが出て。

　美祢は。
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　そこでようやく。

　女の子の名前を呼んだ。

「──チサ……？」

「ん」

　横を向いたままの不ふ機き嫌げんそうな返事。けど美祢は、妹の不機嫌にも気づかないで。

「もどったんだ……」

　もとの、人の姿に。

　そう。

　それは見慣れた、けれどこの頃ごろ全然見ていなかった妹の姿。

「もどったんだ！　もとの姿に！」

　美祢は声をはずませて。

　興奮のせいで美祢は気づいていない。

　この場で浮うかれているのが、自分一人だということに。

　シュリンは美祢の肩かた越ごしに、人の姿に戻もどった智紗を目にして、ちょっとびっくりしたような顔をして──続いて手にしたレンチに目をやり、眉まゆを曇くもらせて。

　智紗はそちらをふり向きもせず、コマーシャルのはじまったＴＶを眺めながら、

「さっきこの格好になった」

　もちろんのこと美祢たちが、ドアの向こうで世界を一つ治したのが、智紗の姿がもとに戻った理由だろう。

「よかったじゃない！　もとの姿だよ！　ふつーのチサだよ！」

　涙なみだぐんで喜ぶ美祢に、だけれども、智紗はやっぱり目をやりもせずに、

「よかったのかなぁ」

「何言ってんの！　よかったに決まってるじゃない！　リスみたいな変な姿じゃあなくなったんだよ！」

「けどさ。

　前に一回、変な姿になって、いくつか世界を治したら、またリスの姿に戻ったことってあったじゃん。

　ならこの先、どこかの世界を治したとたん、また変な姿になるって可能性もあるってことよね」

「──え……」

　そこまでは考えていなかったけれど、言われてみればありうることのような。

「ええっと……」

「思ったんだけど」

　智紗は言う。やっぱりＴＶを眺めたままで。

「世界を治すの、もうやめない？」

　沈ちん黙もくに。

　雨音とＴＶの音だけが流れる──

























　夏。

　白い雲。青い海。そして稲いな○淳じゆ二んじ。

『ズッ、ズッ、て音がだんだんこっちに近づいて来る……！

　うわぁ～やだ～なんだこれ～……！

　確かめたいんだけど怖こわくてとてもじゃないけどふり向けない……！』

　天てん井じようの蛍けい光こう灯とうにはオレンジ色した豆電球だけがぽつりと灯ともされていて。

　曾根崎美祢はイスの背もたれにはりつくように、ＴＶ画面の中で語り続ける男に見入っていた。

　一方で、妹の智紗はテーブルに片ひじをついたまま、画面の方を向いていて。

　──いやもちろん。

　待てやおっさん違ちがうだろ夏といったら海だろふつーイベントとして、という意見も世の中にはある。

　実を言うと美祢もそういう意見で。十日ほど前、友だちの真砂子に誘さそわれて何人かで海へ行って来た。海は興味ない、と智紗は参加をパス。

　美祢が電車を乗り継ついで、集合場所の海辺の町に着いてみれば、そこには『しんかい六千』と書かれた鉄の塊かたまりが。

　光届かぬ深しん淵えんでは、マネキンの首が水圧でつぶれてました。あと、わけのわかんない魚とか。

　以上。美祢の海イベント‥完。

　ということで今は稲○淳二なんだけれど。

『……いるんだ！　自分のすぐ後ろに立ってるのがわかる！

　どうしようどうしようどうしようどうしよう……！

　動けないでいると後ろから、グイィィッ、って抱だきつかれて、すぐ耳もとでもって女の声で、

『おまえだろう』』

　男の声のトーンが上がり、美祢と智紗、二人の体が小さく、びくんっ、と跳はねる。

『……あそこ、やっぱり何かいるんですよ。

　その人、そんなふうに言ってましたね』

　話が終わってわずかな沈黙。そして唐とう突とつに脳天気なＣＭがはじまって。

　そこでようやく美祢は、自分の体がこわばっていたことに気がついて。

　智紗も吐と息いきとともに肩かたの力を抜ぬくと、

「今の話は……なかなか」

「な、なかなかっていうか、怖すぎだって」

　ツッコむ自分の声がちょっぴりふるえていたりするのに気がついて。

「けどそもそも……なんていうか……」

　美祢はテーブルの上、開かれたままで置かれたＴＶ番組雑誌に目をやると、抱いだいた疑問を口にする。

「なんでゴールデンタイムに怪かい談だん系の番組しかやってないの？」

　夏の夕方七時。普通なら、野球やニュースやバラエティの時間帯。

　けれど今、番組欄らんを埋うめているのは、タイトルからもそれとわかるような怪談番組ばっかりで。

　司会にゲストに出演に。そうそうたる怪談タレントたちが名を連ね。そうでない局は人気タレントを使った怪談再現ドラマ。

　ＮＨＫでは小こ泉いずみ八や雲くもの『怪談』をドラマ化しているところがこの局らしい。

「なんで、って」

　美祢の問いに、智紗はふり向くと不思議そうな顔で、

「ということは、もとの世界じゃあこうじゃなかったんだ」

　もとの世界。

　智紗はこともなくそう言った。

　──姉妹ふたりの家にはドアがある。展示場かと思うくらいにドアがある。

　床ゆかに壁かべに天井に。庭やら屋根やら引き出しの奥。大小さまざま無数のドアで、びっしり埋め尽つくされていて。

　美祢がある朝起きるとこんなふうになっていて。家だけじゃあなく、世の中もいろいろ変になっていた。妹の智紗がリスだったり。

　人の記き憶おくや常識なんかも変わっちゃっていて、変わる前、もとの状態をおぼえているのは美祢ひとりだけ。

　そんなところにやって来たのは、レンチって呼ばれる棒を持ったシュリンという人。話によると、いろんな世界がまぜこぜになって世の中が変になっちゃったんで、いろんな世界を治して回っているんだとか。

　要約するとまるっきり現実みがないんだけれど、世界が変なことは事実で。

　いろいろあって美祢と智紗は、彼といっしょに、本来あるはずのないドアの向こうにあるいろんな世界を治して回ることになったわけで。

　いままでにいくつもの世界を治して、リスだった智紗は人の姿を取り戻もどしていた。

　背は美祢と同じくらいで、髪かみはショートで生まれつきの栗くり色いろ。

　瞳ひとみはくりっと大きくて、髪の色といい顔立ちといい、なんだかどこかリスっぽい。もちろんそんなことを言ったら本人は怒おこる。きっと怒る。

　ともあれ妹が普通の姿に戻ったのは、美祢にとってはうれしいことで。それに比べればゴールデンタイムのＴＶ番組が全部怪談だってことなんて、どうでもいいことではあるんだけれど。

「ＴＶに怪談が蔓まん延えんしてるのはアレ。

　地球温暖化の影えい響きよう」

「そっかー。地球温暖化かー。

　いやまあどんなことだって、地球温暖化のせい、って言われれば信じそうになるけど。

　関係ないよね。怪談」

　美祢の気の抜けたツッコミに、智紗は小さく首をかしげて、

「そうかなぁ？

　ゴールデンタイムに背スジの冷える話をやれば、エアコンの温度も下げすぎないし、雰ふん囲い気きを出すのに明かりも落としたりする。

　結果、省電力になって温暖化の加速をおさえる、ってことで何年か前に閣議で決まったことなんだけど」

　なんだかスジが通ってました。

　方向性はやっぱり間ま違ちがっているような気がするんだけれど。

「……考え方としてはクールビズみたいなもんなのかなぁ……」

「何そのくーびずって」

　どうやら今の普ふ通つうにはないのか、今度は智紗が問いかける。

「ん。涼すずしいビジネススーツってことで、スーツを薄うす着ぎにしてその分冷れい房ぼうを弱くして、省電力しましょう、ってこと。

　やっぱり閣議で決まって、政府の人とかも薄着をしてて──」

「何ソレ」

　つき放すようにそう言うと、智紗は、ふいっ、とそっぽを向いて。

　──いや、それは単に視線をＴＶの方に戻しただけなのかもしれないけれど。

「それってつまり、えらい人たちの格好がだらしなくなったってだけじゃない。

　こっちのホラープログラム政策の方がずっと理にかなってるじゃん」

　その言葉がひどく冷たく聞こえるのは、美祢の気のせいなんだろうか。

　しばらく前。

　智紗が、リスの姿から人の姿に戻った時。

　彼女はぽつりと美祢に言った。

　世界を治すのをもうやめないか、と。

　美祢が答えるより先に、冗じよう談だんだと言って笑ったんだけれど。

　美祢には、あれがまるっきりの冗談だったとは思えなくて。

　そう考えると今の智紗の反応だって、おかしくなったこの普通の方がいい、と言っているように聞こえなくもない。

「お姉ねえだって、恐こわがりの割に、こういう話って好きでしょ。なら別に文句ないじゃん」

「うん。文句はないんだけど……」

　何か釈しやく然ぜんとしないというか。

『知り合いの俳優さんでもって、Ｓさんって人がいるんですけどね──』

　ＣＭの終わったＴＶでは、男がふたたび語りをはじめていた──




　夏休み。

　普通の学生にとっては大きく羽を伸のばせる時で。

　今の美祢にとっては、じっくりといろんな世界を治して回ることだってできる時間でもあって。

「やっほー。来たよー」

　もともとはなかったはずのドアがぱたんと音を立てて開き。

　そこから銀ぎん髪ぱつの青年、シュリンが顔を出したのは、お昼ごはんを済ませた午後一時頃ごろのことだった。

　右手には一メートル半ほどの長い棒、レンチ。これを別の世界で見つけた誰だれかに三回、直接触ふれさせれば、世界がちょっと治るんだけれど。

　この季節なのにロングのコート。見た目は暑苦しいけれど、中が冷えるようになっていて、試ためしに一度羽織ってみたら本当に涼しかった。ずるい。

「さて。じゃあ今日は──」

　言ってシュリンは手にしたレンチの先をふらふらさせて、あたりを探さぐりはじめた。

　休みに入ってから美祢たちは、治すのに時間のかかりそうな世界をもっぱら回っている。

　だから、ほとんど毎日出かけている割に、あんまり数をこなせていないんだけれども。

　きのう治した世界も、結局は一週間近くかかったし。

　なにしろ、何かをするたびに、誰かが必ずなぞなぞを出してきて、時間のなぞなぞがどうしても解けなくて。

　その世界が、一日が二十四時間分割制じゃなく二十時間制だということにシュリンが気づいたのがつい先日。

　今日から行く世界が、めんどくさい所じゃありませんように。

　美祢は心の中で願いつつ、シュリンのあとについて行って。

　廊ろう下かから玄げん関かんへ。靴くつをはいて──

「じゃあ今日はここ、行ってみようか」

　と、シュリンが足を止めて指したのは家の外。玄関先の地面にはりついたドア。

　一同は顔を見合わせてうなずいて。

　右手にレンチを持ったまま、シュリンは左手でドアを開ける。

　前の道を通りすがる人たちからは丸見えだけれど、誰も美祢たちに注目したりしないのは、たぶんこれが普ふ通つうのことだからなんだろう。

　一同は開いたドアに飛び込んで。

　あとはただ。

　緑の雑草がぽつぽつ生えた地面に開きっぱなしのドア一枚。夏の陽ひざしを浴びながら、じっと佇たたずんでいるばかり。




　にぎやかなアーケード商店街には色とりどりののぼりや垂れ幕、飾かざりつけ。店先には、ＴＶなんかも出してあり。

　そんな所に佇んで。

「……えーっと……」

　とりあえず。

　美祢たちはとまどっていた。

　ドアをくぐってたどり着いたのは一いつ軒けんの空き家。

　シュリンの先導で外へ出て、この商店街を通りかかったんだけれど。

　街路樹の柳やなぎに吊つられた提ちよう灯ちんは、残らず裂さけて口を開き。

　軒のき先さきから逆さまにぶら下がっているのは血の気を失なくした女の首。洋装店のマネキンには、後ろから無数の赤ん坊ぼうがしがみついていて。ガラス窓一つ一つには、じっとこちらを見つめる無数の顔があり。
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　もちろんみんな作り物なんだけれど。

　店先に並んだ商品だってそれっぽく、さがりネクタイや七人岬みさきところてん、マスターグレード二十分の一どふもこふものプラモとかもあったりして。

　そんな中を、笑え顔がおの人たちが行き交かって、時おり談だん笑しようしていたりする。

「……何この強化型水みず木きしげるロード……」

「なんかイベントがあるみたいだけど」

　美祢のつぶやきにシュリンが言って。

　目で指したその先には、白いのぼりに血をしたたらせたような赤い字で『祝！　春はる空そら高校甲こう子し怨えん出場！』とか書いてある。

　甲子怨て。誤字……にしては、全部ののぼりや垂れ幕にこの字が躍おどっていたりするんだけれど。

「とにかく。

　相手はもう少し先にいるみたいだから」

　シュリンにうながされて先を急ぎながら、美祢はちょっと気になっていた。

　智紗の様子が変なことに。

　普通だったら、お化けだらけの商店街に面おも白しろがって騒さわいだはず。

　なのに今の智紗は、どこかしらけた顔で美祢たちについて来るだけ。

　今にはじまったことじゃあない。こうなったのは、智紗が人間の格好に戻もどったあたりからのことで。

　美祢はふと思うことがある。

　ひょっとしたら智紗は本当に、もうこれ以上世界をなおしたがってなんていないんじゃないだろうか、って。

　思うんだけれど、そのことを智紗には確かめられずにいて。

　だって。もしも。

　その通りだ、なんて答えられたら──

「いたよ」

　シュリンの声で我に返ると、美祢は視線を先へと向ける。

　人通りの多い商店街。二人組の女の子が店先の商品を眺ながめていて。今回の相手はその片方なのだろう。

　学校の制服なんだろうか。二人とも、白いシャツに赤いスカート。似た顔立ちで、どちらも黒くろ髪かみ。

　ちょっとだけ背が高い方が肩かたまでの髪で、もう一方は背中まで。

　なんだか見覚えのある光景だった。というよりも、美祢は実際に、これに似た光景を何度も見ているし。

　今までいくつもなおした世界で、相手の女の子が町の中で二人連れ、というのは何度かあった状じよう況きよう。そういえば、美祢がいちばんはじめになおすのを手伝った世界でも、こんな感じだったような気がする。

　あの時は、レンチをふり上げたシュリンの姿がガラスに映って丸見えで──

　思ったその時。

　相手の二人がこっちをふり向く。

　もちろん──

　シュリンは夏場にコートで、おまけに片手に長い棒とか持っていて。

　相手の二人は、びくっ！　と小さく身をふるわせるとあわてて視線を店先に戻し、何やら小さくつぶやきはじめて。けれどこっちを意識しているのははっきりわかる。

「めちゃめちゃ不ふ審しんがられてますけど」

「今へたに動いたら警察呼ばれるよ」

　美祢と智紗との小声の忠告に、

「うん。わかってる」

　と、シュリンも小声で返し。
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「とりあえず一いつ旦たんやりすごして……」

　続けるシュリンの言葉の途と中ちゆう、目標の二人が動いた。

　顔を見合わせ、うなずいて。きびすを返すと──

　まっすぐに、美祢たちの方に歩いてくる。

「──え？」

　とまどう一同が、何かの対応をするより早く。

　二人は美祢たちの前でぴたりと足を止め、短い髪の方が口を開いた。




「失礼ですがあなた方──何者ですか」

　そんなことを急に聞かれて、思わず顔を見合わせれば。

「……ひょっとして……」

　長い髪の方が小さな声で問いかける。

「……世界がおかしくなったことと何か関係あるの……」

『──え──』

　声を上げたのは誰だれと誰だったか。

　人ごみの商店街で、一同はただ立ちつくす。




　夏の午後は陽ひざしも強く、他ほかに通りを行く者もない。

　セミすら暑さにまいっているのか、鳴き声一つ聞こえずに。

　商店街をすこし外れれば、昼の通りはただ無音。白い陽が照りつける中、美祢たちの影かげだけが、陽かげ炎ろうの中で黒くゆらめいて。

　商こん店なと街ころでの立ち話もなんだから、と言ったシュリンに、相手の二人は互たがいに顔を見合わせうなずいて、なら家うちで話を、という流れになった。

　二人の背中に導かれ、夏の通りを行くうちに、ふと、互いに名乗ってすらいないことに気がついて。

　美祢たちの名乗りが終わると、それをずっと背中で聞いていた、少し背の高い方が、足を止めぬままふり向いて、

「私たちも姉し妹まいでして」

　車さえ通らぬ無音の町に、声が吸い込まれて消える。

「名字は犬が吠ほえるにつちへんの埼さき。

　私が姉で、楽しみが有って美しい。妹は楽しみに通じて美しい──と書いて。

　犬いぬ吠ぼう埼ざき有う楽ら美みと通つ楽ら美みと申します」

　美祢は生まれてはじめて思った。

　ここで何かをツッコんだら負けだ、と。

　どうやらその思いは智紗やシュリンも同じだったらしく、すごく何かを言いたそうな顔のまま、それでも黙だまってついて行く。

　それほど歩いたとも思えないうちに、ふと気がつくと美祢たちは、一いつ軒けんの家の前に着いていた。

　庭木が茂しげっているんだけど、手入れはちょっとおおざっぱ。涼すずしげというより、どこか薄うす暗ぐらい感じがして。

「お気き兼がねはなさらないでください。今、父と母は留守ですから」

　有楽美に招かれるまま家の中へと入って行って、通されたのは、ちょっと散らかった応接間。外が明るすぎたせいで、ちょっぴり暗く見えるけれど。

　ニャー、と、どこかで猫ねこの鳴く声。美祢はそばの窓からあたりに視線を巡めぐらせてみるけれど、どこにもそれらしき姿はなく。

「適当におかけください」

　有楽美にうながされるままに、一同はあたりのソファに腰こしかけて。

「世界がおかしくなった──って言ってたけど──」

　最初に口を開いたのはシュリン。

　犬吠埼姉妹は顔を見合わせて、

「突とつ飛ぴな話だと思われるかもしれませんが、ある日の朝起きたら、何と申しましょうか、世の中がその……おかしなことになっていまして」

　有楽美の言葉に通楽美が続けて、

「……けど他の人たちはいろんなことが変わったのに気がついていなくて……」

「それからも時折、何かが急に変わることがあるのですけれど、変化に気づいているのはどうも私たちだけのようで。

　他の人たちに言ってもおかしな目で見られるだけでした。

　けれど今日、あなたたちを見た時。なんと申したらいいのか……」

「……なぜかわかったの。この人たちは世界が変わってしまったことと何か関係があるんだって……」

　説明に、美祢たちは顔を見合わせる。

　たしかに考えてみれば。

　美祢はもとの世界がどんなだかおぼえていたし、世界がすこし治るたび、何がどんなふうに変わったのかは智紗にもわかった。

　ならこの世界にも、美祢と同じように、異変を認にん識しきできる人がいたって不思議じゃあない。

「──これからボクが話すことは、信じられないかもしれないんだけれども」

　ちょっとの間考えてから、シュリンはそう前置きをして。

　美祢たちにしたのと同じ説明をはじめた。

　いろんな世界がまぜこぜになっておかしくなったこと。自分たちはそれを治して回っているんだということ。

　すべてを聞き終えてから少しして、姉の有楽美が口を開く。

「……たしかに、にわかには信じにくいお話でしたけれど、そう考えれば納なつ得とくのいく事がいくつもあるのは事実ですし……

　信じるしかないのでしょうね」

「世界を治す方法は簡単。このレンチを、ツラミちゃんに直接三回触ふれさせる。

　それで、いろんな世界のいろんなことが少しずつ治るってわけ。

　協力、してくれる？」

　シュリンの問いに、通楽美はしばらくうつむき考えて、やがて、長い前まえ髪がみの間からシュリンを見上げるように目をやり、

「……ほんとうに世界を治さなくちゃあいけないんですか……」

　その言葉に全員が一いつ瞬しゆん固まる中、通楽美はあわてて、

「……今うちの高校が甲子怨に出ることになっていて。もし世界を治してそれがなくなると嫌いやだから……」

「コーシエン？　そういえば商店街にもそんなことが書いてあったけど、それって何？」

　シュリンの問いに有楽美は眉まゆをひそめ、

「ご存じないんですか？　……あ。そういえば別の世界の方ですね。

　一種のスポーツ大会ですよ。ニュースをやっていると思いますけれど──」

　テーブルの上にあったリモコンを手に取りＴＶをつけて。

　真っ黒な画面の中央に、やがて丸く白い光が映し出されて。ニュースを求めて有楽美がチャンネルを変えるたび、ＴＶ画面は『貞さだ』の文字とか方言でしゃべるお婆ばあさんとかを一瞬ずつ映し出して。

　やがて有楽美がリモコンを操あやつる手を止めた時、画面に映し出されたのは、美祢の知っている甲こう子し園えんとはちょっと違ちがうものだった。

　緑の人じん工こう芝しばに白いラインが引かれていて、一いち塁るい二塁三塁があって、ピッチャーとバッターとキャッチャー、二塁三塁と審しん判ぱんの人がいて。

　そこまではまあ、野球っぽいんだけど。

　ファールラインの外がわには、びっしりくまなく無数の百目ローソクが小さな炎ほのおを揺ゆらしていて。

『ここでピッチャーが出したお題が六ろつ甲こうハイウエイ。甘いコースを見み逃のがさず、四番平ひら山やまくん、２ランアーチを放ちます』

　実じつ況きようナレーションの流れる中、正座して何かを語るバッター。まわりのローソクの火が一いつ斉せいに揺れ、審判が『ホームラン』と書かれた黒くろ縁ぶち黒リボンの額を掲かかげる。

　がっくりうなだれるピッチャー。

　そんな様子を有楽美は指して、

「ごらんの通り、ピッチャーが出したお題に沿った怪かい談だんをバッターが語り、点を競い合う百物語というスポーツがあります」

「スポーツなんだ。それ」

　つぶやく美祢が眺ながめる中、ＴＶでは、ピッチャーが出した『カマドウマ』というお題に対して、審判が『フォアボール』の額を掲げていた。

　どうやら怪談のお題としてダメなのはボールらしい。どうでもいいけど。

「全国高校百物語大会。

　毎年、春と夏とに行われ、全国の高校生たちが百物語で競い合う。冷や汗あせと血けつ涙るいの冷血イベントで、開かい催さいされる場所の名を取って、甲こう子し怨えん、と呼ばれています。

　世界がこうなる前は、もっとマイナーなスポーツだったんですけれど」

　スポーツだという点は譲ゆずれないらしい。

　有楽美の説明に、シュリンはＴＶから通楽美に視線を移し、

「つまりは、自分のところの高校ががんばってるから、世界を治すのを待ってほしい、ってことなわけ？」

　長い髪かみの妹は、こくりと小さくうなずくけれど、シュリンは渋しぶい表情で、

「気持ちはわからないでもないけど……それって、他ほかの世界も治すな、ってことになっちゃうよね？

　あと、いつまで、って問題もあるし。

　負けるまで、だったら、勝ち進めばずいぶん待つことになっちゃうよ。

　悪いけど、さすがにそういつまでも、ってわけにはいかないから」

　言うと通楽美は無言でうつむいて。かわりに智紗が、

「待ってあげればいいじゃん。ちょっとくらい。減るもんじゃなし」

「夏休みの残り日数は減ってくと思うけど」

「……うっ……」

　シュリンの反はん撃げきに言葉を詰つまらせて、ごまかすように有楽美を見やり、

「聞くけど、甲子怨ってどれくらいの期間やってるの？」

「正確には覚えておりませんけれど、確か……百日くらい」

『長ッ！』

　と、思わずハモる美祢たち。智紗含ふくむ。

「さすがにそんなにはなぁ……」

「終わるのって十月とか十一月なんだ」

　シュリンと美祢がつぶやいて。

「……あの……」

　そこに、うつむいたままの通楽美のつぶやきが。

「……明日うちの高校の一回戦があるの。せめてそれが終わるまで考える時間をもらえますか……」

「それぐらいならボクはかまわないけど」

「わたしも」「同じく」

　シュリンの言葉に美祢と智紗もうなずいて。

「……よかった……」

　顔を伏ふせたまま、前髪の下からのぞく通楽美の唇くちびるが笑えみの形に吊つり上がる。

「……それならみなさん今日はうちに泊とまりませんか。今日は父さんも母さんも帰って来ないから心細かったところだし、別の世界の話というのも聞いてみたいし……

　いい？　姉さん」

「もちろん歓かん迎げいいたします」

　提案に、美祢たちは顔を見合わせて──

　結局のところ、泊めてもらうことになったのだった。




　別の世界でのお泊まり。

　美祢たちにとって、それははじめての体験だった。

　美祢の目から眺めると、この世界はそんなに変なところもなく、出された夕飯もグラタンっぽいものとかパンとかサラダとかそんな感じで。もちろん知らない食材なんかもあったり味付けが違ちがっていたりはしたけれど、眉まゆをひそめるくらい変なものとかはなくて普ふ通つうにおいしくて。

　ＴＶの番組なんかも、ちょっとセンスがズレているところはあったけれど、理解不能ってほどじゃなく。

　お互たがいの世界のことで話がはずんで。何がどんなふうに変わったのか、なんて話で普通に盛り上がる。

　一人だけ男のシュリンが疎そ外がい感ひしひしで話の輪から外れたりもしていたけれど。

　なんやかやと話の流れで、美祢が有楽美の部屋、智紗が通楽美の部屋、シュリンが居間で眠ねむることになって。

　夜が、ふける。




「……それじゃあ電気消すから……」

　通楽美の声と同時に蛍けい光こう灯とうはふつりと消えて。

　部屋の明かりは、レースのカーテンを通して入ってくる街灯の光だけになる。

「おやすみ」

　通楽美のベッドのすぐ隣となりから、床ゆかに敷しいたふとんに横になった智紗の声。

「……おやすみ……」

　通楽美が返して──

　沈ちん黙もくは。

　さほど長くは続かなかった。

「ねえ」

　と、智紗の呼びかけに、

「……何……」

　通楽美の声が返ってくる。

「コンビニ行かない？」

「……え……？」

「コンビニ。ジュースとかさ。買いに行こ。なんかノドかわいちゃったし」

　言うと智紗は暗くら闇やみの中、返事も待たずにむくりと身を起こした。




　美祢が目を覚ませばそこは知らない部屋。

　寝ねている足の方には見慣れない後ろ姿が、どうやら着き替がえを済ませたところ。

「……うー……」

　意味もなく呻うめくと、相手はこちらをふり向いて、

「おはようございます。ひょっとして起こしてしまいましたか」

　犬吠埼有楽美は笑みを浮うかべて言った。

　ようやく美祢は思い出す。自分たちが昨日別の世界で泊まったんだと。

「あ。おはよ。」

　あわてて起きると、借りていたパジャマから自分の服に着替える。

　軽く身だしなみを整えて、有楽美は朝ごはんの準備。手つだえることはないかと美祢は聞いたんだけれど、食材の名前なんかがよくわからなくて。

　結局、隣の茶の間で座ってぼーっと待っていると。

「おはよミヤちゃん」

　ふすまを開けて入ってきたのはシュリンだった。

　身だしなみも整えて、髪かみの毛なんかもちゃんとして。けれど。

「ところでさ、レンチ、知らない？」

　そう。いつも右手に持っているはずの長い棒だけが見あたらなくて。

「見てないけど。ないの？」

「んー。おっかしいなぁ……」

「ちゃんと捜さがした？　勝手に歩いてくはずもないんだし」

　言いながら美祢は立ち上がり、レンチ捜しを手つだうことにする。朝ごはんができるまで、ごろごろしているのもなんだし。

　シュリンが寝ていた部屋には──ない。

　応接室にお風ふ呂ろにトイレ。立ち寄っていそうな部屋と途と中ちゆうの廊ろう下か。

　シュリンといっしょに見て回っても見つからなくて。

　あんな長いものを見落とすはずがないんだけれど。

「うーん……」

　シュリンはむずかしい顔で足を止め、

「チサちゃんとツラミちゃんの部屋はどうだろ？」

「ないと思いますけど。

　一応見てくるんで、シュリンさんはここで待っててください」

　言って美祢は通楽美の部屋の前へ行き、こんこんっ、とドアをノック。

「美祢だけど。起きてるー？」

　けれども返事はちっともなくて。

　二人ともまだ寝てるなら、こっそり中をのぞいて確かめるだけでいいや。

　思って美祢はドアノブをゆっくり回して、音がしないようそっと開け。

「……おじゃましまーす……」

　意味なく小声でささやくと、そうっと中をのぞき込み。

「……あれ……？」

　漏もれて出たのは小さなつぶやき。

　ざっと見たところ、部屋にレンチは見あたらない。

　それはまあいいんだけれど。

　智紗と通楽美もいないというのはどういうんだろうか。

　ベッドの中と、隣に敷かれたふとんの中はからっぽで。

　トイレかな──とも思ったけれど、考えてみたらさっきそのあたりは見ているし。

「あった？」

　と離はなれてシュリンの問いかけ。

「ん。ない。

　っていうか、智紗と通楽美ちゃんもいないんだけど」

「は？　いない？」

　言うとシュリンは、なぜか小走りに玄げん関かんの方へと向かって。

「──靴くつが無い」

　響ひびいた言葉のその意味を、美祢は一いつ瞬しゆん理解できなくて。

「朝あさ御ご飯はんの用意はできましたけど──どうなさったんですかさきほどから」

「……レンチとチサちゃんとツラミちゃんが消えた」

　廊下に顔を出した有楽美の声に、玄関に立ったシュリンは背中を向けたまま答えた。




　朝とはいえど陽ひざしは強く。公園の、木こ陰かげ以外の地面は白く染まっていて。

　そんな木陰のベンチに腰こし掛かけて。

「……けどどうするのこれから……」

　犬吠埼通楽美はうつむいたまま、ひとりごとのようにつぶやいた。

「とりあえず昼間は動き回ること、かな」

　ベンチに背中を大きくあずけ、揺ゆれる木の葉を眺ながめつつ、曾根崎智紗はそう言った。

「シュリンはあなたのいる所がなんとなくわかるみたいだったから」

「……それなら大だい丈じよう夫ぶだと思う……」

　通楽美はわずかに顔を上げ、智紗の隣に立てかけられた、長さ一メートル半ほどの棒に目をやって、

「……なんとなくわかるんだけれど、わたしの居場所を見つけてるのは、あの男の人じゃなくてこっちだから……」

「そうなの？」

　智紗は身を起こし、立てかけた棒──こっそりと持ち出したレンチに目をやって。

「もしそうなら楽だけど。昼間は適当な場所をうろうろしていればいいってことだし。

　あ。でも甲こう子し怨えんのこと知りたいんだったら、ＴＶがある場所の方がいいか。

　電気店街とかがいいんだけど……持ち出してくれたおこづかいにも限度があるから、長期戦になることも考えると、ムダに電車賃とか使いたくないし」

　智紗はぶつぶつ言いながらも、レンチを片手に立ち上がり、

「──ともかく。そろそろどこかへ移動しよっか。あたしたちのことにみんな気づく頃ころだろうから。じっとしてるのも危ないし」

　言われて通楽美も立ち上がり。

　二人は木陰のベンチから、白くかすんだ陽ざしの中へ踏ふみ出した。




「考えられるのは一つ」

　有楽美にざっと事情を話し、みんなでもう一度家の中を捜さがしてから。

　茶の間の床ゆかに力無く腰を落としてシュリンは言った。

「夜の間にチサちゃんとツラミちゃんがレンチを持ち出した」

「そんな……なんで……」

　美祢は思わずつぶやいて。けれどもそれしか考えられない。

　智紗と通楽美の靴がない。二人の寝ね間ま着きはあるけど服がない。ドアベルのついていない裏口のカギがかかっていなくて、有楽美が調べたところによると、通楽美のおこづかいが全部なくなっている。

　これで、他ほかの可能性を考えるのはむずかしい。

「なんで、って。

　レンチもいっしょに、ってことを考えたら決まってるよ」

　と、シュリンは疲つかれた顔で、

「世界を治させないために」

「でも……！」

　何の得が、と言いかけて、美祢はそこで口を閉じる。

　そういえば。

　世界を治すことに疑問を抱いだいている、という点で、智紗と通楽美は一いつ致ちしていた。

　同じ思いを抱いた二人が意気投合して、世界を治すのに必要なレンチを持って家出した。そんな構図が見えてくる。

　智紗がこんなことをするなんて、と思うとへこみそうになるけれど。

「──捜そう」

　美祢は立ち上がり、声を上げる。

　態度からへこんでいたら、ますます落ち込むばかりだし。意識して言葉に力を込こめて。

「捜して、話し合おう。じゃなきゃあ何もはじまらないよ」

「……そりゃあまあ……」

「そうですけど……」

「じゃあまずは、朝ごはんをきちんと食べて力をつけて。

　捜そう」

　力強く言ったその言葉に。

　シュリンと有楽美は、ようやく、顔を上げてうなずいた。




　ぅうあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……

　試合開始のうめき声が、青空の下、大音量で響ひびき渡わたったのは正午過ぎ。

　夏の甲子怨二日目、第二試合。春空高校対龍りゆう報ほう学園。

　スタンドの応おう援えん団が奏かなでる般はん若にや心しん経ぎようがしめやかにローソクの火を揺らし。

　その様子はＴＶで全国生なま中ちゆう継けい。

　春空高校の地元アーケード商店街でも、多くの店が軒のき先さきにＴＶを出して、試合の様子を大音量で流していて。そこここには見物の人だかり。

　試合は五回に動いた。後こう攻こうの春空高校七番打者はピッチャーの甘いお題『人形』をジャストミート。三さん塁るい打だ判定──気の弱い子供なら泣き出すレベルの怪かい談だんを披ひ露ろう。続く八番が一塁側バントっぽいかなりぎりぎりな怪談で走者を帰し、初得点。しかしあとが続かず一点止まり。

　六回、表裏互たがいに一点を奪うばい、試合も進んで盛り上がり、スタンドの観客席の中にも、人ごみの中に死んだお婆ばあちゃんの姿を見た、などという人なんかも現れはじめて。

　八回表。春空のピッチャーが、なんだか肩かたがずっしり重くなってきた、という理由で替かえられて。

　けど次のピッチャーが最初に出したお題がピンポイントすぎてボーク判定。

　これが動どう揺ようを生んだか、『夜の高速』と甘いお題を出してしまい、でもバッターも、車の天てん井じように老ろう婆ばがしがみつくというあまりにもポピュラーな怪談を返し、語りの未熟さも加わって一塁打扱あつかい。

　ノーアウトランナー一塁二塁。

　逆転の危機に、地元商店街では歓かん声せいが悲鳴に近くなり。人々の大半はＴＶに見入っていて。

　そんな人々の後ろを足音が駆かけ抜ぬける。

　曾根崎智紗と犬吠埼通楽美。

　駆けつつ智紗が後ろを見れば、まだだいぶ離はなれてはいるものの、人ごみを縫ぬって追い来る美祢たちの姿。

　智紗は内心ほぞをかむ。けれど今さら自分の間抜けっぷりを後こう悔かいしても遅おそい。

　いつもいつも美祢やシュリンといっしょにいろんな世界を治して回っていた、そのせいだろう。自分たちの大きな特とく徴ちようをつい忘れてしまっていた。

　追う方は、智紗たちのあとを追うのにそんなに苦労はしなかっただろう。

　一メートル半ほどの棒を持って歩いている女の子たちを見なかったか、と聞いて回ればいいんだし。

　もちろん人ごみをかき分けて逃にげるのにも、レンチはジャマになるんだけど、まさか捨てたり壊こわしたりするわけにもいかない。

　自分がおとりになって通楽美とレンチを逃がす、なんて作戦も一いつ瞬しゆん思いついたけれど、何かの拍ひよう子しに通楽美とレンチが三回触ふれれば世界がちょっと治る。それじゃああんまり意味がない。

　ならとにかく、逃げて行くしかないんだけれど。

「……智紗さん先の路地を左に……」

「わかった！」

　声を交かわして人ごみを利用し、曲がったり隠かくれたりをくり返して。

　細い路地に入り込み、なんとか美祢たちをやりすごす。

　けどもちろん、これで安心はできない。せいぜいひと息つける程度。

　そばの家では、開け放された窓の奥、ステテコ姿のおじいちゃんがうちわをあおぎつつＴＶを観みていて。

『……もちろん、何かの勘かん違ちがいなんだという可能性はあるけれど。

　人が何人もいなくなっている。そのことだけは事実なんです』

　龍報学園バッターの語りに一瞬の沈ちん黙もく。吹ふく風にローソクの炎ほのおが揺ゆれ、センターポールが女の細い悲鳴にも似た唸うなりを上げる。

　しばしの沈黙の後、審しん判ぱんの掲かかげた額は『ホームラン』。

　商店街の表通りから、どっとわき起こる落らく胆たんの声。

　この回。

　春空高校は結局、合計四失点を喫きつすることになったのだった。




　住宅街のまっただ中、売れ余った土地をひとまず柵さくで囲っただけのような場所。

　まわりを家に囲まれて陽ひも当たらず、ろくに遊具もなく、それでも公園の名がつけられていて。

　そんな場所で。

　美祢たちと、智紗たちとは対たい峙じした。

　セミたちの鳴き声に混じってどこかの家から流れてくるのは、甲こう子し怨えん中継のＴＶだかラジオだかの音。

『……さあ九回裏春空高校の攻こう撃げき。五対二と差は開いていますが……最後まで頑がん張ばって欲しいですねぇ』『同感です』

　解説だかなんだかの人の声にも、春空の勝ちはほとんどない、といった響ひびきがにじんでいて。

「通楽美……」

　美祢の後ろ、佇たたずむ有楽美が名を呼べば、通楽美は顔を伏ふせたまま、びくんっ、と小さく身をふるわせて。

　そんな通楽美をかばうように、レンチを片手に立ちふさがる智紗。

　美祢は、そんな妹になんて声をかけていいのかわからなくて。

　しばらく続いた沈黙のあと。

「百物語部の真さな田だくん──」

　有楽美が出したその名前に、通楽美の体がぴくんっ、とふるえる。

「な、なんでその名前を……」

　動揺の声を漏もらしたのは智紗の方で。

　そんな二人に、有楽美は静かなまなざしを送りつつ、

「そう。智紗さんは通楽美から聞いたんですか。

　私は直接聞いたわけではありませんけれど……通楽美の様子を見ていれば大体わかります。姉し妹まいですし」

「どういうこと？」

　問うシュリンに、有楽美はちらりと目をやってから、

「話しますよ。通楽美」

「……わたしから話す……」

　小さな声は、けれどはっきりとみんなの耳に届いた。

　通楽美は顔を伏せたまま、

「……気になっている男の子がいるの。百物語部の真田くん。世の中のありとあらゆる出来事を怪かい奇き現象に結びつけようとする。そんな生き方がとってもまぶしく見えて……」

　美祢の脳のう裏りでとりあえず、真田くんの外見は、昔何かで観たモルダー捜そう査さ官かんに確定。

　いろいろツッコミたいけれど、とりあえず黙だまって話を聞いてみる。

「……これを恋こいと呼んでいいのかどうかはわからないけれど、暗くなるまで旧校舎の部室で蠟ろう燭そくの吹き消し練習をやっている姿を見たりしてるうちに応おう援えんしたいと思うようになって。けれど世界がこうなる前は百物語は目立たないマイナースポーツで、そんなスポーツをやっているだけで暗いっていうイメージがあって……」

　いや。暗いし。百物語。

　胸の中でそっとつぶやく美祢。

「……世界が変なことになって何度もいろいろなことが変化して。けれどそのおかげで今は百物語がメジャースポーツとして扱あつかわれていて。やっと真田くんが陽の当たる場所で活かつ躍やくできる時が来たの。なのに、世界を治していけば、いつかまた百物語は日ひ陰かげのスポーツに逆ぎやく戻もどりしてしまう……」

　妹の話に有楽美は小さく息をついて、

「それで智紗さんを巻き込んで──」

「違う。あたしが誘さそったの」

　きっぱりと。

　言い放たれたのは智紗の声。

「通楽美ちゃんの態度が気になったから。ただの応援以上に何かあるって思って、外に誘って話を聞いて。

　レンチを持ち出そう、って言ったのもあたし」

「……チサ……」

　吐と息いきに乗せて、美祢は妹の名を呼んだ。

　今までに時々智紗が見せた態度。智紗と通楽美の性格。そんなことから、なんとなく予感はしていた。言い出したのは智紗の方なんだと。

　けど。

「なんで……？」

　問えば智紗は、まっすぐ美祢を見つめて、

「こんなことをした理由？

　たぶん、お姉ねえが世界を治して回ろうとするのと同じ」

「わたしと……？」

　眉まゆをひそめる美祢に智紗はうなずいて、

「不安だから。

　お姉ねえは、変になった世界がどう変わったのかわからないから不安で、よく知っている、安心できる世界に戻もどそうとしてる。

　けどあたしは、もとの世界がどんなだったかおぼえてないから、どんなふうに戻るのかがわからないから不安なの。

　今の格好があたしの本来の姿だ、ってお姉ねえは言ったけど、この世界か、別のどこかの世界を治したら、また違ちがう姿になっちゃうかもしれない。

　その不安がお姉ねえにわかる？」

「──」

　言われて美祢は言葉に詰つまる。

　そこに智紗が、さらに言葉を畳たたみかけて。

「通楽美ちゃんは今のこの状態がいいと思ってる。幸せだって思ってる。

　もと通りにするのが当然だ、ってお姉ねえは思ってるかもしんないけど、それって通楽美ちゃんの今の幸せを奪うばうってことでもあるんだよ！　わかってるそれ!?」

「……わかってる……」

　嚙かみしめた歯の間から、美祢はかろうじて声を漏らし。

「わかってるなら──！」

「じゃあチサはわかってるの!?」

　妹の言葉を遮さえぎり、美祢は言う。

「世界がこんなふうに変わったおかげで幸せになった人がいるってことは、世界がこんなふうに変わったせいで不幸せになっている人もいるってこと！」

　智紗が、通楽美が小さく息を吞のむ。

　美祢は一つ息をついて、たかぶりそうになる心をおさえると、

「百物語はマイナーだったのがメジャーになった、って通楽美ちゃんは言ってた。

　じゃあ逆に、メジャーだったものがマイナーに変わった、っていうこともあるんじゃない？

　もともと甲こう子し怨えんで百物語大会なんてなかった。なら、世界が変わる前は何の大会が開かれる場所だったの？」

　半ば思いつきの問いかけに、通楽美はおずおずと、

「……詩し吟ぎん……」

　またビミョーな。

　けれども美祢の話は、通楽美の良心を揺ゆさぶるのには十分だったらしくて。

「……智紗さん、やっぱり……」

「弱気になっちゃダメだって！」

　智紗はそれでも、きっ！　と美祢をにらみつけ、

「お姉ねえが間違ってるとは言わないけど。

　それってつまり、このままにしても世界を治しても、良くなる所と悪くなる所が出る、って言ってるだけじゃん！

　ならこっちが、ハイそうですか、って従う理由なんて無いよ！」

「こっちが譲ゆずる理由もないけど」

　と、美祢も智紗をにらみ返す。

　火花を散らす姉妹ふたりの視線！　押し合う気き魄はくに大気さえもが動きを止めて。

　はりつめた沈ちん黙もくの中。

『おおーっと二に塁るい打だ！　二塁打だ！　これでツーアウト二塁三塁！　ここで一発長打が出れば、春空高校、同点に追いつきます！

　ここで打者は六番の真田くんですが……』

　ついぞ忘れかけていた、甲子怨実じつ況きよう中ちゆう継けいのナレーションが風に乗って聞こえてくる。

　瞬しゆん間かん。

　不敵な笑えみを浮うかべたのは智紗！

「ならお姉ねえ、この世界を治すかどうか勝負しよ！　この世界の流りゆう儀ぎにならって、百物語で！」

「えええええええっ!?」

　挑ちよう戦せんに、美祢は裏返った声を上げた。

　にやり、と笑みを浮かべる智紗。なかなか上手うまい作戦だった。

　いきおいとかノリで魔ま王おうとかを倒たおしちゃう美祢を相手に、体力勝負を挑いどむのは無茶。

　その点怪かい談だん勝負なら、美祢は怪談好きの割に恐こわがりだし、語りもあまりうまくない。智紗にも十分勝算あり。それに、この世界の流儀に則のつとって、という大義名分もある。

「認めないとは言わせないからねお姉ねえ。今の状じよう況きようにこれほどぴったりな勝負もないんだから。

　そっちからはじめていいから。どーぞ」

「え。えええええええっと。えーっと」

　急に振ふられて、美祢は意味のない言葉をこぼす。そんな突とつ然ぜんに言われても。普ふ通つうの人はとっさに怪談なんて出てくるもんじゃない。

　けれどその時。

「そういえば、ちょうど今日みたいに暑い日のことなんだけどね」

　唐とう突とつに。

　語りはじめたのはシュリンだった。




　セミたちが鳴きやんでいる。

　夏だというのにやけに肌はだ寒ざむいのは──もちろん気のせい、の、はずなんだけれども。

「──ボクたちの所じゃあ、こんな話も伝わってるんだ」

　と、シュリンが話を結んだ時には。

「やめてシュリンさんやめておフロでシャンプーできなくなるからやめて」

　美祢はそばの木の根もとでひざを抱かかえてガタガタふるえながらそんなことをつぶやき続けて、有楽美は民家の壁かべを背に耳を塞ふさいで涙なみだぐみ、通楽美はオチを聞いて気絶して。

　ただ一人、智紗だけが立っているんだけれど、ふるえの止まらぬひざをかろうじてレンチで支えているありさま。

　それが、シュリンの怪談がもたらした結果なわけで。

「ち……ちょっとは……怖こわい話、知っ、知ってるんだ。ままままあ、ほんの少しは怖かった、かな。あ、あたしに言わせればまだまだだけど」

　爽さわやかなまでにロコツな強がりに、シュリンは涼すずしい笑みを浮かべ、

「そりゃあこういう時は、最初にヌルめの話を持ってくるのがセオリーだからね。

　で、どんどん怖さを上げていくの。

　じゃあ次は、ボクが、割と怖いかなー、と思った話をするから」

「……え？　ちょ……」

「これはボクが──」

　智紗が顔色を変えたのを完全に無視し、シュリンは淡たん々たんと話をはじめて。




　五分ほど後。

　民家と民家に囲まれた、小さな小さな公園で。

　立っているのは、シュリン一人だけになった。

　その時、どこかから風に乗って届いた呻うめき声は、甲こう子し怨えんで行われている試合の終しゆう了りようを告げるものだった。




「それじゃあ、いいんだね」

「はい。どうぞ」

　確かく認にんに、通楽美は素す直なおにうなずいて。

　シュリンは手にしたレンチを動かすと、通楽美の頭に三度、軽く触ふれさせて。

　それで。

　いろいろな世界の何かが治ったはずで。

　ぱっと見た目には、何かが変わったようには──いや、よく見ると電信柱の色がちょっと地味になっていた。

「……やっぱり……」

　淋さびしそうな笑えみを浮うかべると、通楽美はぽつりと、

「……甲子怨での百物語大会、っていうところは変わっちゃったみたいです……」

「そっかー」

　あいづちをうつ美祢に、通楽美は続けて、

「……開かい催さい場所は東京メガドームで一位と二位の高校は世界大会に出場という形に……」

「規模拡大っ!?

　とりあえずよかった……って言っていーのかどうかはわからないけど。

　ま、これも、智紗と通楽美ちゃんが、素直にこっちの説得に応じてくれたおかげかな」

　美祢の言葉に有楽美と通楽美は笑みを浮かべて。

「説得って何それ。皮肉？」

　なぜかげっそりしている智紗だけが、よくわからないことを言ってきて。

「え？　皮肉、って？」

　きょとんっ、とする美祢に、智紗は不ふ機き嫌げんなまなざしを向け、

「だから。シュリンの怪談の話」

「しゅりんのカイダン？　何言ってるノ智紗ったラ」

「本当、智紗さんってバおかしなコトをおっしゃいますわネ」

「……わたしたちはたった今、ここで美祢さんに説得されて改心したの。そうなの。そうに決まってるの……」

　おかしなことを言う智紗に、美祢と有楽美と通楽美とは、ちょっとこわばった笑みを向け。

　対する智紗は青い顔で、シュリンの方に目をやって、

「……ひょっとしてコレ……恐きよう怖ふで記き憶おく飛んじゃってない……？」

　そんな中。

「まあ、よくあることだし」

　答えたシュリンだけは満面の笑みだった。




　この日。

　九回裏、龍報学園に逆転勝ちした春空高校は後に全国大会を制せい覇は。世界大会で優勝を巡めぐって各国代表と死し闘とうをくりひろげることになるんだけれど、どうでもいいですねそうですよね。




　そんなこんなで。

　この世界での事件は全部、めでたしめでたしで終わった。はずだ。

　だって美祢の記憶では、この時、智紗は美祢に説得されて、世界をなおさない方がいいんじゃないか、なんて考えは捨てたはず、ということになっているし。

　まあ、ちょっと変なことといえば。

　これ以来、時々お風ふ呂ろでシャンプーをしていて、わけもなくひどく不安になることがあったり、シュリンを見るとなぜか歯の根が鳴ったり、しばらく智紗がひどくうなされたりはしていたんだけれど。

　もちろん美祢は、そんなことあまり気にしない。

　だって。

　深く考えて何かを思いだしてしまったら、不幸になるような気が、すごく、するから。

























　青空を、半はん透とう明めいで名前も知らない何かがふわふわ飛んでいる。

　街路樹の葉は光の加減で赤青黄緑さまざまな色にかがやいて。

　そんな光景を眺ながめつつ。

「……平和ねー」

　思わずぽつりとつぶやいてから、曾根崎美祢はあわてて左右に首を振ふり。

「どうしたのミヤ？」

　そんな美祢のしぐさに気がついて、並んで歩く同級生、園村真砂子が問いかける。

「ん。別になんでもない」

　ごまかし笑いでそう答え。

　学校からの帰り道。平和といえば平和なんだけれど、並んで歩く同級生がヒトの姿をしているだけで、平和をしみじみ感じてしまうというのは、絶対何かが間ま違ちがっている気がすごくする。

　しばらく前。

　美祢がある朝、目を覚ますと、世界がおかしくなっていた。

　妹の智紗といっしょに暮らす家の中が、びっしりくまなくドアだらけになっていて。

　世の中の妹という妹がみんなリスの姿だったり、屋や根ね瓦がわらの一枚一枚が何かの空を飛ぶ生き物で、夕方になると一いつ斉せいに羽ばたいてそれぞれの家に帰って行ったり、幹線道路じゃあ三メートルおきにシルベスタ・スタローンの銅像が立っていたり。

　けど美祢以外のみんなは、それが変だとはちっとも思っていなくって。

　とまどっているところに突とつ然ぜんシュリンとかいう人がやって来て、いろんな世界がまぜこぜになって、そのせいで世の中が変になっちゃった、って話をして。

　そんなこんなで美祢と智紗は、彼といっしょに、本来あるはずのないドアの向こうにひろがった、おかしくなったいろんな世界を治して回ることになった。

　いままでにいくつもの世界を治して、ようやく最近、世の中の妹という妹がリスじゃなくて人間の姿に戻もどって。

　クラスメートの真砂子も前はリスの姿だったんだけれども、今はもと通り、すらりとした長身のなつかしい姿。

「けど安心したよ」

　その真砂子は、美祢の肩かたを抱だき寄せると声をひそめて、

「今だから言っちゃうけどさミヤ。あんた、ちょっと前からビミョーに変だったよ。何か思いつめてるっぽいっていうか。

　今はそんなことないけどさ。

　これでも結構心配してたんだよ」

　はじめて聞かされるそんな話に、美祢はちょっと驚おどろいて、

「そう……だったんだ……」

　心当たりはもちろんあった。

　おかしくなった世界を早くなおさなくちゃあ、という思いだけが強くって。

　そのせいで、他ほかのいろんなことをそっちのけにしていたような気もする。

　最近はそれでも、妹の智紗やクラスメートの真砂子が人間の姿に戻り、美祢自身もこの状じよう況きように慣れたせいで、ちょっと心にゆとりは出てきたんだけれど。

「なんていうか……心配かけてごめん」

　小さくなる美祢に、けれど真砂子はウインク一つ。

「あやまんなくってＯＫＯＫ。友だちじゃないあたしたち。解決したんだったら問題なしってこと」

「……ありがと。マサコ……」

　何かあったかいものが胸の奥にこみ上げてきて、美祢は小さくほほえんで。

　世界をなおしていくことは、もちろん大事だけれど。

　だからって、友だちとかをおろそかにしちゃあいけない。

　そんなことを思いながら、美祢はあらためてあたりを見回す。

　まだまだあちこちが変なままの世界だったけれど──

「……平和ねー……」

　もう一度。

　美祢は、今度は心からそうつぶやいた。




　日曜お昼の一時頃ごろ。

　ふだんは開かないドアが開く。

「来たよー」

　美祢と智紗とが暮らす家。本来はなかったはずのドアを開け、顔を出したのは銀ぎん髪ぱつ長身でコートの男。

　美祢たちといっしょにいろんな世界を治して回っている彼──シュリンは、今日も今日とて右の手に、レンチと呼んでる長さ一メートル半ほどの棒を持っていて。

　別の世界で見つけた特定の誰だれかに、そのレンチを直接三度触ふれさせることで、ちょっと世界は治るんだけど。

　一同はいつものように軽口なんかを交かわしながら、いつものようにシュリンが一枚のドアを選ぶ。

　それは、最近ではおなじみになってしまった作業。普ふ通つうじゃないはずのことも、ずうっと続けば普通になってしまう。

　今日のドアは、家の外がい壁へきにくっついた一枚で。全員で庭に出て、いつものようにドアを開け、くぐって別の世界へと向かう。

　けれども。

　誰も気づいていなかった。

　いつもと違ちがい、美祢の靴くつには細い細い糸がひっかかっていて、それがドアを通じてずうっと続いていることを。

　いつもと違い、離はなれた場所から美祢たちのことを観察している何者かがいることを──




　家の軒のき先さきには花の鉢はち。

　土がむき出しになった道には打ち水がしてあって。

　縁えん台だいに座ったおっちゃん二人が将しよう棋ぎをさしていたりする。

　少し離れた所には、ドラマの中でしか見たことのないような、クリーム色の電話ボックス。土つち埃ぼこりを立てて、昔ふうのデザインの自動車も走っている。

「なんか、どっかで見たような感じだけど」

　古びた色の木造家屋が立ち並ぶ中、栗くり色いろのショートカットの少女、智紗はあたりを見回し、つぶやいた。

　すこし前まではリスの姿で美祢の肩に乗っていた智紗も、今では人の姿に戻っている。

　あたりの景色を見ての感想は美祢も同じ。

　レトロというかなんというか──

「時々ドラマなんかで、古きよき昭和時代って感じのがあるけど……」

「そうそう。そんな感じ」

　と智紗。

　もちろん美祢も智紗も、本当の昭和の風景なんていうものはぜんぜん知らない。だからなつかしいというより、なんだか古くさいとしか思えない。

　別の世界に来たというよりも、過去に戻もどったような気がして。

　もちろん、このあたりの造りがそうなっているだけで、少し離れた所は近代都市なのかもしれないけれど。

「空気も割ときれいだよね。緑も多いし」

　言いつつシュリンは手にしたレンチをぴこぴこ動かして、右だ左だと道案内。

　そうやってどれほど歩いたか。

「このへん……だね」

　シュリンが足を止めたのは、一いつ軒けんの家の前だった。

　曇くもりガラスの玄げん関かん戸には、山やま崎ざき工芸、の文字がある。

「この家の中の人だと思うけど。ごめんください、って入って行くわけには──」

　声を低めたシュリンのつぶやきを遮さえぎって、がらりっ、と曇りガラスの引き戸が開く。

「お？」

　目の前に美祢たちがいて驚おどろいたのか、中から出て来て声を上げたのは、見るからに職人ふうの男だった。

　歳としの頃なら五、六十、角かく刈がりのごましお頭に抜ぬき染め作さ務む衣え。

　男は美祢たちをひと眺ながめすると、シュリンが手にしたレンチに目をとめ、にやりっ、と笑うと、

「おっ。あんた、面おも白しれぇもん持ってるな。

　で？　うちに何か用かい？」

　問いかけに、美祢たちは顔を見合わせる。

　うち、と言うからにはどうやらこの家の人らしい。シュリンの表情からして、目標の人じゃあないみたいだけれど──

　まさか、『ご家族の方を棒で三回ほどつつきたいので呼んでください』などと言えるわけはない。

「え、ええっと、その」

　どう説明するべきかと、シュリンはしどろもどろになりながら、他人の目からは怪あやしく見えるに違ちがいないレンチを後ろ手に隠かくそうとして──

　その時。

　小さく風が鳴る。

　突とつ然ぜん飛び来たワイヤー付きフックはがっちりレンチをキャッチした！　瞬しゆん時じに強く巻き引かれ、シュリンの手からあっさりレンチを奪うばい去る！

「──な──!?」

　シュリンが愕がく然ぜんと声を上げ、一同そちらに目をやれば──

「ふははははは！　油断したな！」

　そこに。

　老人とロボがいた。

　何かの工作機械を想おもわせるような、ずんぐりむっくりがっしりとした無骨な人型ロボットは、全高二メートルと少し。

　その上にすっくと仁に王おう立だちになったのは、白衣で白ヒゲ、見事なまでに頭のハゲた老人一人！

　その手には、たった今シュリンから奪ったレンチ！

　老人の姿に智紗は息を吞のみ、

「くっ！　プロフェッサーＭ！」

『えっ!?　知り合いっ!?』

　思わずハモる美祢とシュリンに、智紗は老人を見やったままで、

「何言ってんの！　異世界の技術を手に入れようとしてレンチを狙ねらってる悪党だよ！

　けど、どうやってこんな所までっ!?」

「悪党とは心外な！　異世界の様々な技術を求め吸収し、社会に還かん元げんしようというだけのこと！

　儂わしから言わせれば、それを妨さまたげようとする貴様らこそ悪よ！

　しかし──」

　プロフェッサーＭとかいう恥はずかしい呼び名のおじいさんは、右手のレンチを高々さし上げ、

「こうもたやすくレンチが手に入るとはな！

　今日は寝ねぼけてでもいるのか？　スキだらけだったぞ貴様たち！　儂のトレースナノファイバーにも気づかぬわ、無防備に突つっ立っておるわ！」

　レンチを手に入れた喜びからか、興奮を隠せぬ口調で言い放つ。

　異なる世界を行き来する際、美祢たちが、くぐったドアを閉めるだけで、もといた世界とこの世界とは断絶するはずだった。

　しかし、プロフェッサーＭが美祢の家の玄げん関かん先にしかけておいた極ごく細ぼその糸は、誰だれかの靴くつにからみつき、一同がドアをくぐってもなおもとの世界とこの世界とを繫つなぎ合わせて、プロフェッサーＭがこの世界へと侵しん入にゆうする糸口となったのだ！
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　だがこの事態の中にあって、美祢とシュリンはいまだ話についていっていない！

『……いや。誰？』

　ふたたびハモる美祢とシュリン。

　何と言われようと知らない人だし。美祢の知っている限りでは、自分たちを狙って異世界の技術を手に入れようとする人なんていなかったはずで──

「そうか……！」

　何かを悟さとってシュリンが呻うめく。

「ミヤちゃん！　たぶんこれ、前にどこかの世界を治して、いろいろなことが変わったせいで、『そういうこと』になっちゃったんだ！」

「アリなんだそれ!?」

　二人のやりとりに智紗も事情を悟り、

「……ってことはお姉ねえもシュリンも何もおぼえてないの!?

　いままでのプロフェッサーＭとの戦いのこと！　海王星美少女フィギュア化事件やマゼラン星雲土下座事件のことも!?」

　一体どんな事件だったのか、美祢はちょっとだけ気になったんだけれど、今はそのへんのことをくわしく聞いている場合じゃないっぽい。

「うん……おぼえてない……っていうか知らない」

　言う美祢に、智紗は一いつ瞬しゆん、まなざしに絶望の色を浮うかべ、あわててそれをふりはらい、

「そうだったとしても！　今はとにかくレンチを取り返さないと！」

　智紗は、きっ、とプロフェッサーをにらみつけ、

「お姉ねえ！　こうなったら変身よ！」

「変身できたんだミヤちゃん!?」

「いや無理無理無理！」

　シュリンが驚おどろき美祢も驚く。あわててぱたぱた手を振ふり全否定。

　いや、ひょっとしたら今の『普ふ通つう』なら変身できるのかもしれないけど。

　変身のしかたなんてわからないし、変身っていっても、魔ま法ほう少女系なのか特とく撮さつヒーロー系なのか。どっちにしても恥ずかしい。

「ほう」

　変身は無理だと言う美祢に、プロフェッサーＭはにやりと笑えみを浮かべて、

「どうやら今は、奈な落らくの公こう爵しやくアスモデウス・ミヤには変身できんようだな……」

　ホラーダークヒーロー系でした。

　どんな姿に変身するのか、想像するとすごい嫌いや。死んでも変身するもんかと、美祢はかたく心に誓ちかって。

「戦いを覚かく悟ごしておったが……変身できないというのなら、手間が省けたというものよ！

　帰き還かんするぞガルガント！」

　プロフェッサーＭが吠ほえたそのとたん、乗っていたロボがジェットを噴ふん射しやし宙に浮く。

「貴様らはこの見知らぬ世界で朽くち果てるがいい！　ふははははははははははは！」

「ま……！　待っ……！」

　智紗の制止をふりきって、ロボは老科学者を乗せたまま、高みへと飛び去ってゆく。

「──まずい！」

　ことここに至って。

　ようやく状じよう況きように思考が追いついたのか、シュリンは顔色を変えて、

「レンチを使ってもとの世界に戻もどる気だ！

　このままじゃあボクたち、もとの世界に帰れなくなっちゃうよ！」

『ええええええっ!?』

　美祢と智紗とも顔色を変えて。

「追いかけよう！」

「異議なし！」

「急ごう！」

　三人はきびすを返して駆かけだした。

[image: ]

　目指すのは、みんながこの世界にやって来た時にくぐった、空き家のドア。

　そのあとには。

「……なんか大変そうだな」

　職人ふうの男が一人、ぽつりと取り残されていた。




　レトロな町並みの片かた隅すみにある、古い一いつ軒けんの木造家屋。

　その庭で。

　美祢と智紗とシュリンの三人は、ただただひたすらへこんでいた。

　目ざすこの家にたどり着いた時、すでにプロフェッサーＭの姿はどこにもなく。

　問題のドアは三人が押せども引けども開かずに。

　どうやら。

　老科学者の言う通り、三人はこの世界に取り残されたらしい。

「……何か……ないの……方法」

　軒のき先さきに体育座りをして、庭の雑草をぼんやり眺ながめて問う智紗に、答えを返してくれる者はいない。

　異なる世界へのドアを開くそのカギは、シュリンではなくレンチの方にあったんだと、美祢もこうなるとわかったけれども、わかったからってどうしようもなくて。

　美祢もシュリンも黙だまったままで、智紗と並んで体育座り。

「お。駄だ目めだったみてえだな」

　聞こえた声に、美祢がのろのろ顔を上げれば、そこにはさっきの家で出会った職人ふうの男がいた。

　物好きについて来たのか、たまたま通りかかっただけか。何にしても、こういう事こ態とになった以上、どうでもいいんだけれど。

　男は、そんな美祢たちの様子を眺めて苦く笑しようして、

「何不景気な顔してやがる。

　別の世界に乗り込んで来たからには、もとの世界に帰れなくなることだって考えてたんだろうが」

　……………………

『──え……？』

　別の世界、と、さらりと言われ、三人は思わず顔を上げる。

　たしかにさっき、男の前で、異世界がどうこうという話はしたけれど。

　それで即そく座ざに状況を理解し、事実として受け入れるなんて、普通はできるわけがない──はずなんだけれど。

「え、あの、今、別の……？」

　しどろもどろになるシュリンに、男は当たり前のように、

「何だよ。お前ら別の世界から来て帰れなくなったんだろ？　違ちがうのか？」

「な……なんでそんなことわかるの!?」

　思わず声を上げる智紗に、男はむしろ困った顔で、

「なんで、っつったってなぁ。

　自じ慢まんじゃねェがこの山崎権けん次じ郎ろう、十二の時からＳＦはじめて、それからＳＦ職人を五十年ばかりやってんだ。異世界くれぇのシロモンは、理り屈くつ抜ぬきで、見りゃあ一発でわかるってもんよ」

「えすえふしょくにん？　何それ？」

　思わず問う美祢に、男は眉まゆをひそめて、

「おいおい。最近の若わけぇモンは、異世界に来てやがるくせにＳＦも知らねえのか？

　ＳＦってなぁサイエンス・フィクション、つまりは空想科学ってこった」

「ふーん」

　と智紗は興味なさげに納なつ得とくして。

「あ。いや。ＳＦって言葉の意味は知ってますけど」

　と、美祢。

　もちろん美祢だってあんまりＳＦに詳くわしいわけじゃなくて。それっぽいマンガや小説をちょっと読んだことがある程度で。

　科学とか宇宙とか時間とか空間とか。なんかそんな感じだなー、と漠ばく然ぜんと理解しているだけなんだけれど。

　でも。

「ＳＦ職人っていうのが、ぜんぜんわからないっていうか……」

「だからよ。材木から一いつ刀とう彫ぼりでレーザーガンを削けずり出したり、細く裂さいた竹を編み上げて超ちよう空間ゲートをこしらえたりする職人がいるだろ。

　ほれ、ＮＨＫの特番なんかで時々やってる、人間国宝に指定されたり後こう継けい者しや問題に悩なやんでたりするアレだ」

「アレ、って言われても。」

　美祢のとまどいを無知ゆえとでも思ったのか、

「あー。まあ仕方ねえさ。女にはＳＦが苦手な奴やつが多いからな」

　男は頭を搔かきながら、見当外れなことを言うと、シュリンに目をやり、

「俺おらァこの町でずッとＳＦ職人やっててな、たいていのＳＦは見りゃあわかる。

　で、この俺の見たところ、だ。

　あんた、なかなかいいＳＦ持ってるじゃねえか」

　いいＳＦ持ってる、という言葉の意味がわからないけれど、とりあえずほめられていることは確かみたいで。

「え？　ボク？」

　とまどうシュリンに権次郎はうなずき、

「おうよ。

　何があったのか知らねえし、よそさまの世界のこったから、俺が直接出張るってのはスジが通らねえけどよ。

　あんたにＳＦの技わざを教えるくれぇなら大だい丈じよう夫ぶだ。

　で、どうだい？

　困ってるならウチに来て、ちょいとＳＦをかじってみねえか？

　なぁに。コツさえ覚えりゃあ、すぐに異世界くらいには行けるようになるさ。そうなればもとの世界にだって戻もどれるぜ」

「……そんなこと急に言われても……」

「だいじょうぶ！」

　なおも迷いを見せるシュリンに、応おう援えんの声を送ったのは智紗だった。

「自信持って！　シュリンなら立派なＳＦ職人になれるよ！」

「えぇぇぇぇぇぇええぇぇっ……？」

　言われたシュリンはむしろ困った顔。

　けど智紗は、ＳＦをよく知らないのか、あるいは、もとの世界に戻れる、という言葉に食いついたのか、ともあれシュリンをたきつける。

「今だから言っちゃうけど、実はあたしも前からずっと、シュリンのこと、すごくＳＦだなって思ってたし！」

「……そんなふうに思われてたんだボク」

　なぜかちょっとへこむシュリン。

「だからきっとだいじょうぶだって！　がんばれシュリン負けるなファイト！

　それにほら！　早くもとの世界に帰って、レンチも取り戻さなくちゃいけないし！」

　美祢からは、なんだかシュリンがいじめられているようにしか見えないんだけれど。

　もとの世界に帰ることのできる可能性があるのなら、それに賭かけたいとは思うわけで、そのまま黙だまって見ていると。

「ええええええええええっと……」

　智紗に詰つめ寄るように煽あおられて、シュリンはしばらくおろおろしてから、

「……わ……わかったよ……ボク、ＳＦやってみる」

　結局のところ、流れに負けてうなずいて。

　──ＳＦってそういうもんじゃあないと思うんだけど──

　美祢はそのツッコミを、心の中だけでつぶやいた。




　ＳＦへの道は近くて遠い。

　ことわざに、ＳＦ三年柿かき八年、ハードＳＦ三十年、とあるように、間口をくぐるのは簡単で楽しいが、先へ先へとたどり着くのは決して容易なことではない。

　途と中ちゆうで挫ざ折せつし、この道をあきらめる者も決して少なくはないのだ。

　しかし。

　もとの世界に帰るため。レンチをその手に取り戻すため。シュリンの過か酷こくなＳＦ修しゆ業ぎようがはじまった。

　修業の場所は山崎工芸──つまりは権次郎の家の中。

　大工道具や材木や、鉋かんな屑くずの散らばる中、ＳＦ漢字書き取りにＳＦ腕うで立たて伏ふせ、ＳＦ千本ノックに、果てはＳＦ般はん若にや心しん経ぎようまで。

　数々のＳＦを経て、ついに。

「よーし。これで一通りのＳＦはざっと身についたはずだ」

　権次郎がそう言って満足そうにうなずいたのは、修業をはじめて二時間半後のことだった。

「早っ！　ＳＦ修得するの早っ！」

「あの。智紗。言っとくけど、ＳＦってこういうもんじゃないから。」

　かたわらで見ていて驚おどろく智紗に、美祢はおずおずとツッコミを入れて。
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「ありがとうございます師し匠しよう。これなら、なんとかなりそうな気がします」

　厳しい修業に頰ほおがこけて無ぶ精しようヒゲを生やしたシュリンは、漢おとこのまなざしで、大きく一つうなずいて。

　なんだかノリも変わっている。

　頭に変なチップでも埋うめ込まれたんじゃあないだろうかと、美祢はちょっぴり心配になったんだけれど。

「いや。もともとお前さんはスジが良かったからな。俺おらァちょいと背中を押してやっただけさ。

　ただ、早トチリするンじゃねえぞ。お前に叩たたき込んだのは基き礎その基礎。こっから先は自分でなんとかしな。

　──おい！　美み咲さき！」

　権次郎の呼びかけに、家の奥から姿を見せたのは一人の少女。

　美祢や智紗と同世代だろう。手にはお弁当だろうか、何かの竹皮包み。

　権次郎はそれを受け取ると、シュリンにさし出し、

「持ってけ。餞せん別べつだ。何かあったら使え」

「ありがとうございます。このお礼はいつか必ず」

　シュリンはそれを受け取ると、深々と頭こうべを下げる。

「水みず臭くせぇこと言うなって。ま、がんばんな」

「はい」

　シュリンは決然とうなずくと、

「ミヤちゃん。チサちゃん。行くよ。

　レンチを取り戻もどしに」

　力強いその呼びかけに、美祢と智紗は深く深くうなずいた。




　三人は、そして再び訪おとずれた。

　一同がこの世界へとやって来た、空き家のドアのその前に。

　居間の壁かべにくっついたドアは、三時間ほど前には押しても引いても開かなかったんだけれども。

「で、どうやって開けるの？」

　問う智紗に、シュリンは小さくほほえむと、

「ああ。ＳＦの理論を使えば、これくらいなんでもないさ。

　二人とも、ちょっとよけてて」

　言って、途中で用意しておいた、水の入ったバケツの中身を、ドアに向かってぶちまける！

　あたりに飛び散る水しぶき！　ドアは当然水びたし。

「異世界、並へい行こう世界っていうのは、次元とかなんかそういうものの薄うす皮かわ一枚を隔へだてた世界なわけ」

　言いながらその場にしゃがみ込む。

「ならその薄皮一枚を剝はがしてやればいいってこと」

　ドアの板材が十分に水を吸うのを待ってから、

「で、薄皮一枚剝がすっていうのは、掛かけ軸じくなんかを扱あつかう昔の表具職人の技術にあって。

　水で紙をふやけさせて、薄皮を剝いで一枚の絵を二枚にする……こんなふうに」

　ドアの端はじっこを指先でほぐし、そこからゆっくりとめくり上げる。

「このドアは、世界と世界を薄皮一枚で隔てる出入り口。

　ならその薄皮を剝がせば当然、世界はそのぶんを隔てた世界と等しくなる。

　それが──ＳＦ」

　わけのわからないことを言いながら、まるで保護用のビニルシールを剝がすみたいに、ドアの薄皮一枚を、ぺりぺり音を立てて剝がし取り。

「ふう」

　シュリンは力を抜ぬいて息をつき、剝がした一枚を折り畳たたむ。

「で、そのあとどうするの？」

　尋たずねる智紗に、シュリンは小さく苦く笑しようして、

「違ちがうよチサちゃん。『このあとどうする』じゃなくて『今のでどうなった』だよ」

「は？　何言って──」

「──えっ……!?　ここ……！」

　美祢が上げた驚おどろきの声に、智紗はそちらに目をやって。

「うそ。」

　ようやく気づく。

　自身が立っている場所が、見知らぬ空き家などではないことに。

　そこは──他ほかでもない。美祢と智紗、二人が暮らすドアだらけの家の庭。まさに出発したドアの前。

「いつの間に……？」

　愕がく然ぜんとつぶやく智紗に、シュリンは余よ裕ゆうの笑えみを向け、

「これが──ＳＦの力さ」

　吹ふく風が、シュリンのコートをたなびかせる。

　そう。シュリンがドアの薄皮一枚を剝がした刹せつ那な、三人の佇たたずむその場所は、薄皮一枚を隔てたもとの世界になったのだ。

「すっごい！　ＳＦすごーい！」

「違うから。ＳＦは違うから。」

　目をきらきら輝かがやかせて声を上げる智紗に、美祢は控ひかえめに言っておく。

　何かが間違っているような気はすごくするんだけれど、美祢だって、どこがどう間違っていると指し摘てきできるほどＳＦに詳くわしいわけじゃあない。

　どうあれ、もとの所に帰って来られたことだけは確かなんだし。

　何よりも今、大事なことは、細かいツッコミを入れることなんかじゃあない。

　美祢は気持ちを切り替かえて、シュリンに目をやり、

「そうすると次は、レンチっていうか、プロフェッサーＭを捜さがさなきゃあいけないけれど、何かいい方法あります？」

「何言ってんのお姉ねえ」

　シュリンが口を開くより先に、そう言ったのは、なぜか智紗。

「電話して聞けばいいじゃん」

「……え……聞く、って……どこに？」

　わけがわからず尋ねれば、智紗はこともなげに、

「どこっていうか。マサコさんに」

　マサコさん、というのは美祢の友だち、園村真砂子のことだろう。

　彼女は智紗とも知り合いで、互たがいに気が合っていたみたいだけれど。

「いや。そこでなんで真砂子なわけ？」

「だから。

　プロフェッサーＭってマサコさんのおじいちゃんじゃん」

「……………………は？」

　智紗の答えに、美祢は気の抜けた声を上げた。




『あー。またうちのじいちゃん美祢ンとこ狙ねらったんだ。そりゃ災難だったねー。

　……棒？　そんなの取ってったんだ。じゃあ研究所かなぁ。住所知ってるからすぐメールするね。じゃ』

　それでぷつりと電話が切れて、ややあってメールの受信音。

「……ええっと……場所、わかりました」

　釈しやく然ぜんとしないながらも言う美祢に、シュリンもやはり釈然としない表情で、

「……それはいいんだけどミヤちゃん……この展開って……ちょっとＳＦ的じゃないっていうか……」

「わたしもそう思いますけど。他にレンチを見つける方法もありませんし」

「いや、ちゃんとＳＦ的に捜す方法はあったんだよ！」

　言う美祢にシュリンは息まいて、

「習字道具一式があれば、七日七晩写しや経きようしながらＳＦ般はん若にや心経を唱え続けるだけで、ご先祖様の霊れい……じゃない、残留思念がレンチの行方ゆくえを教えてくれたはずなんだ！」

　ＳＦ的なのか。それは。

「……けどまあ、時間が短縮できたことは確かだからね。

　ありがとうミヤちゃんチサちゃん。

　待っててレンチ！　すぐに助けてあげるから！」

　シュリンはまなざしを彼方かなたに向けて、力強くそう宣言したのだった。




　窓のない研究所の内部は、さまざまな機材であふれていた。

　色とりどりの液体を満たしたビーカーやフラスコがテーブルの上を埋うめつくし、壁かべぎわには用よう途ともわからぬ装置がいくつも設置されている。

　そんな中。

「くくくく……さあ、それじゃあいよいよ本格的に調べさせてもらうとするか」

　奇き妙みような装置の上に固定されたレンチをしげしげと眺ながめ、プロフェッサーＭは興奮を隠かくしきれない笑えみを浮うかべる。

　別の世界にわざわざ出向き、ついにレンチを手に入れて、他ほかのみんなは向こうに置き去りにしてきた。

　予想以上の大だい収しゆう穫かく。これならば、ゆっくりじっくり研究できる。

　研究所にレンチを持ち帰り、最初にやったのは、外見情報の記録。

　各部各部の寸法、重量。写真も撮とったしブログにも書いた。ブログのコメント欄らんが荒あらされて、ムキになって反論したりしているうちに、思いの外時間を食ったが。

　そしていよいよこれからが、本格的な調査のはじまりである。

　レンチのしくみを解明すれば、異世界に行くための方法が見つかるはず。プロフェッサーＭはそう信じて疑わない。

　そして異世界への道が開いたならば、さまざまな世界のさまざまな知識と技術を吸収することができるようになる。

　とはいえ。

　レンチという貴重な研究材料を、無茶な検査で壊こわすわけにはいかない。

　音波や電磁波、放射線などを使った様々な非ひ破は壊かい検査から始めて、とても口にはできないようなあーんな検査やこーんな検査のフルコース。

　さまざまな検査をどういう順序でどう行うか。頭の中で組み立てながら、まず準備を進めているのは超ちよう音おん波ぱ検査。

　レンチを検査機に固定して、機械の各種設定を終え、作動スイッチに手を──

「そこまでだプロフェッサーＭ！」

　だがその時！

　突とつ如じよ研究室のドアが開くと、聞き覚えのある声が高らかに響ひびく！

「──なにっ!?」

　プロフェッサーＭが愕がく然ぜんと振ふり向くその先には、美祢と智紗とを後ろに従え、すっくと立ったシュリンの姿！

「馬ば鹿かなっ……！　貴様ら、一体どうやってここにっ……！」

　問いにシュリンは凜りんたるまなざしを老人に向けて、

「世界は悪を許さない！　別の世界でもそれは同じ！

　通りすがりのＳＦ職人さんがボクにＳＦの力を授さずけてくれた！」

「ＳＦの力だと……？　何を馬鹿な！

　いや、百歩譲ゆずって異世界からの帰き還かんが可能だとしても、どうやってこの研究室の中にまでっ!?」

　問いに美祢は申し訳なさそうなまなざしを老人に向けて、

「あ。それは。真砂子に頼たのんだら、お母さんからここのカギを借りてくれて……」

「貸すなよトシコさん……！」

　老科学者は息子むすこの嫁よめに呪のろいの言葉をつぶやいた。もっとも、定期的にここの掃そう除じをしてもらっている立場がある以上、面と向かって文句は言えないんだけれど。

　だがこれで、プロフェッサーＭが完全に追いつめられたわけではない。

　老人は、レンチの固定を外して左手でひっ摑つかみ、身をひるがえして部屋の奥へと駆かけてゆく！

「逃にがさないっ！」

　吠ほえてシュリンが駆けてゆき──

　だが。

　床ゆかに描えがかれた円の上で、老科学者の足はぴたりと止まった。

　左手にレンチ。そしてその右手には謎なぞのスイッチがこれ見よがしに握にぎられていて。

　警けい戒かいし足を止めるシュリンたちに、老科学者の哄こう笑しようが浴びせかけられる！

「ふははははは！　まさかそれでこの儂わしを追いつめたつもりではないだろうな!?　科学者たるもの、地下にロボットの一機も隠しているのが嗜たしなみというもの！

　来い！　ガルガント！」

　スイッチが押されたそのとたん、プロフェッサーＭの立つ床が、描かれた円の形に崩ほう壊かいし、下から強きよう烈れつな光が噴ふき上げる！

　光とともにゆっくりとせり上がって来たのは、異世界で見た無骨なロボット！

　同時に、ま上の屋根が左右に開く。やがて老人を上に乗せたまま、ロボットは完全にその姿を現して。

「ここは狭せますぎる！　決着は外でつけようではないか！」

「ちょっと待った！」

　老科学者の誘さそいに、しかし智紗が待ったをかけて、

「レンチを返さないと、この部屋のいろんなものを壊す、って言ったら？」

「──ちょっとチサ！」

　あわてて止めようとする美祢に、けれど智紗は視線も向けずに、

「お姉ねえはだまってて！　──どうする？」

　不敵に相手を見上げる智紗。だが逆転の一手に見えたこの交こう渉しようを──

「ふはははは！　甘いわ小こ娘むすめ！」

　老練の科学者はにべもなく笑い飛ばした。

「その程度の脅おどしが儂に効くとでも!?

　貴様が壊すと脅かした、この部屋の各種実験装置に見えるもの、そのほとんどは雰ふん囲い気き作りのインテリア！」

「インテリアなんだっ!?」

　愕然と声を上げる美祢。智紗の浮うかべた不敵な笑えみも引きつって。

　プロフェッサーＭはさらに畳たたみかける。

「無論、本当に必要な機材もあるが、それらにはことごとく、儂の年金をつぎ込んで、たっぷり保険がかけてある！　壊してくれればむしろ、下りた保険金で最新型の機材が買えるだろうな！」
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　もちろん保険うんぬんは、ただのでまかせなのかもしれないけれど。

　こういうふうに言われれば、うかつに手は出せなくなる。

「どちらでも儂はかまわんぞ！　わかったなら行くぞ！」

　プロフェッサーの言葉を合図に、ロボがジェットを噴ふん射しやして、開いた屋根から空へと飛び立つ！

　こうなれば、追いかけるしか仕方ない。

「ミヤちゃんチサちゃん、行くよ！」

「うん！」

「了りよう解かい！」

　三人は身をひるがえすと、たった今入ってきたばかりのドアをくぐって研究所の外へと飛び出した。




　住宅街のまん中に、ぽつんと一つ、小さな空き地。

　プロフェッサーＭが決戦の地に選んだのはそんな場所だった。

　そばの家では、真砂子のお母さんが、ベランダに干した布ふ団とんを取り込みながら、

「おとうさーん、衛星軌き道どう上からの質量兵器攻こう撃げきはやめてくださいねー。ご近所の迷めい惑わくになりますからー」

「わかっとる。わかっとるよトシコさん」

　クギを刺さされて老科学者は苦い顔。

　やって来た美祢たち三人を、ロボの上から傲ごう然ぜんと見下ろして、

「よく来たな！　この場所なら誰だれの邪じや魔まも入らん！

　戦い、勝利した者こそがレンチを手にする資格を得るのだ！」

「戯ざれ言ごとを」

　老科学者の身勝手きわまる言い分を、シュリンは一言で切り捨てる。

「とにかく勝てばいいんだよ！」

　と、智紗は美祢に目をやって、

「お姉ねえ、今度こそ変身──」

「しないから。」

　美祢は即そく座ざに否定する。

「二人とも。ここはボクにまかせて」

　言って、ずいっ、と歩み出たのは他ほかでもないシュリンだった。

「レンチはボクが取り戻もどす」

　対するプロフェッサーＭは余よ裕ゆうの冷れい笑しようを浮かべ、

「見上げた心意気だが手加減はせんぞ！　変身もできぬお前に一体何ができるのか、見せてもらおう！」

「言ったはずだ！　ボクはＳＦの力を授さずかったと！」

　吠ほえてシュリンは地を駆かける！

　プロフェッサーＭは冷笑のまま、ただひとこと、

「やれ」

　とだけ。

　とたん、ロボットの肩かた口ぐちから射うち出されたワイヤーネットが、向かい来るシュリンの頭上にひろがった！

　身をかわせる距きよ離りと広さではない！　よけようとしてか、わずかに身をひねるシュリンにネットは覆おおいかぶさり──

　すり抜ぬけた。

「馬ば鹿かなっ!?」

　プロフェッサーＭの驚きよう愕がくの声。

　今。

　確かにワイヤーの網あみはシュリンを覆ったはずだった。なのにシュリンはこともなげに駆け続け、ワイヤーの網はその後ろ、地面にだらしなくひろがって。

　もちろん、網の目が大きすぎた、などという話ではない。

　一見不可能なこの現象も、だがＳＦならば当然のこと！

　すべての物質は原子でできている。そしてその原子とは、原げん子し核かくのまわりを電子が回っているという、いわばスカスカな状態。

　そしてロボの放ったワイヤーネットも、シュリンも原子でできている！

　そう！

　ＳＦに開かい眼がんしたシュリンの目には、このスカスカな隙すき間まがはっきり見て取れたのだ！

　あとは自分とワイヤーの原子核や電子がぶつからないよう、ちょっと身をひねってかわしただけ！

　それで互たがいはすれ違ちがい、結果、シュリンがワイヤーネットをすり抜けたように見えただけのこと！

　むろんこれには紙かみ一ひと重えならぬ電子一重の見切りが必要。それを為なし得たのは他ならぬ、ＳＦ師し匠しようから課せられた、ＳＦ千本ノックの修しゆ業ぎようの成果！

　ＳＦで考えれば即座に理解できるこの現象も、しかし老人の目には、わけのわからない不可思議現象と映った。

「えぇいくそっ！　ガルガント！　荷か電でん粒りゆう子し砲ほうだ！」

　混乱した老科学者は、自らの作ったロボに、必殺の一いち撃げきを命令する！

　荷電粒子砲──強力なエネルギー砲をこんな住宅街で発射すれば、次の町内会では苦情が殺さつ到とうすること必至！

　にもかかわらず命じたことが、プロフェッサーの動どう揺ようを物語る。

　ロボは体の各部からアンテナのような部品を展開し、空間を白熱させて、見る間にエネルギーを溜ためてゆく！

　さすがにシュリンの顔色が変わる。さきほどと同じ要領ですり抜けるのは難しいし、仮にそれができたとしても、今度は後ろの美祢と智紗が危ない。

　──どうしよう──

　自身の心への問いかけに、脳のう裏りに浮うかんだのは師匠の顔とその言葉。

　──餞せん別べつだ。何かあったら使え──

　──そうか！

　渡わたされた竹皮の包みを取り出し、開けば、そこにはたくわん五切れほどと、おかかおむすびが三つばかり！

　すべてを悟さとり、シュリンはおむすびを手に取った！

　そして、ロボの砲撃エネルギーが臨界点に到とう達たつする！

「撃うてぇいっ！」

　迷わず吠えるプロフェッサー！　解き放たれた荷電粒子は大気を白い光に換かえてシュリンを目ざしてつき進み──！

　消えた。

「…………!?」

　またもや理解できない現象に、老科学者は目を見開いて。

　プロフェッサーの視線が向く先、飄ひよう然ぜんと佇たたずむシュリンの姿。

　その右手にはおかかおむすび。

「……い……今……一体……何を……？」

　かすれた声のつぶやきに、シュリンは余よ裕ゆうの笑みすら浮かべ、

「あなたも科学者だったら知ってるよね？

　超ちよう高密度に圧縮された物体は、限界を超こえればブラックホール化するってこと」

　ブラックホール。それはすべての物質を吞のみ込み、光の脱だつ出しゆつすらも許さぬ超重力の黒い穴。

　普ふ通つうは、寿じゆ命みようの尽つきた巨きよ大だい恒こう星せいがこの末路を辿たどることがあるのだが。

「ま……まさかっ……？」

「そう」

　シュリンは重々しくうなずくと、手にしたおかかおむすびをかざし、

「ボクが今やったのはそれ。自重崩ほう壊かいを起こす直前まで固く握にぎられたおかかおむすびは、ボクの最後のひと握りでマイクロブラックホール化して、放たれた荷電粒子のことごとくを、超重力で吸い込んだ。

　ＳＦ職人にとっては初歩の技わざだよ」

　初歩の技、とシュリンは言ったが、それはＳＦ腕うで立たて伏ふせによって培つちかわれた腕わん力りよくと握あく力りよくがあってはじめて成し得たこと。

　権次郎はここまでを見み越こして、シュリンにＳＦ修業をさせていたのだ。

「これまでだ。プロフェッサーＭ。レンチを返してもらおう」

　ずいっ、と一歩詰つめ寄るシュリン。

「くっ！　ガルガント！　今すぐ……！」

　老科学者の、ロボに対する命令の言葉はそこで立ち消えた。

　必殺のはずの一撃を放ったロボは機体の各部が加熱して、冷れい却きやくが済むまでしばし動けない。

　そこにすかさず駆かけ寄るシュリン！

　両手をポッケに突つっ込んで、抜ぬき出した時、左右の手に一本ずつ握られていたのはピンセット！

「とあああああああああああああッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、シュリンの両手が激しく動き、ピンセットの先がロボのボディをつつき回る！

　そのとたん、超ちよう硬こう度ど金属でできていたはずのロボの装そう甲こうは、まるで乾かわいた砂のごとくに崩くずれはじめた！
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「こ、今度は何だ!?」

　完全にうろたえるプロフェッサーに、シュリンは手を休めることなく、

「知れたこと！　ピンセットでつまんで分子や原子の構造を変えているだけ！」

　たとえいかなる原子でも、電子と陽子と中性子、その三種類の組み合わせに過ぎない。

　なら組み合わせを変えてやるだけで、物質は、たやすく他ほかの物質へと変わる。より大おお粒つぶの分子が相手ならなおたやすい。

　ＳＦ漢字書き取りでマスターした繊せん細さいな指使いこそがそれを成し得うる秘ひ訣けつなのだと、今さら言うまでもないだろう。

「ば、馬ば鹿かな！　そんなこと、現実にできるはずがない！」

　目の前の現実を否定しようと、必死でわめくプロフェッサー。

　だが現存するＳＦの前には、現実などは薄うす紙がみに等しい！

「できるかどうかは問題じゃない！　理論が通れば、即すなわちそこにＳＦは──」

　シュリンのピンセットが閃ひらめいた。

「在る！」

　ロボが崩れる。あっけなく。

「馬鹿なぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　上に乗っていたプロフェッサーＭは、悲鳴を上げて地面に落ちて尻しりもちをつき。

「レンチを──返してもらう」

　その手からシュリンにレンチをもぎ取られても、呆ぼう然ぜんと座り込んだまま。

「遅おそくなってごめんね。レンチ」

　言うとシュリンはきびすを返し、一いつ顧こだにせず歩き出し。美祢と智紗とがあとに続いて。

　あとは。

　空き地に一人、老人だけが取り残された。




　かくて。

　レンチを巡めぐる攻こう防ぼう戦せんは一応の終結を見たのだった。

　そして。

「お姉ねえ聞いた？　プロフェッサーＭ、逮たい捕ほされちゃったんだって」

　智紗がそう切り出したのは数日後、学校から帰ってすぐのことだった。

「え!?　うそ！　なんで!?」

　初耳の情報に驚おどろきながらも、あれだけいろいろムチャをやる人なら当然か、という気持ちもどこか美祢にはあった。

　けどその割には、真砂子は学校でも普ふ通つうだったし、特に何も言ってはこなかったけれど。

「うん……実はあの人……」

　智紗は、他には誰だれもいないのに声をひそめて、

「博士号や教授の資格も持ってないのにプロフェッサーって名乗ってたんだって。それで身分詐さ称しようで──」

「えっ!?　そこっ!?」

　ロボとかビームとかはおとがめなしなんだろうか。いや。日本の法律にロボ不法所持罪とかビーム罪とかがあるのかどうかは知らないけれど。

　けどどうやらこれで、レンチを狙ねらわれて別の世界に置き去り、なんて目にはもう遭あわなくて済みそうで。

　真砂子には悪いんだけれど、美祢は内心ほっとした。

　──とはいっても。

　プロフェッサーＭは書類送検だけですぐに釈しやく放ほうされたり、結局今回は世界をちっとも治せていないことに気づいて、美祢はちょっぴりブルーになったりもするんだけれど。

　それはもうすこし、あとのお話。




　　　注‥この物語はフィクションです。

　　　　　作中に登場するＳＦは、実在する一いつ切さいのＳＦとは関係ありません。

























　学校の休み時間はいつもといっしょ。

　あちらに二人、こちらに三人、気の合う者同士が集まって、昨日のＴＶにゲームの話題、あるいはいろんなうわさ話、思い思いの話題に花を咲さかせていて。

　そんな中で。

「けど最近、アスモデウス・ミヤって全然出てこないよなー」

　教室のどこかで男子の上げたそんな声に、曾根崎美祢は思わず硬こう直ちよくする。

　たった今耳にしたその名前は──

　だけれども。

「ちょっと男子！」

　美祢より先に、がたんっ、とイスを蹴けって立ち上がり、声を上げたのは、いっしょに雑談をしていた真砂子だった。

　話をしていた男子の一団を、きっ！　とにらみつけて、

「教室で猥わい談だんなんてしないでよね！」

　ぶっ！

　真砂子のそのひとことに、思わず噴ふき出したのは美祢の方で。

「……わ……わいだん……？」

　小さく漏もらしたつぶやきは、男子たちにも真砂子の耳にも届かなくて。

「……いーじゃねーかこれくらいの話」

「別にお前らに聞かせたいわけじゃあ……」

　男子は何やら小声でぶつぶつ言っていたけれど、

「気をつけないとそういうのって、セクハラ呼ばわりされることもあるんだから」

『[image: う゛]っ……』

　つまり、これ以上その話を続ければセクハラ呼ばわりする、と宣言されたわけで。仕方なく沈ちん黙もくする男子たち。

「……ったく男子は……」

「あ、あの、真砂子……」

　ぐちりつつ、ふたたびイスに腰こしかける真砂子に、美祢は身を寄せひそひそと、

「ひょっとしてそのワイ談とかセクハラとかって……アスモデウス・ミヤのこと……？」

　問えば真砂子はちょっと鼻白み、

「決まってるじゃん」

「……そっかー。決まってるんだー」

　いろいろと知りたいところではあるんだけれど。

　結局のところ。

　美祢は怖こわくて、それ以上突つっ込んだことは聞けなかった。




　美祢の家にはドアがある。しこたまどっさりドアがある。

　ある日ある時ある朝に、起きてみたなら家じゅうくまなくドアだらけ。

　かてて加えて世の中も、いろいろ変になっていて。

　妹の智紗がリスだったり、遠赤外線がねちゃねちゃしていたり、学校の上うわ履ばきにはもれなくすり下ろしたとろろイモが入っていたり。

　でも美祢以外の人たちは、これが変だとは思っていないみたいで。

　そこにレンチとかいう棒を持ったシュリンって人がやって来て。話によると、いろんな世界がまぜこぜになって、そのせいで世の中が変になっちゃった、らしい。

　そんなこんなで美祢と智紗は、彼といっしょに、本来あるはずのないドアの向こうにひろがる、おかしくなっちゃったいろんな世界を治して回ることになったんだけれども。

　がんばったおかげで世界もだいぶいろいろもとに戻もどって、リスだった智紗も今はもと通り人の姿。

　いろんなものがもとに戻っていくのは、もちろん美祢にとってはうれしいんだけれど。

　シュリンによると、世界がもとに戻る途と中ちゆう、何かが余計変になることもあるらしい。現に今の『普ふ通つう』では、美祢は変身する、ということになっているらしい。

　もちろん、もともとの『普通』をおぼえている──言い方を変えれば、『おかしくなった普通』を全然知らない美祢は、変身なんてしたおぼえもないし、どんなふうに変身するのかも知らないんだけれど。

　やっぱりそこは気になるわけで。

　家に帰って、妹の智紗に、学校でアスモデウス・ミヤの話題が出た、と、話を振ふってみたとたん。

「まさかお姉ねえ、正体、バレてないよね!?」

　智紗はまともに顔色を失なくし、必死の形相で美祢へと詰つめ寄る。

「え？　え？」

　ひと息でＴＶのある部屋の壁かべ際ぎわにまで追いつめられてとまどう美祢。

　──ちょっと前に、変な博士とロボットが出てきた時には、智紗は美祢に変身するように促うながしていた。

　ということは当然智紗は、美祢がそのアスモデウス・ミヤの正体だって知っているはずなんだけれども。

「え、えっと、ひょっとして世間のみなさんって、それがわたしだってこと知らないの？

　ミヤ、ってまんまな名前がついてるのに」

「知らないに決まってるじゃん」

　さも当たり前のように智紗。

「まんまな名前って言うけど、名字や名前の頭に『ミヤ』がつく人なんて、それこそ掃はいて捨てるほどいるし。

　よくある宮みや崎ざきなんて名字も『ミヤ』だし」

「……あ、そうか。

　え、でも、前に出会った真砂子のおじいちゃんの博士は知ってたけど……」

「あれはそういう立ポジ場シヨンだからいいのよ」

「いいんだ。」

　そういうポジション、のひとことで済まされるのは、もちろん納なつ得とくできないけれど。いろんな世界を治すたびに出てくる変な状じよう況きように、納得いくまで説明を求めるなんてのはムダだとわかっていて。

「で、どうなの!?　バレたの!?」

　重ねて問われて、美祢は混乱しながらも、

「……えっと、あの口ぶりからすると、ばれてないと思うけど」

　言うなり智紗は、安心の吐と息いきといっしょに力を抜ぬいて、後ろに下がると、イスにへたりっ、と腰を下ろす。

「……よかった……本当によかった……」

　しんそこからの安あん堵どの言葉に、今度は美祢の方がちょっと不安になってくる。

　変身もの、というのはＴＶアニメなんかにもよくあるけれど、正体を知られてしまうと何かのペナルティがある、という設定のものも多い。

　変身できなくなるとか、そこから立ち去らなくちゃあいけない、なんてパターンもあるけれど、動物になったり石になったり、なんてのだったら嫌いやすぎる。

「……聞くけどチサ……

　もしわたしがアスモデウス・ミヤに変身するってばれたら、どうなるの？」

「どう、っていうか」

　智紗は険しいまなざしで、じっと美祢を見上げると、

「嫌じゃん。身内の恥はじって」

「身内の恥って言ったッ!?

　え？　ちょっ、待ってチサ、その、今まであえて聞かなかったんだけど、アスモデウス・ミヤって一体どういうもの!?」

　問えば智紗は、顔を赤らめ視線をそらし、

「……口に出せるわけないじゃんそんなの……お姉ねえも、知らないなら知らないままの方が絶対幸せだって」

　知らない方が幸せとまで。

　そんなセリフを、妹から直に言われては、さすがに美祢もそれ以上は聞けなくて。

「……あ……うん……わかった……」

　結局のところ、言葉を濁にごして終わらせたのだった。




　とはいっても気になるものはやっぱり気になる。

　美祢の家にもノートパソコンはあるし、おかしくなったこの世界でも、インターネットは健在だった。

　美祢は自分の部屋にこもるとパソコンをネットに繫つないで、『アスモデウス・ミヤ』を検けん索さくしてみる。

　ずらりと並んだ検索結果のうち、適当なページを開いてみると、画面に出てきたのは、




『あなたは十八歳以上ですか？　　はい／いいえ』




　…………………………………………

　いや。まあ。

　学校で真砂子に猥わい談だん呼ばわりされた時点で、アスモデウス・ミヤってひょっとしたらそっち方向の芸風なのかなー、っていう予感はしていたんだけれど。

　けどかなり前、『美祢の家がいろんな異世界に繫がっていることは、小学校の時に男女別々の教室で保健体育の時間に教わるのが普ふ通つう』なんてことになったことがあった。

　たいしたこともない害虫が、すごく怖こわがられていることもあったし、そう考えると、今の世界での十八禁というのが、美祢の想像するようなモノとは全然違ちがっている可能性はあるんだけれど。

　そんなふうに思ったからこそ美祢は、アスモデウス・ミヤについてちょっと調べてみようとしたわけで。

　でもこの画面を見ていると、どんどん不安が湧わいてくる。

　もし本当にそっち方向だったりしたらどうしよう。身に覚えのない変な写真や記事を見たら、世界が全部もとに戻もどっても、消えない心の傷だけが残るかもしれない。

　それはいくらなんでも嫌すぎる。

　とりあえずワンクッションを置こうと、検索のページに戻って、今度は『アスモデウス』を調べてみる。

　美祢が知っているもともとの世界じゃあ、マンガやお話の中に出てくる悪あく魔まの名前だったと思うんだけど。

　結果は、




　アスモデウス　地じ獄ごくの王の一人。七つの大罪のうち色欲を司つかさどる。




　色欲だそうです。

　とりあえずページを閉じてみる。

　なんというか。

　アウトっぽい。

　なおそう。世界を。なるべく早く。

　これ以上いろいろ調べるのはやめて、美祢はとりあえず決意を新たにするのだった。




　授業の終わりのチャイムが鳴って。

　部活に行く者、帰る者。友人知人とダベる者。

　そんな普通の放課後風景の中で。

「ソノムラ！」

　校門を出たところで名を呼ばれ。園村真砂子が足を止めてふり向けば、そこには見知ったクラスメートの顔があった。

　樫かし村むら巧たくみ。身長は標準、真砂子から見て髪かみ型がたはイマイチ。よく言えば陽気なお調子者、悪く言えば頭悪い子供。親しい友人は『タクミ』ではなく『コウ』と呼んでいるようだが。

　友人づき合いは男子女子にわたって広いけれど、真砂子はそんなに親しくしているわけじゃあなかった。

　見ていて面おも白しろいタイプだとは思うが、子供っぽいのは好みじゃない。

　なぜ樫村に呼び止められたのか、正直、ちっとも心当たりがなくて。

「何？」

　問えば樫村は、真砂子のそばに寄ってくると、声をひそめて、

「なあ……いきなり変なこと聞くけどよ……

　曾根崎って最近、なんか様子おかしくないか？　いや、お前、普段親しそうにしてっから、何か知ってるかな、って思って」

「──ああ」

　ようやく真砂子は納なつ得とくした。

　樫村が、真砂子の友人、曾根崎美祢のことを気にしているのは、日ひ頃ごろの態度でまるわかりだった。美祢は気づいていないみたいだし、樫村の方は、みんなにはバレてないつもりらしいけれど。

「いや最近男子の間でもさ、あいつの様子がちょっと変だ、って話が出ることがあってよ。それで、どうなのかな、と思って」

　樫村のそんな早口フォローは、真砂子には子供の必死な言い訳にしか聞こえない。でもそんなことはさておいて。

「……たしかにミヤ、ちょっと前からビミョーに変だよね」

　心当たりに、真砂子の声が少し沈しずむ。

　体育の時間に二人ひと組みの柔じゆう軟なん体操をしようと組み付いたら、小さな悲鳴を上げて失神されたこともあったし、写生の時間に樫村が学校をフケて、みんなで捜さがし回っていた時、美祢一人だけがなぜかスケッチブックを逆さまにして、ずうっと振ふっていたりしたし、朝礼で突とつ然ぜん奇き声せいを上げたり変なことを言い出したりしたこともあった。

　なんだかつき合いも悪くなって、今日も今日とて学校の授業が終わるなり、話しかける間もないくらいすぐさま帰って行った。

「なんか、親と離はなれて別の家に越こしてからっぽいんだけど。

　最初は、環かん境きようが変わったんでナーバスになってんのかな、って思ったんだけど。そういうのとはビミョーに違うみたいだし」

「家か……」

　真砂子の説明に、樫村は深刻そうな顔で何やら考え込みはじめて。

「何？　心当たりでもあるの？」

　問われて樫村は、

「怪かい談だん話でよくあるじゃん。

　引っ越した先の家がいわく付きで、おかしなことが起こりはじめて、住んでる人もだんだん変になってくる……って。

　まさか、そういうんじゃあ……」

　真しん剣けんそのものの顔で寝ね言ごとをつぶやく。

　もちろんちょっと考えれば、そんな怪談じみた理由があったら、美祢は学校からすぐに帰ったりしないはずだってわかるんだけれど。

「それ──あるかも」

　けれども真砂子の方もやっぱり何も考えていなくって。

「怪奇現象の起こる家、か……あ。なんか変に気になってきた。ちょっとあたし、ミヤんちの様子でも見て来ようかな……」

「じゃ、何かわかったら連れん絡らくくれよ」

「いや樫村、いっしょについて来てよ！　あんたが変なこと言うから、ビミョーに不安になっちゃったでしょ！」

「え？　オレ、通学路、別……」

　ためらう樫村の態度に仄ほの見みえた、美祢の家に行きたい、という下心を、真砂子は当然見み逃のがさない。

「どうせヒマでしょ。それに、あたしから話を聞くより自分の目で見た方が早くない？」

「……そりゃあそうだけど……」

「なら決まり。ジュースくらいはおごるから」

「仕方ねえなぁ……」

　ほんのちょっとの説得で、樫村はあっさり折れて、いや、乗ってきて。

　そんなこんなで、二人は一路、美祢の家へと向かったのだった──




　住宅街のただ中に、ちょっぴり古くさい一いつ軒けんの家。

　塀へいに庭先に壁かべに屋根、一面にびっしり大小のドアがついているけれど。

「……見たところ普ふ通つうだよな」

　アルミサッシの小さな門もん扉ぴ。その向こうに佇たたずむ美祢の家を眺ながめて、樫村巧はつぶやいた。

　並んで眺める真砂子もうなずき、

「んー……ビミョーに古くてドアだらけってだけで、普通ね」

　どうやら世界といっしょにおかしくなった二人の常識では、ドアだらけという部分は突つっ込み所じゃないらしい。

「やっぱり外から見ただけじゃあ、何もわかんないかぁ」

「なら、このあとどうする？」

「行くに決まってるじゃん」

　樫村の問いにさらりと答え、真砂子はカギのかかっていない門扉をむぞうさに開けると敷しき地ちの中へと踏ふみ込んで。

「ちょ……ちょっと！　行くって……!?」

　あわてて樫村は真砂子のあとを追いかけて、

「なんて言うつもりだよ？　『家に変なことが起きてないか調べに来ました』か？」

「遊びに来た、でいいじゃん。何のためにわざわざ途と中ちゆうでコンビニ寄って、おみやげのお菓か子し買ったと思ってるかな？」

　言って真砂子は、左手に提さげた袋ふくろをしぐさで指して。

「いや、お前は曾根崎と親しいからいいけどオレはなんて説明すりゃいいんだよ!?」

「さあ？」

　あっさり流すと玄げん関かん先さきで足を止め、ドアベルのボタンに指を──

「ちょっ、ちょっと待て！」

　樫村があわててその手を摑つかんで止める。

「──ちょっと樫村──」

「『さあ』って何だよ『さあ』って？　ついて来いって言ったのお前じゃん！　オレの理由もないと不自然だろ！」

「知らないってそこまで」

　顔を赤らめてまくし立てる樫村に、真砂子は邪じや険けんに言い捨てる。

　もちろんのこと。

　真砂子の目的は二つ。美祢の事情を探さぐること。そしてもう一つは、樫村を美祢の所に引っぱって行って、その反応を眺めて楽しむこと。

　不ふ機き嫌げんな顔をしてみせているけれど、内心は、期待通りの樫村の反応に大喜び。

　でもってさらにもうひと押し。つっけんどんな表情と声を作ったままで、

「正直に、美祢のことが心配だから訪ねて来た、って言えばいいじゃん」

「なっ、ばっ、そっ……！」

　樫村は顔をさらに赤くして、真砂子の手を摑んだままだということをも忘れて、うろたえながら前に出て。

「え？　ちょ……」

「う、わ？」

　二人はバランスを崩くずす。

　倒たおれることはなかったけれど、いっしょに数歩、たたらを踏んで。

　その先の足あし下もと。

　玄関脇の地面には、開きっぱなしのドアひとつ。

『あ。』

　二人の声が重なって。そのままうっかりドアに入り込み。

　ぺたり、と尻しりもちをついた時には。

　そこはもう別の世界。

　クレヨンで塗ぬったような青い空には、綿菓子の雲が浮ういていて。

　あたりには白やピンクや黄色に塗られた丸っこい家が建ち並ぶ。

　なんというか。やたらとファンシーというか、メルヘンチックな所だった。

　明るく軽い色が主体の世界は、ちょっぴり目がちかちかする。

　──美祢の家にあるドアが、別の世界に繫つながっていることは、樫村も真砂子も知っている。

　だから、自分たちが、うっかり別の世界に迷い込んだことはすぐに理解できた。

「……っててて……」

「ちょっとぉ！　樫村ぁ！」

「オレのせいかよ!?」

　立ち上がりながら言い合う二人。口ゲンカをする余よ裕ゆうがあったのは、たった今入ってきたドアをもう一度くぐれば、もとの所に戻もどれると知っているから。

　けどその余裕が失敗のもと！

　ビュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！

　突とつ然ぜん吹ふいた北風が、二人を宙に吹ふき飛ばす！

　上げた悲鳴もかき消され、二人は高々舞まい上がる。ぐるぐる回る視界の中で、顔のある灰色の雲が、口を数字の３の形にして、自分たちに風を吹きつけているのが見えて。

　さらにぐるぐる視界が回れば、ファンシーな色の町のそば、森と緑の迷めい路ろが見えた。

　自分たちはどうやら、その迷路の方に向かって飛ばされているらしい。

　もちろん普通なら、そんなに飛ばされて落ちたら死んじゃうところなんだけれど。

　短いような長いような空中遊泳のそのあとに、二人は、すたっ、と、体操選手の着地みたいに地面に下りた。

　そこは迷路のど真ん中。ごていねいに足下の地面には、白地に赤で『スタート』の文字。

「………………」

「………………」

　二人は十秒ばかり絶句してから、

「……これ……迷路抜ぬけろってことかな……？」

　真砂子が言えば、樫村もあたりを見回しながら、

「……だよな」

　迷路の壁かべはイバラの垣かき根ね。高さは三メートルくらい。かきわけて通り抜けたり乗り越こえたりするのは無理っぽい。

「どーするわけ？　これ？」

「なんとか抜けるしかないだろ」

「どうやって」

「どうにかして、だよ」

　不機嫌な声での応おう酬しゆうのあと、やっぱりしばらく沈ちん黙もくがあって。

「──そうだ！」

　上がった樫村の声は、いくぶん明るさを取り戻していた。

　得意満面の顔を真砂子の方に向け、

「目印をつけながら進んで行けばいいんだよ！」

　対する真砂子はさめた顔。

「目印って、どうやって？」

「それ使うんだ」

　樫村が指したのは、真砂子がいまだ左手に提さげたままのコンビニ袋ぶくろ。中身はみやげにするつもりだったポテトチップスやクッキー。

「昔聞いた童話にあったんだよ。ナントカとナントカ。……えー、なんて題だったっけ？」

「ソドムとゴモラ？」

「そんな感じそんな感じ！

　その話の中で、きょうだいが道に迷わないように、目印にパンだか菓か子しを置いてくっていうのがあってよ！」

　それはヘンゼルとグレーテル。

「同じように、分かれ道のたびにポテチのカケラ置いて行ったらいいんじゃねえか!?」

「樫村かしこいじゃん！」

　真砂子は声をはずませて、二人は早さつ速そくポテチの袋を開けはじめる。

　──真砂子はもともと知らないみたいだし、樫村は忘れていた。

　童話にはいろいろとバリエーションがあるけれど、その作戦は必ず失敗するのだと。




　パステルカラーの木々が並んだ森の小道を通り抜け、ケーキのような家が佇たたずむ町の中へとたどり着く。

　あざやかすぎる青空には、綿菓子そっくりのもこもこ雲が浮うかんでいて。

「……やっともどって来た……」

　美祢はため息といっしょに、疲つかれたつぶやきを吐はき出した。

　美祢と智紗、レンチを手にしたシュリンとは、前にＳＦ職人のいた世界に行って、結局その世界は治さずに帰ってきて。

　もちろんいつかはその世界も治さなくちゃあならないんだけれど、治すには、シュリンが捜さがした人とレンチを三回、触ふれさせなくちゃあいけない。その世界での相手は、お世話になったＳＦ職人さんの家族らしい。

　事情を話したらわかってくれる相手だとは思うんだけれど、さすがにちょっと、『この前はお世話になりました。それはそうと世界を治すのでご家族の方を出してください』というのもなんとなく気が引ける。

　とりあえずワンクッション置いて、先に他ほかの所をいくつか治そうという話になって、この世界に来たんだけれど。

　やって来たそのとたん、通りすがりのおおきなゾウさんのくしゃみで吹ふき飛ばされて、町はずれにあるでっかいマシュマロの家の上に落下。

　おかげで町に戻もどってくるまで、ずいぶん時間をロスした。

　とりあえず、ここがメルヘンチックな世界だっていうことはよーくわかったけれど。

「あたしは結構面おも白しろかったけど」

　と、智紗はのんきに言うけれど。

　少しでも早く、十八禁変身魔ま法ほう少女の汚お名めいを返上したい美祢には、世界を面白がっている心のゆとりなんてない。

「……でもなんか……違い和わ感かんあるね……」

　町にたどり着いてあたりを眺ながめ、美祢はつぶやいた。

　建物も道も街路樹も、童話の絵本に出てくるような色とやわらかいデザインで。走っている自動車なんかも丸っこい上に猫ねこさんの顔とかついてて、スピードもゆっくり。歩いている人たちの着ている服も、キャラクターふう、とでもいうんだろうか。いっぱいフリルがついていたり動物さんたちを模した服だったりするんだけれど。

　着ている人たちはごく普ふ通つう。

　……人も可愛かわいくなっていればいいんだけど、いかつい顔立ちごつい体型のおっちゃんが、猫耳付きのフードをかぶり、ネズミを模したピンク色の携けい帯たいで、「んー、それはこまっただニャ」とか話をしていたりして。

　なんというか、いたたまれない気持ちになってくる。

　そのへんの感想はいっしょなのか、智紗はげんなりした顔で、

「何にしても世界を治せば済む話じゃん。で、今回の相手は？」

　聞かれたシュリンは、手にしたレンチの先っぽを、くるくるぴこぴこ動かすと、やがてぴたりと一方を指し、

「こっちかな？」

　歩き出そうとしたその矢先。
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『そうはさせん！』

　スピーカーで増ぞう幅ふくされた大だい音おん声じようが響ひびき渡わたり、大気が渦うず巻まき烈れつ風ぷうとなって吹きつける！

『………………っ！』

　美祢たちが風に耐たえる中、空から目前に下りてきたのは、身長二メートルほどの鋼はがねの巨きよ人じん！

　茶色と緑で塗ぬり分けられて、胸には名前か形式名か、油性ペンか何かで殴なぐり書きしたような字で、えめす、とある。

　その頭上に佇むは、白衣を纏まとう一人の老人！

　一同は、もちろんその顔に見覚えがあった！

『──プロフェッサーＭ！』

　美祢と智紗、シュリンの声が唱和する。

　対する老人はにやりと笑い、

「ふ！　プロフェッサーＭだと!?

　もはやその名は古い！

　資格もないのにプロフェッサーと名乗るのは問題があると警察の人に言われた以上、今の儂わしはプロフェッサーＭではなくて園村松まつ二じだ！」

　なんだかふつーの名前になっていた。

　松二は、しかけた極ごく細ぼその糸を美祢たちの靴くつにからませて追つい跡せきの標しるべとする、という前と同じ方法で、皆みなを追ってやって来たのだ！

　もちろんさすがの老科学者も、開けっ放しにしておいたドアに、自分の孫が間ま違ちがって踏ふみ込んだとは知る由よしもないんだけれど。

　自分たちを狙ねらう者の出現に、けれども美祢は焦あせらない。

　真しん剣けんな顔で松二を見上げて、

「あの！　真砂子のおじいちゃん！」

「そういう呼び方をするな！　格好がつかん！」

「じゃあ園村さん！」

　即そく座ざに返ってきた抗こう議ぎに応こたえて呼び方を変えれば、老科学者は苦い表情で、

「……うぅむ……どう呼ばれても格好がつかんか……プロフェッサー禁止は結構痛いか……まあ良い！　好きに呼べ！」

「えっと、とにかく降参してください！　シュリンのＳＦの力があれば、あなたのロボットを倒たおすことなんて簡単だって、もうわかってるはずです！」

　実際、彼が前に操あやつったロボットは、シュリンによって倒されている。今乗っているのは新しく造ったものなんだろうけれども、それでシュリンに対抗できるとも思えない。

　けれど。

「……ミヤちゃん、ごめんそれ無理」

　無念の呻うめきは、当のシュリンの口から漏もれた。

「え……？　無理、って、どうして？」

　愕がく然ぜんと問う美祢に、シュリンはあたりをぐるりと見回して、

「この世界じゃあＳＦの力を使うことはできないよ。……見て」

　空も雲も木も車も家々も。中の人以外はみんなメルヘンチックで。

「ここは基本的にメルヘンな世界。現にボクたちも、ゾウさんのくしゃみで吹き飛ばされる、なんていう、おとぎ話みたいな体験をしている。

　……こんなメルヘンチックな世界で……

　ＳＦの力を使うなんていう空気の読めないこと、できるわけない！」

「空気の問題っ!?」

「もちろんっ！」

　美祢のツッコミにシュリンは力強くうなずいて、

「前に何かのＴＶで見たことがあって。

　映画の制作発表記者会見で、レポーターが出演俳優に映画と関係のない恋れん愛あい関係の質問をして、答えてくれなかったのに、スタジオのコメンテーターが『空気を読んでほしいですね』なんて言ってるのを！　自分たちは映画の制作発表だっていう空気を読んでないのに！

　その時ボクは誓ちかったんだ！　空気は読むように心がけよう、って！」

「どうでもいいですからそんなことっ！

　というか真砂子のおじいちゃんだってロボットなんて持ち出して、空気を読んでないじゃないですかっ！

　ならおたがいさまですよっ！」

「ふははははは！　甘い！　甘いぞ曾根崎美祢！」

　けれど松二は哄こう笑しようして、

「これはロボットではない！　鉄巨人アイアン・ゴーレムなのだっ！　それらしいカラーリングがしてあるだろう！　ゆえにファンタジー世界の存在！　かろうじてメルヘンな空気には抵てい触しよくせん！」

　そう。松二が美祢たちの前に現れたのも、ただいきおいに任せてのことではない。

　この世界にやって来た時、ここならシュリンは空気を読んで、ＳＦの力を使わないだろうと予測して、自分は空気を合わせるために、ロボットに油性ペンで文字を書き殴なぐり、呪ゴ術ー人レ形ムだと言い張る準備をしておいたのだ！

「そんなへりくつ……！」

「屁へ理り屈くつだろうと何だろうと、空気を読んで合わせようとしていることは事実！

　対してＳＦの力は、ＳＦ理論があってはじめて成り立つ力！　だがＳＦ理論はメルヘン世界と最も相あい容いれぬもの！

　使えば、空気が読めぬ、の誹そしりは免まぬかれぬ！」

「……そういうこと……」

　つぶやいて、シュリンは奥歯を嚙かみしめる。

　いやまあもちろん美祢だって、空気を読むことは大切だって思うんだけど。

　世の中には、もっとずっと大切なこともあるわけで。

「これでお前たちの勝ちは無くなったというわけだ」

　自らの勝利を確信し、一同を見下ろす松二に──

「何カン違いしてるんだか」

　ため息混じりのあきれた声を漏らしたのは智紗だった。

「──勘かん違ちがい──だと？」

「そういうこと。シュリンがＳＦの力を使わないからって自分が勝てる、なんて、カン違いもいいところよ」

　智紗は松二をまっ正面から指さし、言った。

「お姉ねえ、今こそアスモデウス・ミヤに変身よ！」

『なっ……!?』

　驚きよう愕がくの声は美祢と松二との口から上がる。

　かまわず智紗は得意そうに、

「あんなのでも一応変身魔ま法ほう少女って言い方もできなくはないわ！　ならぎりぎりメルヘンの範はん囲い内っ！　ちゃんと空気は読めてるってこと！

　というわけでお姉ねえ、変し……！」

「しないから！　絶対しないから！」

　智紗の言葉を遮さえぎって、美祢は魂こころからの叫さけびを上げる。

「そもそもチサ、あれは身内の恥はじだとかって言ってなかった!?」

「もちろん恥だけど！」

　そこは否定してくれないらしい。

「だったらメルヘンじゃないしっ！　むしろ完全に空気読めてないしっ！」

「だいじょうぶお姉ねえっ！」

　対する智紗はなぜだかサムズ・アップで、

「童話なんかの原話って、結構エログロ多いらしいから！

　世界にはなんとか合わないこともないはずっ！」

「エログロって言ったぁっ!?」

　思わず声を上げる美祢。

　くどいようだけれど、世界がおかしくなったせいで、エログロという認にん識しきが、美祢と智紗とで違っているという可能性はあるんだけれど。

　もちろん美祢には、その可能性に賭かけて変身してみるつもりはない。

「事情はよくわからないんだけど」

　言い合う二人の横手から、シュリンが口をはさんでくる。

「ミヤちゃんが変身したら、なんとかなる、ってこと？」

「シュリンさんっ!?」

「もちろんよっ！」

　美祢と智紗、二人の声はほぼ同時。

　けれどシュリンの耳──いや、心に届いたのは智紗の声の方らしくって。

「なら、それしかないよミヤちゃん！」

「シュリンさんまでっ!?　いやムリ絶対ムリ！　心の傷になるような変な流れになる予感がひしひしするし！　わたしに頼たのむならシュリンさんがＳＦの力でやってくれたらいいじゃありませんかっ！」

「だからそれこそムリ！」

　言い争う美祢たちの横手から。

「──変身するがいい！」

　声を上げたのは、ロボ……もとい。ゴーレムの上に佇たたずむ園村松二！

「アスモデウス・ミヤには儂わしもさんざん煮にえ湯を飲まされてきたからな！　ケリはつけねばならんと思うておったのだ！」

　もちろん松二の本音を言えば、シュリンのＳＦの力を相手にするより、アスモデウス・ミヤと戦った方が勝算もある、というところなんだけれど。

　智紗は大きくうなずくと、

「因いん縁ねんの対決ってやつね！　これで決まったわねお姉ねえ！」

「決まってないっ！」

「まかせたよミヤちゃん！」

「まかせないでくださいっ！」

「さあ変身しろ！」

「いーやー！」

　へ・ん・しん！　へ・ん・しん！　へ・ん・しん！

　期せずして起こる変身コール！　気がつけばあたりの通行人も、事情のわからぬそのままに、悪ノリで変身コールに唱和する。

　声の渦うず巻まくその中で、美祢はかつてない危機感を覚えていて。

　変身しなければまずい、みたいな空気になっているけれど、もちろん美祢はそんなのまっぴらで。

　そもそも変身の仕方がわからないんだけれど、もしそう言えば、智紗あたりが、懇こん切せつ丁てい寧ねいに変身の方法をレクチャーしてくれるに決まっていた。

　へ・ん・しん！　へ・ん・しん！

　変身コールは地鳴りの音さえ伴ともなって、美祢を押し包む。それを聞いているうちに、だんだん頭の中がぐるぐるしてきて──

　──地鳴り？

　疑問を感じて美祢があたりを見回せば、町のまわりをとり巻く緑、その一角から飛び出して来たのは男女二人。

　美祢はそのどちらにも見覚えがあった。

「真砂子!?　樫村!?」

　知っている者の名を呼ばれ、智紗と松二が変身コールを中断して同じ方に目をやる。

　樫村は右手で徳用ポテチの袋ふくろを抱かかえ、左手で真砂子の右手を引いていて。真砂子の左手にはコンビニのビニル袋。

　どうやら美祢たちに気づいたらしく、二人はこちらに駆かけて来る。

　その後ろ。

　緑の中から地じ響ひびき立てて駆け出して、追うのは無数の子供たち！

　そう！　童話の中で目印に撒まいたパンくずが、鳥を呼び寄せ、食べ尽つくされたのと同じように、ポテチのカケラを撒けば、ポテチ好きの子供たちがたかってくるのは必然の理ことわり！

　樫村と真砂子は、イバラの迷めい路ろのその中で、ポテチ目当てでどこからともなく集まった無数の子供たちに追い立てられることとなったのである！

　もはやそれは、ヘンゼルとグレーテルというよりハーメルンの笛ふえ吹ふきのごとし！

　右へ左へ逃にげ回るうち、偶ぐう然ぜん迷路を抜ぬけられたのはラッキーではあったんだけれど、子供たちの追つい撃げきはいまだ止やまない！

　一つ一つは小さな足音も無数に重なれば地をも揺ゆるがす。土つち煙けむりを蹴け立たてるそのさまは、さながら野生動物の暴走にも似て。

「こ……こっち来るけど！」

　美祢の上げた動どう揺ようの声に、まわりの野次馬たちは一いつ斉せいに蜘蛛くもの子を散らす。

　残った美祢たちは、逃げるべきか助けるべきか、助けるとしてもどうすればいいのか、迷いが生まれて動きが止まって。

　そんな中でただ一人。

　松二だけが、子供たちの狙ねらいはポテチだと看破した！

「ポテトチップスだ！　ポテトチップスを！」

　呼びかけが届いたか、樫村は、悟さとった表情でうなずいて。

　駆け抜けざまにポテチの袋を松二に向かってパスをする！

「違ちがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ポテチを『捨てろ』と言ったつもりが『自分に渡わたせ』と勘かん違ちがいされたのだと気づいた時にはもう遅おそい！

　封ふうの開いたポテチの袋は空中で大きく口を開け、松二の乗ったゴーレムの上にその中身をぶちまける！

　そこに殺さつ到とうする子供たち！

　ポテチの油でぎとぎとになった小さな手で、ゴーレムをなでてさすって這はい登り、散ったポテチを拾い食う！

　衛生的とは言えないが、子供たちの頭の中に三秒ルールが存在することは、むろん想像に難かたくない！

　子供たちは瞬しゆん時じにポテチを食べ尽くし、それで興味を失って、三々五々に散ってゆく。

　現金きわまるそのありさまは、さながら観光地のハトを想おもわせて。

　子供たちが去ったあと。

「……ふ。危あやうい所だったわ……」

　ゴーレムのその上で、浮ういた冷や汗あせをぬぐいつつも、園村松二は健在だった。

　ポテチをかぶったその瞬間、とっさの判断で、自分にふりかかったポテチのみはかろうじて振ふり落とし、油まみれの手で摑つかまれてもみくちゃにされることだけは避さけたのだ。

「しかし……なんでこんな所におるんだ、真砂子？」

　問えば真砂子は、きっ、と祖父をにらみつけ、

「美祢ん家ちに行ったらドアが開いてて、そこに入っちゃったの！　じいちゃんでしょ？　ドア開けっぱなしにしてたの」

「う……」

　言われて松二が言葉に詰つまる。反論はいくらでもできたけれど、孫まご娘むすめに強気の態度を取れる祖父というのはそういない。

「というかじいちゃん、まだ美祢んとこ狙ってたんだ。誰だれにも迷めい惑わくかけてないなら別にいいんだけど」

「いや。あの。真砂子。うち、迷惑だから」

　美祢の小さなツッコミは、真砂子の耳に届いていない。

　この状じよう況きようは、美祢にとって歓かん迎げいできるものではない。

　もしもまた誰かが変身コールをはじめたら。

　アスモデウス・ミヤの正体が美祢だと、真砂子や樫村に知られてしまう。

　そうなった時、二人がどんな反応をするのか。

　考えられない。考えたくない。

　そんな美祢の内心も知らぬまま、真砂子は松二の方に目をやったまま、

「けど何なのそのロボット」

「ロボではないっ！　ゴーレムだっ！」

「ゴーレム？　何でもいいけど。メス、ってことはそれで女の子のつもり？　ビミョーすぎだよそれ」

「メス？」

　言われたことの意味がわからず、一いつ瞬しゆん松二は眉まゆをひそめる。

「だって。書いてあるじゃん」

　指された場所、ゴーレムの胸には、ペンで殴なぐり書きしたような字で、『めす』とある。

「──！　『え』の字がっ……！」

　動揺に松二の声がふるえる。

　ここの世界の空気に合わせて、急きゆう遽きよ油性ペンで書いた『えめす』の文字。

　だが油性ペンゆえ、油まみれの子供たちの手でいじくり回された時、最初の一文字がかすれて消えてしまったのだ。

「──そうか！　そういうことか！」

　はじけたように声を上げたのはシュリン。

　皆みなの視線が集まる中、松二を見上げたままで滔とう々とうと語りはじめる。

「ゴーレムの体には、真理を意味するエメスの文字が刻まれてて、倒たおすためには最初の文字のｅを消して、死を意味するメスって文字にすればいいわけ。

　つまり。

　最初の文字が消えた以上、ちゃんと空気を読んで壊こわれてもらわないと」

「シュリンさん、なんでそんなマニアックなことを知ってるんです」

　美祢の問いに、シュリンは軽く、

「ただのたしなみ、だよ。

　──ですよね？　マサコさんのおじいちゃん？」

「……く……！」

　松二は、ぎりっ、と奥歯を嚙かみ鳴らす。

　知るか、と叫さけんで暴れることは簡単だけれど、それじゃあ空気の読めない人というレッテルを貼はられてしまう。

「くそぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　仕方なく。

　松二はゴーレムの自じ爆ばくスイッチをオンにした！

　機械音声のカウントダウンがはじまって、みんなあわてて逃にげてゆき──

　づどぉぉぉぉぉぉぉぉん！

　メルヘンっぽくない爆発音が、世界を大きくふるわせる。

　爆発の余よ韻いんもやがておさまって。

　身を伏ふせていた美祢がおそるおそる顔を上げ、あたりを見回した時、そこにはすでに、老科学者の姿はなかった。

　たぶん今のどさくさにまぎれて逃げたのだろう。

「……？　え？　え？　終わったのこれ？　ひょっとして？」

「ああ。ボクたちの勝ちってわけ」

　美祢のそばで身を起こし、結局なんにもしなかったけど、なんだかえらそうにうなずくシュリン。

「じゃあ──」

　──変身しなくていいんだ──

　言葉の先を吞のみ込み聞けば、智紗も無言でうなずいて。

　──助かった──？

　安心が、美祢の裡うちに広がってゆく。

　真砂子と樫村が来なければ、ひょっとしたら自分は空気に流されて変身していたかもしれない。もしそんなことになっていたら──！

　それが、事なきを得たわけで。

　──助かった──！

　安あん堵どか歓かん喜きか感激か。ごちゃまぜの思いに突つき動かされて、

「ありがとー！　真砂子、樫村、ほんとにありがとー！」

　美祢は二人に飛びつき肩かたを抱だきかかえる。

「ちょ？　え？　そ、曾根崎……！」

　樫村がうろたえて顔を赤らめ面食くらう。真砂子がそれを眺ながめてこっそりにやにやするけれど、美祢はそのどちらにも気づかない。

　二人の目にはもちろん、美祢の感激は、結果的にゴーレムを撃げき退たいした感謝の表れとしか映らない。

　美祢はしばらく、ありがとう、を連呼して。それでもそのうち気持ちが落ち着き、二人から離はなれると、

「──ちょっとだけ待っててね。すぐにこの世界でやることやっちゃうから。

　シュリンさん！」

　呼ばれたシュリンはうなずくと、

「もう相手は見つけてあるよ。ここからそんなに遠くない」

　言うと、手に持ったレンチで一方を指した。




「はい。じゃあ今度は左手でこの棒を摑つかんでみて」

　シュリンの指示に従って、ネコミミにふわふわドレスの少女は、言われた通りにレンチを握にぎりしめ。

　これで都合三回目。

「うん。ありがとう。

　きみのラッキーカラーは白、小動物がそばにいると良し。ラッキーフーズはりんご。恋れん愛あい運は近いうちに大きな変化あり。けど、どんな変化になるかはきみの行動にかかっているから注意してね」

　シュリンは大きくうなずくと、適当なことを述べ立てる。

　──世界を治すのは、あっさり済んだ。

　ほんの少し離れた場所で、見つけた相手の女の子に、自分は駆かけ出しの占うらない師なんで、タダでいいから運勢を見させてください、とシュリンが声をかけ、ものの摑み方で占うからと、レンチに三度触ふれさせて。

　それで、世界はすこし治った。

　治すの自体はあっさり終わり、一行は、この世界にやって来たドアの方へと帰りつつ──

　だけれども、美祢の心はまだ晴れない。

　なんとか変身せずに済んだ。

　たしかに世界も少しなおった。

　けれど冷静に考えたら、ミヤがアスモデウス・ミヤに変身する、という部分がどうなったのかはまだわからない。

　なおっていない可能性も考えたら、真砂子や樫村の前では聞けなくて。

「どうしたの美祢、ビミョーに元気ないけど」

　その肩を抱き寄せて、真砂子が耳もとで声をかける。

「あ……うん。いや、ちょっと疲つかれたのかも」

　答えて笑えみを浮うかべてみせるけれども、自然な笑顔になっていないのは自分でもわかった。

「最近あんた変だから、心配してるんだよ」

　真砂子は美祢の耳もとに顔を近づけ、小さな声で、

「──樫村も心配してたよ」

　言われてそちらに目をやれば、少し離れて美祢たちのななめ後ろ、なぜかすねたような表情で、視線をそらしながら歩く樫村の姿があって。

　──へえ──

　美祢は心の中で小さくつぶやく。

　自分の様子が変なことに気づいて心配してくれていたらしい。

　日ひ頃ごろつき合っている真砂子はともかく、大ざっぱなお調子者だと思っていた樫村がそういうことに気づくというのは意外だった。ちょっと見直したかもしれない。

「けどさあ」

　と真砂子。

「あたしたちが来た時に、みんなで上げてた変身コールって、あれ何？」

　びっく。

　美祢の体が大きくふるえる。

　どう言いつくろえばいいのかと、必死でいろいろ考え──

「アスモデウス・ミヤだっけ？」

　さらりと。

　いともさらりとそうぬかしやがったのはシュリン！

「ボクもよく知らないんだけどさ。チサちゃん、それってどういうものなわけ？」

　美祢の脳のう裏りに一いつ瞬しゆん、『口くち封ふうじ』の文字が浮かんで、理性がそれをなんとかおさえて。

　対する智紗は──

「は？　何それ？」

　何それ──　何それ──　何それ──

　智紗の言葉が美祢の脳裏でこだまする。

　すなわちそれは。

　少し治った世界での、アスモデウス・ミヤの消しよう滅めつを意味していた。

　今。

　自分は十八禁変身魔ま法ほう少女という忌いまわしい運命から解き放たれたのだ！

　美祢の表情に光が射さす。

　肩かたを組む真砂子も笑顔で、

「何言ってんのお兄さん」

　シュリンの間ま違ちがいを指し摘てきする。

「ひょっとしてあれ？　ベルゼブブ・ミヤの間違い？」

　ぴし。

　自分の笑顔にヒビが入る音を、この時、美祢は確かに聞いた。




　ベルゼブブ　地じ獄ごくの王の一人。

　七つの大罪のうち暴食を司つかさどる蠅はえの王。




「おいやめろよぉ。ソレの話。オレ、あっち系苦手なんだからさぁ」

　とは、後ろの樫村の言葉。

「あー。確かにキモいよねー。特にあの……」

「やめろって晩メシ食えなくなるだろうが」

　樫村と真砂子がそんな話をする横で。

　ようやっと空気を読んだシュリンが、美祢にこっそりしぐさで謝っていた。




　このあと。

　美祢が前にも増して必死で、いろんな世界を治して回ったことは言うまでもない。

























　ソデを小さく引っ張られ、美祢がそっちに目をやると。

「あの」

　そこに、ちっちゃな女の子がいた。

「犬が、いないんです」

　それが。

　曾根崎美祢が、この世界に来て最初に聞いた言葉だった。




　美祢の家にはドアがある。いやというほどドアがある。

　しばらく──いや、けっこう前。

　目を覚ますと、妹といっしょに暮らす家の中が、壁かべはもとより床ゆかや天てん井じよう、たんすの裏や庭の地面に至るまで、びっしりとドアだらけになっていて。

　それだけじゃなくて、妹の智紗も五本シッポのリスになっていたし、世の中のいろいろなこともおかしくなっていて。

　とまどっているうちに、シュリンという男の人が、レンチという名前の棒を持ってやって来て、いろんな世界がまぜこぜになって、そのせいで世の中が変になっちゃった、って話をして。

　そんなこんなで美祢と智紗は、彼といっしょに、本来あるはずのないドアの向こうにある、いろんな世界を治して回ることになったんだけれども。

　治す方法はごく単純。

　その世界で、シュリンが見つけ出した誰かに、レンチを直接三回触ふれさせるだけ。

　今日も今日とて美祢たちは、どこかの世界を治すため、本来ならありえないはずのドアをくぐって、この世界へとやって来て。

　来てすぐに、女の子から犬捜さがしを頼たのまれたのだけれど。

　途と中ちゆういろいろあって、今。

　事態はなんだか、クライマックスを迎むかえていた。

　天井からは無数のスイカが吊つるされていて、それぞれが振ふり子のように大きく揺ゆれ続けている。

　シュリンとチサは真しん剣けんそのもののまなざしで、手にしたたいまつを使ってそれをあぶっていて。

　部屋の隅すみには黒い服に白い仮面で顔を隠かくした何人もの男女が、手に手に恵え方ほう巻きを握にぎったままでうつぶせに倒たおれていて、倒れた背中の上にはポトスの植木鉢ばち。

　壁の一部が大きく崩くずれて、そこからは、紫むらさき色いろにかがやく球体のまわりを螺ら旋せん形をした無数の装置が蠢うごめきながら、不調を示すスパークを放っているのが見えていて。

　あたりに舞まい散るボウリングのスコア記入用紙には、ガターのマークだけが書き連ねてあった。

　そして、部屋の一番奥。

　無数に生えたういろうのせいで砕くだけて隆りゆう起きした床の上、レンチを手にした美祢は、全次元の制せい覇はを狙ねらう相手と対たい峙じしていた。

　次元取とり締しまり役やくティア。

　この混乱を引き起こしたすべての張本人。

　歳としは美祢より少し下だろうか。濡ぬれるような長い黒くろ髪かみに、意志の強そうな眉まゆの美少女。

　まっ白いスーツにタイトスカート。少しだけラメの入ったパンプス。あと肩かたパッドにはトゲ。

　つい今し方まで彼女が手にしていたドリアンは、美祢にはじかれ、部屋の隅に転がっていて。

　反対側にある部屋の入り口では、犬を捜していた女の子が白いイグアナを抱かかえて、

「……なんで……なんでこんなことになっちゃったんだろう……」

　とかつぶやきながらふるえている。

　犬捜しからこの事態に至るまで、一体何があったのか──説明は省くけれど。

「ミヤちゃんこっちはＯＫ！」

「こっちも！　お姉ねえ！　まかせた！」

　スイカをたいまつであぶりながら、シュリンと智紗が声を上げる。

　美祢は小さくうなずくと、

「これまでです」

　油断なくレンチを構えたまま、次元取締役ティアに向かって宣言した。

「──なぜ──？」

　ドリアンという最強の武器を失い、敗北を悟さとったティアは、それでもなお闘とう志しを宿した瞳ひとみを美祢に向けたまま、

「お前たちはなぜ、様々な世界を治すのに手を貸す？　曾根崎美祢！　曾根崎智紗！」

　大きな声をはり上げる。

　それは質問というよりも、終わるまでの時を少しでも先延ばししようという、ただの悪あがき。

「どうせ混じり合っておかしくなった世界！

　これ以上、世界が治らなかったからといって、お前たちに不都合はないだろう!?

　ならわたしの都合のいいように多少いじったところで文句はないはず！

　なのになぜ、世界をもとに戻もどしたがる!?

　見み飽あきたつまらない日常に戻るのがそんなにいいのか!?」

　ゆさぶりに、けれど美祢の心は少しも揺るがない。一歩、さらに踏ふみ出して。

　ティアは焦あせりの色を濃こくにじませて、

「そ、それに、私を否定するというなら、なぜシュリンたちと一いつ緒しよに行動している!?

　そもそも──

　様々な世界をまぜこぜにしたのはシュリンたちなんだぞ！」

　響ひびいたその叫さけびに。

　美祢は表情を変えなくて。

　けれども。

「……え……？」

　後ろでそれを耳にした、智紗の手が一いつ瞬しゆん、止まる。

　たいまつの火がわずかにスイカを離はなれて。

　それを見み逃のがすティアではない！

「今だ！」

　何が今かは知らないけれど、きびすを返して地を蹴けるティア！　狙いは近くに倒れた仮面が手にした恵方巻き！

　あわててあとを追おうとする美祢！　タイミングはわずかに間に合わないが──！

　だが天は、世界は美祢に味方した。あるいはティアに敵対したのか。

　駆かけたティアの靴くつ底ぞこが、地面から生えたういろうの一つを踏み抜ぬいた！

「しまった！　ぐにゅるってした！」

　足を取られて体勢を崩くずしたティアに向かって、美祢はレンチを振ふり下ろす！

　一度！

　レンチはティアの頭に当たって。

　世界を治すため、触ふれなければならない相手は他ほかでもない、ティア。

　あと二度、触れれば世界が少し治る。

「させるかっ……！」

　体勢を崩しながらもティアは美祢の方に目をやって、続けてくり出されたレンチの二発目を、左の手のひらで受け止めた！

「しまった……！」

　呻うめいたのはもちろんティアの方。

　直接触れればいいのだから、手のひらで受け止めても一度は一度。

　反射的にティアは受けた手を引いて──後こう悔かいする。摑つかんだままでレンチを奪うばった方が良かったかもしれない、と。

　けれど後悔してもはじまらない。

「まだっ……！」

　美祢のくり出す三度目を、ティアは服のソデに包まれた左の腕うでで受けて。

　けれどその時。

　踏みこたえていた足の片方が、靴の裏についていたういろうでわずかに滑すべる。

　バランスの崩れたその瞬間。

　美祢の操あやつるレンチは、まるで生き物のようにするりとティアの腕をからめてはね上げると、まっすぐ伸のびて──

　こんっ、とティアの額を打った。

　手にしたレンチが重さを増して、美祢は小さくたたらを踏んで。

　対するティアは、へたりっ、とその場に座り込んだ。

「……私の……負けだ……」

　つぶやく瞳に、もう覇は気きはなく。

「……今……はっきりとわかった……世界が変わり、力が失われたのが……

　もはや私には次元取とり締しまり役やくとしての力は無い……せいぜい……次元専務といったところだろう……」

　そのへんの違ちがいは美祢にはよくわからないんだけれど。

　そこに。

「……ちょっと待って……」

　響いた硬かたい声は智紗のもの。

　彼女は目の前のシュリンを見つめて、

「……今……あいつ……世界をまぜこぜにしたのはシュリンたちなんだ、って……」

　シュリンは何も答えない。わずかに視線をそらしたままで、黙だまってじっと佇たたずむだけ。

　それが──答えになっていて。

「うそ……でしょ……？　お姉ねえ！」

　混乱した智紗は、姉に目をやり──

「……誰だれそれ……？」

　聞かれた美祢は、自分が手にしたものに視線を向ける。

　薄うすい水色の瞳ひとみと目が合って、思わず小さく会え釈しやくして。

　つい今まで。

　美祢が手にしていた一メートル半ほどの長さの棒は、身長百五十センチくらいの女の子に変わっていた。

「ええっと」

　歳としは美祢より下だろう。長い髪かみの毛を頭の左右でくくっている。

「レンチ！」

　シュリンは声を上げて駆けてくると、美祢が抱かかえている少女にぎゅっと抱だきついて、

「やっと……やっと姿が戻もどった……！」

　頰ほおずりしながら感極きわまって声を上げれば、けれど少女は無言のまま、ちょっと困ったように眉まゆをひそめて。

「あの」

　そんな二人のすぐそばに、智紗は困こん惑わくした顔で歩み寄り、

「もう一回聞くけど。誰それ」

「いや。誰って」

　シュリンはいぶかしそうに、

「だから。レンチ。ボクの妹の」

　……………………

「あの。じゃあ。棒は。」

「え？　ちょ？　いも、誰？」

　混乱する美祢と智紗に、シュリンはちょっと首をかしげてから、

「……ひょっとしてボク、言ってなかった？

　今は棒になってるけど、妹だ、って」

　二人そろって左右に首振る美祢と智紗。

　──考えてみたら──

　智紗が五本シッポのリスだったり、もっと変な姿になっていたことだってあったんだから、人が棒みたいな姿になっていても、おかしくはないのかもしれないけれど。

「それじゃああらためて紹しよう介かい……しようと思うんだけど、ミヤちゃん、ちょっと放してくれるかな？」

「あ。はい」

　言われて美祢はようやく抱えていた手を放する。

　シュリンは少女を手で指して、

「紹介するよ。ボクの妹、城き之の崎さき蓮レン知チ」

　ぺこりっ、と、少女は無言でおじぎして。

　美祢と智紗も軽く会釈を返してから、

「へー。名字あったんだ」

「城之崎っていうんですね」

　言う二人に、シュリンはまたちょっと首をかしげてから、

「あれ？　名字も言ってなかったっけ？」

　またまた左右に首振ふる姉妹ふたり。

　けれど、レンチが人だとすると。

「──ひょっとして──」

　美祢はちょっと声をひそめて問いかける。

「そうすると、レンチ……ちゃんがしゃべれなくなったのも、世界がおかしくなったせいだとか？」

　質問に、シュリンは気まずげに視線をそらせると、

「……いや……無口だから……」

『無口か。』

　美祢と智紗、二人の声は期せずハモる。

「けど、レンチももとに戻ったし、ひょっとしたら、全部の世界を治し終わるのも、もうすぐかもしれないね」

　ごまかすようにシュリンが言ったその言葉に。

　美祢と智紗とは、複雑な視線を交かわし合った。




　犬は見つからなかったけれど、イグアナもいたし世界も治した。次元取とり締しまり役やくの野望も砕くだいた。

　全部めでたしめでたしで。

　もとの世界に帰って来ると、晩ごはん食べてＴＶ観みて。

　お風ふ呂ろに入るその前に、美祢が自分の部屋で、明日学校へ行く準備をしていると。

　どたどたどたっ！　と激しく階段を踏ふみ鳴らし、足音が一階したから美祢の部屋の前まで駆かけ上がる。

　ノックもなしに、ばたんっ！　とドアを開けると、智紗は血相変えて声を上げた。

「お姉ねえ！　世界をまぜこぜにしたのがシュリンってどういうこと!?」

　問いかけに。

　きっかり五秒経たってから。

「聞くの遅おそっ。」

　美祢はあきれてつぶやいた。




「きのうはレンチのことでびっくりして聞きそびれたけど。

　シュリンたちが世界をまぜこぜにした、ってどういうこと？」

　明けて翌日。

　学校から家へと帰り、シュリンとレンチがやって来るのを待ってから。

　一同を居間へと集めて、智紗はシュリンとレンチに問い質ただす。

　聞かれたシュリンは驚きよう愕がくの表情で、

「え？　今さらその質問？」

「いまさらもなにもっ！　そこはちゃんと言ってもらわないとっ！」

　智紗は言うと、自分の隣となりに座った美祢を、きっ！　とにらみつけ、

「それとお姉ねえ！」

「え？　わたし？」

　思わずちょっと身を引く美祢に、智紗は、ずいっ、と身を乗り出して、

「そう！　聞いた時、お姉ねえ、ぜんぜんびっくりしてなかったけど！

　ひょっとして知ってたの!?」

「知ってたわけじゃあないんだけど」

　どう言っていいものやら。美祢はちょっとだけ迷ってから、結局、正直に言うことにした。

「実の妹がリスになったり変なものになったり、ってことに比べたら、インパクトとして全然たいしたことないし。

　だからだと思うんだけど、そんなにびっくりしなかった」

　説明に、智紗は複雑な表情で、

「……いや……まあ……確かにそんな気はするけど……

　イ……インパクトとしてはとにかくっ！

　そこはやっぱり、ちゃんと説明してもらわなくちゃいけないところでしょ！」

　美祢は、向かいのソファに座ったシュリンとレンチに目をやって、

「──って言ってるけど」

「そうだね。ちゃんと説明するよ」

　シュリンはソファに座りなおして背すじを伸のばすと、

「ボクたちの世界じゃあ誰だれかが亡なくなると、遺族は遺産という形で、知識や経験の一部を引き継つぐことができるんだ」

「……へー……」

　突とつ飛ぴな話なんだけれど、さんざん突飛慣れしてきた美祢は、普ふ通つうのあいづちをうって。

「もちろん、受け継がない、ってことも選べるんだけど。

　親しん戚せきの叔父おじさんが亡くなって、ボクとレンチとは、叔父さんが研究していた、いろいろな世界との関係についての知識を受け継いだんだ。

　ところが。

　面おも白しろくっていろいろ実験してるうちに、ちょっと失敗してこんなふうになっちゃったってわけ」

「『ちょっと失敗』で済ますなぁぁぁっ！」

　声をはり上げる智紗に、シュリンは落ち着いた口調で、

「済ませるつもりはないよ。ごめんって言って片づくものじゃないこともわかってる。

　だからレンチといっしょに、いろんな世界を治して回っているわけ。

　ミヤちゃんとチサちゃんの力を借りることができて、ずいぶん助かってるけど」

　言うシュリンの隣では、レンチがこくりとうなずいて。

「でもっ……！」

　智紗はソファから立ち上がり、何か言いたそうにして──それでも、考えがまとまらなかったのか、言えなかったのか、結局美祢の方を見て、

「お姉ねえは何か言いたいことないの!?」

「え？　わたし？」

　いきなり話を振ふられてとまどって。

　そりゃあ、世界がこんなになったのがシュリンたちのせいだ、っていうのはちょっとびっくりしたけれど。

　ここで二人に文句を言ったところで、どうにかなるわけでもないだろうし。

　いろんな世界をなおすのに協力する、と言い出したのは美祢の方からだったし。

　いろいろ考えて、結局。

「これからもよろしくお願いします」

　言って美祢は、ぺこりと頭を下げた。




　坂道の途と中ちゆうで美祢は足を止める。

　道の片側はひらけていて、そこから街が一望できた。

「どうしたの？　お姉ねえ」

　学校からの帰り道。いっしょに歩いていた智紗は、立ち止まった姉に問いかける。

「ん。」

[image: ]

　返事とも言えない答えを返し、美祢はそこからあたりを眺ながめる。

　世界は。

　だんだんもとに戻もどってきている。

　前は自動車に脚あしが生えていたのが、今はちゃんとタイヤになっているし。──もっともタイヤはゴムじゃなくて、なんか毛むくじゃらの黒くて長い生き物が、車しや軸じくに巻きついているんだけれども。

　信号とかも、最初は変な何かが飛び出したり虫がたかったりして色が変わったりしていたんだけれど、今はちゃんとランプの点てん滅めつで変わるようになっていて。ただ色は緑とモスグリーンとライムグリーンなんで、見分けはすごくつきにくい。

　もちろん、まだ変なものはいろいろとあるんだけれど。

　ＴＶのお天気お姉さんは今日の天気にかこつけて、人類の愚ぐ行こうを上から目線でなじり続けているし、警察官の制服の背中には、なぜか漢字で大きく『爆ばく釣ちよう』とか書きなぐってあるし。

「──お姉ねえ？」

「うん」

　再び呼びかけられて、美祢は視線を智紗へと戻す。もと通りの、人の姿に戻った妹に。

　なんとはなしにほほえんで、

「シュリンさんも言ってたでしょ。もうすぐ全部の世界がなおるかもしれない、って。

　こうやって見てると。

　本当に、もうすぐのような気がして」

　けれども。それを聞いた智紗は、あんまりうれしそうじゃなくて。

「でも、お姉ねえ、それって……」

　表情を曇くもらせて、何だか口ごもる。

　美祢は思い当たる。そういえば智紗は世界をなおすのに、そんなに積極的じゃあなかったと。

　智紗はもともとの普通の世界がどんなだったかはおぼえてなくて、いろんな世界を回れるのが面白そうだから、って一緒に行くことになって。

　でも、全部がなおったら。

「……いろんな世界に行ってみることもできなくなるし、シュリンたちとも会えなくなるんだよ」

　ああ。

「そっか……そうだよね……」

　美祢はつぶやいて遠くの空を見る。

「──あのね、智紗──」

　空を眺めたそのままで、美祢は問う。

「アメリカ、って知ってる？」

　智紗は首をかしげると、

「どこかの外国の人？」

　美祢はゆっくり振り向くと、小さく左右に首を振り、

「父さんと母さんが行ってる外国の名前」

「はあ？」

　智紗は眉まゆをひそめて、

「そんな名前の国、聞いたことないけど？」

　答えに美祢はうなずいて。

「そう。

　この普ふ通つうの中じゃあ、そんな名前の国はない」

　社会科の地図帳を開いても。

　ＴＶの国際ニュースを観みても。

　インターネットで検けん索さくしても。

　そんな国は、どこにも、無い。

「わたしの知っている普通じゃあ、そういう国があったの。

　陸地や、そこに暮らしている人たちが消えたわけじゃなく、単に名前が違ちがっちゃってるだけなんだろうけど──

　なんかね。

　父さんと母さんがいなくなっちゃったような気がして。

　だからね。

　どうしても世界をなおさなきゃ、って思ったの。

　……『名前が変わっただけじゃん』とか言われそうな気がして、黙だまってたけど」

　いくら口で説明しても、このどうしようもない不安は、智紗には伝わらないだろう。

「たぶんそういうことは、きっと他ほかにもいろいろあって。

　だからね。

　わたしは、最後まできちんと、世界をなおそう、って思ってる」

　口をつぐんでしばらく待って。

　ややあって。

　智紗はただ、

「そっか」

　とだけつぶやいた。




　それからいくつか世界を治して。

　週末、土曜のお昼過ぎ。

　本来なかったはずのドアをくぐって別の世界に出向いて行って。

　あたりを適当に歩くことしばし。

　ソデを小さく引っ張られ、美祢がそっちに目をやると。

「あの」

　そこに、ちっちゃな女の子がいた。

「ネコが、いないんです」

　なんだかすごく覚えのある展開に、美祢たち一同は思わず顔を見合わせた。




　すこし前。

　こことは違う別の世界で、すごく似たことがあった。

　女の子の犬捜さがしにはじまって、最終的には次元取とり締しまり役やくティアとの争いに発展して。

　今。

　この世界で美祢たちは、その時のできごとをなぞるように動いていた。

　違うのは、女の子が捜しているのが犬じゃなくて猫ねこだということくらい。

「どういうことコレ？」

　町はずれにある空き家の洋館に向かいながら、智紗は誰だれにともなくつぶやいた。

　あの時は、犬捜しを頼たのまれて、コンビニの前で転んだおばさんから、捜しているのとよく似た犬を見かけたと聞いて、町はずれの空き倉庫に行き、そこではじめて次元取締役のティアと出会ったんだけれど。

　犬と猫、倉庫と家の違いはあるものの、まるっきり状じよう況きようはそっくりだった。

　だとすると、この先に──

「わからないけど」

　言うシュリンの顔にも不ふ審しんの色が濃こい。

「偶ぐう然ぜん、ってわけじゃあなさそうだよね。

　とにかく注意して」

　呼びかけに一同うなずいて。ついて来ている女の子だけが、事情がよくわからなくて、きょとんっ、としている。

　鉄の門もん扉ぴに手をかけて押すと、みんなを招くかのようにあっさり開く。

　庭で適当に砂じや利りを拾ってから進んだ先の玄げん関かんドアにも、カギはかかっていなくって。

　開けて入ったその先は、日本じゃあちょっとお目にかかれない、広い玄関ホールになっていて。

　家具には白い布をかぶせてあって、壁かべにはいくつも、絵の入っていない額がく縁ぶち。

　美祢たちは、顔を見合わせてうなずくと。

『うりゃせいっ！』

　庭先で拾った砂利を一いつ斉せいに、家具の向こう側、上に向かって投げ放つ！

　ばらばらという砂利が落ちる音とともに。

「痛ッ!?　いたたっ！　ちょっ!?」

　あわてた声がわき上がり、家具の陰かげから転がり出たのは女が一人。

　歳としは美祢たちと同じくらい。見るからに上等そうなスーツだけれど、あわてて転がり出たせいで服はあちこち汚よごれている。

　女はあたふた起き上がると、美祢たちを涙なみだ目めでにらみつけ、

「なに!?　なんで砂利!?　というか私がいる場所がどうして!?」

　混乱する女に対して、美祢たちは困った表情で顔を見合わせた。

　タネを明かすとなんてことはない。

　前に次元取締役と出会った時には、相手はビニルカバーのかかった機械の陰に隠かくれていた。だから、ひょっとしたら今回も、と思って先手を打ってみたんだけれど。

　図星すぎてちょっと切ない。

「そんなことより。何なのあんた」

　問いを無視して言う智紗に、女はようやく冷静さを取り戻もどしてか、服についた埃ほこり汚れをぱたぱた払はらうと胸を張り、

「……この世界にまでやって来たか。

　だがな。さまざまな世界を元に戻そうとする貴様たちの旅もここまでだ！

　我が名はカノカ！　混ざり合った無数の世界、その力を手に入れた者！

　次元会長カノカ！」

　名乗りと同時に、カノカのまわりの空間が合計八つ、ぐにゃりと歪ゆがむ。

　歪みはそれぞれ一人ずつ、長いマントと目ま深ぶかにかぶったフードのせいで、顔も性別もわからない人ひと影かげを生み出した。

　影が手にした、長くて白くてぐんにゃりとしたものは、きしめんに間ま違ちがいない。

　それに対する美祢たちは──

『……えー……？』

　あからさまに、しらけた声を漏もらした。

「ちょっ……!?　なんだその反応はっ!?」

「だって……」

「ねえ……」

「次元取とり締しまり役やくの次が次元会長って。何その会社組織。名前も安直だし」

　シュリンと美祢と智紗が言い、レンチも無言でこくこくうなずく。

　格好こそは違うものの、部下たちの出現の仕方も、前に出会った次元取締役の時とやっぱり同じだったのだ。

　はじめて見たなら、ちょっとびっくりするけれど、自信たっぷりに二回目を見せられたらわりと醒さめる。

　けれど美祢たちにとっては二度目でも、次元会長にとってははじめてのできごと。

「何の話をしている!?　次元取締役とはなんのことだ!?

　私は十日ほど前、この力を手に入れ、全すべてを知ったのだぞ！

　さまざまな世界が混じり合っていること！

　そのせいで生まれた力が、私が得たこの力だということ！

　そして──混じり合った世界をもとに戻して、この力を消し去ろうとしているお前達の存在を！」

「うん。知ってる」

　シュリンはやる気なさそうに、頭をぽりぽり搔かきながら、

「きみが持っている次元会長の力っていうのは、『混ざり合うものの中から最適を引き出す力』──

　つまり、混ざり合った世界の中で、何かをするのに最適な要素を見つけ出して組み合わせる力なんだよね？

　たとえば今現れた、きみの部下たち。

　変な格好に見えるけれど、機能性のみを追求した結果、そうなっただけ」

　そのへんのことは、美祢にはいまひとつよくわからないんだけれど。

　前にＴＶで見たことのある、ステルス機っていうすごい戦せん闘とう機が、見た目あんまりかっこ良くなかったのと、同じようなことなんだろうと解かい釈しやくしている。

「たぶん、身体能力を上げるために必要な要素を組み合わせ、個人が使える強力な武器として、いろんな要素を組み合わせた、ってところだよね？

　変な服ときしめんに見えるけれど、つまりは強力な鎧よろいと武器──ってことだよね」

　シュリンの言葉を聞くうちに、次元会長はみるみる顔色を失ってゆく。

　全部、指し摘てきの通りだった。

　今のこの世界では、乾かん燥そうきしめんをうがい薬でゆで上げて、西日の当たるベランダで、ラップ音楽をかけながら夕方から夜間にかけて干せば、銃じゆう弾だんはおろか戦せん車しや砲ほうさえからめて止める、攻こう防ぼうに長たけた最強の個人携けい帯たい武器が完成する。

　もちろんこんな事、絶対誰だれもやろうとしないが──『力』を手に入れたカノカは、どうすればどういうものができるのか、理り屈くつではなく直感で悟さとるのだ。

　けれどそれは──

　かつて美祢たちが退けた、次元取締役ティアの力と同じもの。

　シュリンの方はただ単に、ティアが語ったうんちくを、この場で繰くり返しているだけなんだけれど。

「……な……なんで……そんなことが……」

　かすれた声で問うカノカに、シュリンは静かに、

「わかったような気がするんだ。その『力』のことが」

　いや。ひょっとしたらそれは、美祢たちにも向けた言葉だったのかもしれないけれど。

「世界をまぜこぜにしちゃったのはボクたちだ。

　ボクたちのやった実験は、レンチと、他ほかの世界にいる、レンチに該がい当とうする人たちを同調リンクさせて、いろんな世界を観察しようというものだったんだけど。

　結局実験は失敗して、こんなふうになっちゃった」

　自じ嘲ちようの笑えみを小さく浮うかべて、

「でもすべてのものには、『このままであり続けようとする力』というのがある。

　それは、バネを曲げたらまっすぐに戻ろうとするみたいに、まぜこぜになった世界がもとに戻ろうとする力になる。

　この力があるからこそ。

　それぞれの世界で、レンチと同調リンクした相手とが直接三回触ふれることで、世界が少しもとに戻もどるんだ」

　似たような説明は、美祢も以前、聞いたことがあったような気がするけれど。

　シュリンは続ける。

「けど。

　ずっと曲げっぱなしのバネにクセがつくように、いろんな世界がまぜこぜになったままの状態が長く続けば、混ざったままで在り続けようとする力──言い換かえれば、世界を元に戻さないようにしようとする力、というのも生まれてくる。

　その力が──

　今、カノカちゃんに集約されて、次元会長としての力になっているんだ」

「じゃあ──」

　話を聞いていてふと思いつき、美祢は口を開いて、

「ひょっとして、ここまでの成り行きが前の時とそっくりなのは、それが同じ『力』だから、ってこと？」

「それはあるかもしれないね」

「──待て──」

　かすれた声はカノカのもの。

　もはや完全に顔色を失なくして、

「待て。待て待て待て待て！

　それではまるで──私の方が、力に操あやつられているような言いぐさだな！」

　不ふ愉ゆ快かいげに叫さけぶカノカに、シュリンは静かなまなざしを向けて、

「けどもしきみが『力』を手に入れていなければ、ボクたちと対決しようとは思わなかったわけだよね？

　なら少なくとも、きみの意志や行動に大きく影えい響きようはしてるよね」

「──それは──そうだが……！」

　カノカの表情に迷いの色が生まれたのは、けれど、一いつ瞬しゆんだけのことだった。

　瞳ひとみに力を取り戻し、美祢たちを、きっ！　とにらみつけ、

「一度得た力を失いたがる者などいない！

　仮に！　今の私が、お前たちを退けるために力に操られているのだとしても！

　その目的を果たしさえすれば、私が力の主になるはずだ！

　いずれにしても！

　お前たちの言葉に耳を傾かたむける必要はない！

　ただ雌し雄ゆうを決するのみ！

　お前たち！　かかれ！」

　カノカの命令一下、きしめんを手にした影かげたちが、美祢たちを目ざして押し進む！

　前にティアと戦った時には、美祢たちはここでめちゃくちゃピンチになって、それでもなんとか、運良く逃にげ出すことができたんだけれど。

　二度目になれば話は違ちがう。要領はわかっているんだから。

　カノカの命令が下った瞬間、美祢は右に、智紗は左に駆かけだした。

　影たちを無視して二人が進んだ先は部屋の壁かべ。そこにかけられている、からっぽの額がく縁ぶちに手を伸のばして取り外しはじめる！

「──な──!?」

　驚おどろきの声を上げたのはカノカだけ。

　かつてティアの世界では。

　あたりになぜか、ポトスの植木鉢ばちがやたらとあることに気づいた美祢が、植木鉢を近づけたとたん、手ごわかった部下たちは、みるみる弱体化していった。

　それで一同は気づいたのだ。

　ポトスの植木鉢が、力を封ふう印いんするカギになっていることに。

　強力な武器を渡わたした部下が、上の者に反はん抗こうするのは時々あること。

　当然上の者は、そうならないよう何かの対策を取る。

　ティアの取った対策は、能力の封印。

　身体能力を上げる黒服白仮面と、強力な武器である恵え方ほう巻き。その双そう方ほうの能力を無効化し、なおかつ着用者の動きさえ止める、究極の封印アイテムとして、ポトスの鉢植えが存在したのだ。

　だから美祢たちは、この世界でもすぐに気がついた。

　ティアと芸風が同じなら、カノカもまた必ず、部下たちの力を封じることができる何かを身近に配置しているはずだ、と。

　そう考えてあたりを見た時、どうにも不自然だったのが、からっぽの額縁。

　案の定。

「と……止めろ！　額縁を奪うばわれるな！」

　あわててカノカが声を上げる。

　けれどもう遅おそい！　美祢と智紗との手の中には、もう額縁がおさまっていて。

　カノカの命令に方向転てん換かんした部下たちは、美祢と智紗とに駆け寄るものの、手の届く距きよ離りまで来たとたん、がくんっ、と、急に動きが鈍にぶくなる。

「──と──！　止まれ！　距離を取れ！」

　自分の指示ミスに気がついて、あわててカノカが叫ぶけれども、これまた遅い。

　美祢と智紗とが取り外した額縁を、近づいてきた影たちに次から次へと押しつければ、影たちは額縁を抱かかえたままで、あおむけに倒たおれて動かなくなって。

　カノカが冷静さを取り戻もどすより先に、残るは彼女一人だけになっていた。

「こっ……こんなっ……!?」

　瞬しゆん時じに弱点を見み抜ぬかれるとは思ってもいなかったのだろう。カノカは美祢と智紗とに驚きよう愕がくのまなざしを向けて立ち尽つくし。

　その後頭部を、誰だれかが、とんとんとんっ、と軽くつついて。

「何──あ……」

　振ふり向いたカノカの目の前には。

　これまでずうっと無言のままでいたレンチの姿が。

「……え……噓うそ……今……？」

　次元会長──いや。もと次元会長は、後頭部をおさえて、よろりっ、とよろめく。

　そう。なんのことはない。

　カノカが美祢と智紗とに気を取られているうちに、存在感のなかったレンチが、無言でそばに歩いて行って、指で三回、カノカの頭をつついただけのこと。

　それで世界はまたすこしもとに戻って。

「これで次元会長の力はなくなったはずだけど」

　シュリンの言葉に、カノカはその場にひざをつく。

『……え？』

　とまどいの声を漏もらしたのは、美祢と智紗だった。

　響ひびいた知らない声に目をやれば、レンチとひざをついたカノカがいて、でもってその先には、知らない女の人がいた。

　長身で、コートだかジャケットだかを羽織っていて。

「ええっと……」

　美祢の頭がちょっぴり麻ま痺ひする。

　刹せつ那な浮うかんだある考えが、的中していると確信しながら、なんだか認められなくて。

　女の人に向かって問いかける。

「……誰です……？」

「誰って──お？」

　女は目を丸くして、自分の体をきょろきょろ眺ながめ、安あん堵どの笑えみを浮うかべると、美祢と智紗の方を向いて、

「そうか。やっと女に戻ったんだ。

　ボクだよ。シュリン。

　城之崎朱シユ鈴リン」

　………………………………

「ええええええええええええッ!?」

　声を上げたのは美祢だけで。智紗の方はびっくりしすぎてか、目と口を開けたままでかたまっていたりするけれど。

　シュリンはごまかし笑いを浮かべて、

[image: ]

「ボクが本来は女だってことは──言ってなかったよね。

　さすがに言うのが嫌いやだったっていうか。ボク自身も男になっちゃってたのって、ちょっと複雑な気分だったから。

　びっくりさせてゴメン」

「…………………………」

　もちろん。

　美祢には、返す言葉なんてない。

　そのシュリンにレンチが駆かけ寄ると、無言でこくこくうなずいて。

　それだけで言いたいことがわかったのか、

「──そうか──会長、って聞いた時に、ひょっとしたら、って思ったんだけれど」

　うなずいたシュリンの表情は、うれしいような寂さびしいような、どこか複雑なもので。

「ミヤちゃん。チサちゃん。

　──ありがとう──」

　いまだ呆ぼう然ぜんとしている二人にシュリンは呼びかける。

　その『ありがとう』が何を意味しているのか。

　美祢には、なんとなくわかってしまった。

　シュリンは続ける。

「世界をもとに戻させまいとする力は、前には次元取とり締しまり役やくとしてティアちゃんに、そして今は、より強力な次元会長としてカノカちゃんに移り──この世界が治ったことで、完全に消えた」

　今回は、対策がわかっていたせいで、力の強さを実感する間もなく瞬しゆん殺さつだったけれど。

「戻させまいとする力が完全に消えた。

　ということはつまり。

　今。

　全部の世界がもとに戻ったってわけ」

「えっ!?　じゃあ今のショボいのがラスボスの立ち位置!?」

　ようやく我に返った智紗が上げた声に、カノカはへたり込んだまま、無言ではらはら落らく涙るいする。

「……そっかー……全部戻ったんだ」

　美祢は複雑な表情を浮かべた。

　全部の世界がなおった、ということは。

　いろんな世界をなおす旅も終わるということでもあって。

　シュリンは小さくうなずいて、

「あとはボクたちが、もとの世界に戻もどって、いろんな世界に繫つながる出入り口ドアをきちんと閉じれば、それで無事おしまい」

「ドアを閉じる、って──」

　閉じてしまったらもう、シュリンたちとは会えなくなるのだろう。

　なら、閉めなければまた会えるのだろうか。

　そう尋たずねかけて、美祢は、やめた。

　世界をなおす。完全に。そう決めたのは美祢自身なんだから。

　そしてシュリンもまた、同じ決意をしていたはずで。

　美祢が言わなかった言葉の先を察したか、シュリンは続ける。

「ドアを開けっぱなしにしていたら、またそこから、いろんな世界が混ざりはじめちゃうかもしれない。

　だから。

　開けたドアは、ちゃんと閉めなくちゃ」

　美祢は無言でうなずいて。

　これで。

　全部が終わった。

　そう思った美祢のソデ口を、誰だれかが小さく引っ張って。

　目をやると、やっぱりそれまで存在を忘れられていたちっちゃな女の子が、

「あの。ネコは。」

『それがあったか。』

　美祢とシュリンの声がハモった。




　目がさめると、ただの天てん井じよう。

　そこにはドアなんて一枚もなくて。

　どうやら。

　シュリンはちゃんとドアを閉めたらしい。

　ベッドの上であおむけで。美祢は静かにため息をついた。

「……そっか……」

　つぶやいて身を起こす。

　おとといの土曜日。次元会長のいた世界を治して、全部の世界がもとに戻って。

　女の子の捜さがしていた猫ねこは見つからなかったけれど、かわりにゴマダラカミキリが見つかったんで、女の子大満足。

　……いいのか本当にそれで？　とは、ちょっと思ったりもしたけれど、とりあえずはめでたしめでたしで。

　昨日の日曜はシュリンとレンチといっしょに、修しゆう繕ぜん完かん了りようパーティーをやって。

　レンチは結局最後まで、何もしゃべらなかったけれど。

　ドアの向こうに帰る時、じゃあ、と言ったシュリンの横で、レンチの口が小さく動いたのを美祢は見た。

　声は小さくて聞こえなかったけれど。それは確かにお別れの言葉だったと思う。

　ともあれ今日は学校がある。制服に着き替がえて階段を下りて。

　小さなテーブルとＴＶがあるだけの古びた部屋に入ると、そこにはもう、二人ぶんのトーストとかんたんな野菜サラダとカップに入った飲み物が用意されていて。

　朝食当番の智紗はこちらに背を向けて、ＴＶを観みていた。

　画面の中ではなじみのお天気お姉さんが、今日の天気を解説していて。

『各地の今日の気温は、おおむね例年通りとなるでしょう。

　だがいい気になるなよ人間ども。異常気象はおさまったわけではない。これは嵐あらしの前の静けさにしか過ぎないのだ。

　貴様等人類が環かん境きようの破は壊かいを続ける限り、気象の異常は決しておさまることはないと知るがいい』

　お姉さんのコメントが変なのは、世界が変になったせいじゃなくて地だったらしい。

「おはよ。チサ」

「……ん……」

　あいさつに、智紗は背中を向けたままであいまいな声。

　ＴＶの音だけがしばらく時間を埋うめて。

「つまらない？」

　聞けば智紗は、やっぱり背中を向けたまま、

「まあね。

　別の世界にも行けなくなったし。

　……今さらだけど、お姉ねえの取り戻そうとしてたこの『普ふ通つう』って、悪いんだけどあたしには、そんなに面おも白しろく思えないよ」

「違ちがうよ。チサ」

　美祢はイスに腰こしかけて、

「いろんな世界に行っていろんな人たちに出会って。

　そんな中の誰かが言ってた。

　この普通は、いろんな人たちががんばって手に入れた普通なんだ、って。

　だから。

　面白くないなら、どうすれば面白くできるのか。自分でちゃんと考えて、ちゃんと行動しなくっちゃ、ってこと。

　まあ、シュリンさんたちと会えなくなるのは、ちょっと淋さびしいけど」

「…………………………」

　シュリンの名前に、智紗はなんだか黙だまってしまって。

　言わない方がいいのかもしれない。

　けれども。

「チサ」

　ずっと、薄うす々うす思っていたことを、美祢は妹の背中に向かって問いかける。

「ひょっとして……シュリンさんのこと、好きだったりした？」

　言ったとたん。

　イスに敷しいていたクッションを無言で投げられた。




　美祢と智紗の、おかしな日々はこれで終わったんだけれど。

　これからも。

　二人の普通の日々は続いていく。







　まぁ終わったのであとがき


神　坂　　一　　






　ふらっと始まりふらっと終わる！　これぞ浪なに速わの心意気！

　ごめん今オレ適当言った！

　というわけで、ＤＯＯＲＳここに完結です。

「え？　もう？」とお思いの方もいるでしょう。

　確かに、シリーズというより上下巻。

　いや、その気になれば一冊にまとめられるくらいのボリュームです。短いという意見も多々あるでしょう。

　けど、このお話で言いたかった「普ふ通つうって大事だよね」というのは、すでに一話で落ち武者っぽい同どう心しんの人が言っちゃってたりしますし。

　そう考えると、お話の芸風に合ったボリュームだと……

　……今、「え？　ＤＯＯＲＳのテーマって、触しよく手しゆとか妹萌もえとかじゃねえの？」と思ったそこのあなた。

　そんなことはありません。

　一いつ切さいそんなことはありません。

　確かに、おかげをもちまして好評だったＤＯＯＲＳ一巻も、感想の大半は「ナイス触手！」「触手自重」と触手大反はん響きようでしたとも！

　そうか触手か。みんなそんなに触手が好きか。

　実は触手ネタは、打ち合わせの時に担当さんがポロッとこぼした「世界をなおす過程で妹が触手になったりして」というアイデアが出発点となっています。

　その時には「いやそんな一発ネタ、文章四、五十枚の話に発展させられませんよ」などと口走ったおぼえがあるのですが。

　発展してしまいました。

　人間やればできるもんです。

　ちなみに、文庫版ではカットされていますが、ザ・スニーカー誌上では触手化智紗のイラストが載のっていました。

　あの原げん稿こうをメールで送った際、「イラストではずっとモザイクとゆーのはどうでしょう」とコメントした所──

　後日、スニーカー掲けい載さいバージョンと智紗がモザイクになってるバージョンの二パターンのイラストがサンプルとして送られてきて、「モザイクをかけた方がむしろヤバいんですが」との担当さんの談がついていました。

　早速連れん絡らくを取って、笑いながら「本当にやるなよ」と言ったらおこられました。日本語って難しいです。

　どうしてもモザイクバージョンをごらんになりたいという奇き特とくな方は、ザ・スニーカーのイラストをパソコンで取り込んで、画像ソフトで処理すれば、ほぼもれなく「いやコレ載せられないって」と口走ることになるでしょう。

　まあこのへんのこぼれ話は、本来なら一巻で触ふれるべきなのですが、あとがきから先に読む人もいる昨今ですので、ネタバレ防止にこんな所で今さらのように書いております。その旨むねご了りよう承しようを。

　……などと書いてふと思ったのは、一巻を知らずにこの本を手に取り、本文ではなくここを読んだ人は、コレをどーゆー本だと思うだろうか、ということで。

　目につく単語は「触手」「妹萌え」「モザイク」

　うん。百パーセント誤解をされますね。

　いけないいけない。話を戻もどして。

　やっぱり「普通」は大事だとゆー話ですよ。

　過去に遡さかのぼれば、法も秩ちつ序じよもないような遠い昔の「普通」はグダグダのダメダメで、「これはダメなのでなんとかしよう」ということで法律の原型ができて。

　あらゆる分野でそんなことをくり返して、今の「普通」に至るわけです。

　こう考えると、人の進歩というのは「普通」の進歩。

　そんな大昔に戻らなくても、作者が子供の頃ころはＴＶも白黒で、ビデオすら存在しないのが「普通」の時代。

　気に入ったＴＶ番組は脳のう裏りにしっかりやきつけるのみ。

　もう少し経たつと、カラーＴＶと前後して普ふ及きゆうしはじめたテープレコーダーに音だけ録とる、くらいがせいぜい。

　でもって入力端たん子しとかが手に入らず、テープレコーダーで番組の主題歌を録音していると、横で妹がいっしょに歌い出してぐだぐだになったりするわけですよ！

　録音するから歌うなと言うただろーが！　とかブチ切れたところでもう手て遅おくれ！

　あれは忘れもしないサ○エさんの主題歌！　なにゆえ「るー」の所だけ歌ってかぶせますか我が妹よ!?

　つかオレもなんでサザ○さんの主題歌を録音しようとしていたのやら、今となっては意図がさっぱりわかんないけど！

　何にしてもリアルタイム試し聴ちようが基本。「あとで」なんてヌルいことはできませんから、見る方も気合いが違ちがいます。

　それがまあ、時代とともに科学もめきめき進歩して、ビデオが家庭に普及して。

　今や「普通」にＤＶＤレコーダーですよ！

　偉い大だいなり科学！　偉大なり人類！

　もちろんこの「普通」の進歩は、今後も続いて行くわけで。

　やはり作者が子供の頃には、オレらの世代が生きてるうちには実現しないんじゃないか、とまで言われていた人型二足歩行ロボットが、二十世紀中にサラッと完成。

　この前のニュースでは、ロボが個人識別をやってたんですが、リポーターはそれに気づかずノーリアクションでしたよ！

　そのうちご家庭用お手伝いロボットとして販はん売ばいをはじめて、メーカー規格外オプションで美少女・美少年タイプ外装とか人気声優さんによるオプション音声とかが普及する「普通」の時代が来るわけですよ！

　ああ素す晴ばらしきかな「普通」！

　というわけで。

　ここまで書けば、このＤＯＯＲＳで言いたかったことが「普通であることの大切さ」だと納なつ得とくしてもらえたかと思います。

　よしオレ。ナイスフォロー。

　とまあそんな感じで、このＤＯＯＲＳではわりと好き放題をやらせてもらいました。

　これも担当さん方々と、作者が思考放ほう棄きした無茶無責任なビジュアルを、いろんな方向にナイスなイラストに仕上げてくださった岸和田ロビンさんのご尽じん力りよくあってのこと。

　感謝してもし足りません。あと締しめ切きりに遅おくれまくってごめんなさい。

　でもってもちろん、お読みくださった読者の方々。こんな好き放題なヨタ話におつきあいいただき、ありがとうございました。

　次回作でまたお目にかかれれば幸いです──でもこの手て応ごたえから探さぐると、次回作の主役は触しよく手しゆか。触手なのか。

　そんな事態にはならないことを祈いのりつつ、それではこのへんで。
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